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「賭かけをしない？」




　コンスタンティンは、庭園のベンチに腰こしを下ろしていた。

　梢こずえでは鉄製の小鳥が美しい声でさえずり、縞しま瑪め瑙のうでできた甲こう虫ちゆうが鼻先を過ぎる。

　風に吹ふかれてさらさらと音を立てている木々は銀や金。咲さき誇ほこる花々は薄うすい翡ひ翠すいや水すい晶しようで、その真ん中に金剛石ダイヤモンドを先せん端たんにつけた雄おしべと雌めしべがある。

　奇き妙みような庭は森のように広大で、細い小川さえ流れている。

　幾いくつもの庭と部屋を持つこの屋や敷しきに彼女を連れてきたのは、ベンチの後ろに立つ彼女の『夫』だ。

　夜明け前の闇やみを思わせる青みがかった黒くろ髪かみと、血の臭においがするような赤い目、青白い肌はだ──人ならぬ完かん璧ぺきな美び貌ぼうと肢し体たいを持つ青年は、地じ獄ごくを住処すみかとする悪あく魔まだった。

「僕が勝ったら、君の名前を知りたいな」

　コンスタンティンは庭園を眺ながめたまま、手の中の骰子さいころを指先で擦こすり合わせる。

　悪魔の、甘く、低く響ひびく声が頭上から降ってきた。

「人には発音できぬ」

「そうなの？　じゃあ、渾あだ名なとか呼び名でもいいけど。何か欲しいんだよね。一いつ緒しよに暮らしていくんだし」

　少しの沈ちん黙もくを経て、悪魔はこう言った。

「では、古いにしえの呼び名の一つを教えよう。もはや吾わが輩はい自身の名とは言えぬが、あれならそなたにも発音できる」

「うーん。まあ、いいや、それで。じゃあね、君が勝ったら……」

「吾輩の望みをそなたが決めるのか？」

　悪魔のもっともな反論に耳を貸さず、コンスタンティンは初めて彼を振ふり返り、自分の胸に手を置いて言った。

「僕をあげるよ」

　悪魔は、意味をはかりかねるように、その赤い目でコンスタンティンを見つめ返した。

「……そなたは吾輩の妻だ。もとより吾輩のものだろう」

「そうだけど君は全然僕に手を出さないから」

　言葉の意味を理解した途と端たん、悪魔の頰ほおにさっと赤みが差したようだった。本当は、彼には血の流れなんてないのだから、赤面することもないはずなのに。

　悪魔は彼女をここに連れてきたものの、そのあとは彼女にべったりというわけでもなく、適度に放ほうっておいてくれている。たぶん、彼なりに気を遣つかった結果なのだろう。

　彼が猫ねこの姿で地上にいた頃ころよりも、今の方が、接せつ触しよくする機会は少ないくらいだ。

　それでも、自分が求められ、大事にされていることは感じる。
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　屋敷の中で道に迷ったり、庭で石の獅し子しに襲おそわれそうになったりすれば、すぐさま現れて助けてくれる。欲しいものはなんでも与あたえてくれる。まるでお姫ひめ様に接するように彼女を甘やかし、見守ってくれている。

　そしてそこには距きよ離りがある。遠えん慮りよがある。腫はれ物に触さわるように、彼は彼女に触ふれることを恐おそれている。

　キスさえしない。

「いらないの？」

　誘さそうように尋たずねると、固まっていた悪魔は我に返ったようすで、骰子を彼女の指ごと摑つかんだ。

「いる」

　頰も眼まな差ざしも熱っぽく見えるのに、触れ合う肌は、冷たい。

　それでも、力強く指を握にぎられ、見つめられ、少しだけコンスタンティンの体温が上がる。

　まるで純じゆん粋すいな少女のように顔を赤らめた悪魔と、定てい命めいの人の子は見つめ合う。




　奇妙な庭の片かた隅すみで、賽さいは振られた。
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　目を開けると、白い紗しやの天てん蓋がいが見えた。

　広々とした、一人で使うにはもったいないような黒こく檀たんの寝しん台だいの上に、コンスタンティンはシーツにくるまって寝ねていた。

　まだ少し眠ねむ気けを覚えながらも、身体からだを起こし、乱れた髪かみをかき上げる。色いろ鮮あざやかな、癖くせのある赤毛は少々伸のびて、目や耳や首にかかる。

「ふあ……」

　まだ夢を見ているような心ここ地ちで、あくびをして、寝台から降りる。素す足あしに大理石の床ゆかが冷たく、心地よい。開けられたままの窓から入る風が、伸びた赤毛と、白い肌を撫なで、薄い麻あさのドレスを翻ひるがえす。

　部屋は城の広間くらい広く、天てん井じようも高くて、開放的だった。それなのに、部屋には寝台が一つと、衣装の入った櫃ひつと、テーブルと椅い子すがあるだけだ。

　ここに来てどれほどの時間が経たったのか、よくわからない。

　何しろここには昼も夜もなくて、ただ明るい炎ほのおが空や雲を照らすだけなのだ。太陽も、月も、星もない。自ら輝かがやくことのない空は、空というよりはただの蓋ふたに思えた。

　コンスタンティンは、眠ねむくなれば寝て、目が開けば起きるという生活を繰くり返していた。

　そのせいか、今でもたまに、夢と現実の境がつかなくなる。

　この不思議な屋敷での暮らしが夢で、目が覚めれば自分はサクスにいるんじゃないか──そんなふうに思ってしまう。

　でも、違ちがう。

　自分を守るためにユリエルが偽いつわりの証言をしようとした時、コンスタンティンは悪魔に助けを求め、悪魔は一つの答えを示した。




『吾輩が、そなたを地獄へ攫さらおう』




　自分がいなくなれば、ユリエルが噓うそをつく理由はなくなる。

　その、とても簡単な事実に気付いて、コンスタンティンは悪魔の腕うでに抱だかれてここへ来た。

　──つまり、地獄へ。

　開け放たれたままの出窓から、この世界の一いつ端たんが見える。

　荒あれ果てた大地を、溶よう岩がんの川が流れる。そこから吹き上げる炎に照らされて、空も、赤い。荒こう野やの果てには黒い山々が聳そびえる。さまよう死者たちの魂たましいが、悲鳴を上げて飛び交かい、あるいは溶岩の川や沸ふつ騰とうする血の海の中で熱さにもだえている。

　希望もない。一欠片かけらの愛も、許しも、未来も。

　目覚めるたびに、自分の死が積み重なっていくのを感じる。

　地獄という、見捨てられた場所に来たのだ。どんな救いも、もうコンスタンティンには意味をなさない。永遠に、ここで彷徨さまようことになる。サクスと、そこに生きる人々と引き離はなされて。エリカと、ジャックと、レオンと、教区民たちと離れて。

　地獄に落ちるということはただ死ぬということとは違う。

　救われることのない、永遠の絶望だ。

　愛いとおしい人たちとも、もう会えない。

　……あの、優やさしすぎる青年とも。

「情けないね」

　呟つぶやいて、目を閉じる。

　ふと──その耳に、小さな歌声のようなものが聞こえてくる。

　コンスタンティンは顔を上げ、窓辺に駆かけ寄った。

　声は優しくコンスタンティンの心を震ふるわせる。何を歌っているのか、どんな旋せん律りつなのか、とぎれとぎれにしか聞こえないからわからない。

　毎日、あの赤く染まった空の向こうから、風に乗ってかすかに届く。

　悪あく魔まは聞こえないと言っていたから、コンスタンティンも最初は幻げん聴ちようかと思った。

　そうでなくとも、地獄で聞こえるのだから、悪魔か、罪人の魂が歌う声かもしれない。

　でも、そんな汚けがれはそこには感じられなかった。

　切なく胸を締しめ付けて、彼女の心に寄り添そう。

　コンスタンティンは薄うす着ぎのまま、出窓にもたれて、その歌声を聞いていた。

　やがて、歌が聞こえなくなると、身体を起こし、目覚めた直後より少しだけ元気になって、顔を上げる。

「誰だれだか知らないけど、ありがとう」

　赤い空を見つめて、そう呟く。




　……もう、覚かく悟ごを決めるべきなのだろうと思う。

　サクスではなく、ここで生きていく覚悟を。

　そうでなければ、肉体が滅ほろぶ前に心が死んでしまう。

　前に進むのだ。

　それが自分のためでもあるし、たぶん、彼女を連れ去った悪魔のためでもある。




　左手を掲かかげ、薬指にはめられた指輪を見つめる。

　指輪は誰に隠かくす必要もなくなって、今は常に目に見える。

「君は僕の夫なんだもんな」

　彼女は出窓に背を向け、大おお股またで歩き出した。

　指輪を嵌はめた左手に、ひと摑みの勇気を握りしめて。
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　ヒースは幾いく分ぶん窶やつれたようすだった。

　寝台の上に身体を起こし、枕まくらにもたれて、袖そでを通さずシャツを肩かたにかけている。シャツの下から、素す肌はだに巻かれた包帯が覗のぞく。

　重傷を負って施せ療りよう院に担かつぎ込まれたのが、二週間ほど前のことだったか。当時は熱が出てひどかったらしいが、今は夜に少し熱が上がる程度で、ずいぶん状態は落ち着いたそうだ。

　修道院が運営するこの施療院に彼を担ぎ込んだのは、どうやらコンスタンティンだったらしい、とユリエルは聞いている。

　そして、それ以上のことも、エリカから聞いている。

　光とともにコンスタンティンが姿を消してから、コンスタンティンを心配するエリカはユリエルを猛もう然ぜんと問い質ただした。

　いったい何があったのか、コンスタンティンはどこへ行ってしまったのか。

　その中で、エリカがコンスタンティンの本当の性別について知っていたことも、コンスタンティンがユリエルの前から逃にげてどこへ行ったのかもわかった。

　ユリエルに正体を暴あばかれ……傷つけられたコンスタンティンは、ヒースを頼たよって、彼の娼しよう館かんで一夜を明かしていた。エリカが言うには、ヒースはコンスタンティンが女性であることに気付いていたふうだったという。

「あなたは知っていたのですね。いったいいつから？」

　ユリエルはヒースの目を見つめてそう尋たずねた。

　ヒースは、いつもの皮肉げな笑えみを口の端はしに浮うかべて、黙だまっている。

　寝しん台だいの傍かたわらで、椅子に座ったユリエルは、彼の態度から、勝手に答えを導き出した。

「私が怪あやしむずっと前から、きっとあなたは察していたのでしょうね」

　コンスタンティンは、かつてヒースのところに入り浸びたっていたという。悪徳をもって生きる糧かてとするこの男に、コンスタンティンは惹ひかれていたのかもしれない。

　今目の前にいるのは、自分より遥かに長くコンスタンティンと関かかわってきた男、コンスタンティンが、最後に頼った男だ。

　けれど彼は寝台の上で、動こうとしない。

　だから、ユリエルは彼に向かって宣言した。

「彼女を奪うばいに行きます」

　その言葉の激しさに、ヒースは切れ長の目を細めた。

「……あいつがどこへ行ったか知っていて、そんなふうにおっしゃるので？」

「知っています。あなたも知っているのですね？　少なくとも、察しはついている」

「ええ。あいつの去り方は聞いていますよ。お迎むかえが来て天国へ行っただなんて言うやつもいますけどね、あいつが行くのは天国じゃあない。地獄ですよ」

　興味もなさそうに、嘲あざけるような目でユリエルを見て、そう言う。

「言ったでしょう、あいつの去り方は聞いているって。あなたの目の前でいなくなったそうじゃあないですか。お迎えが来たのにあなたが守ってやれなかった？　それとも──あいつが自分で行った？　司祭様を守るために」

　ヒースは恐おそろしく鋭するどい。

　コンスタンティンは悪魔とともに地獄へ去った。それは、直接的には、ユリエルに噓の証言をさせないためだった。

　あの時ユリエルは、コンスタンティンを人ひと質じちに取られ、抵てい抗こうを諦あきらめていた。

「もしも後者だとすると、あいつがあなたのためにやったことを無む駄だになさるおつもりで？　あいつは救われたがってますか？　あなたに一言でも助けてくれなんて言いましたか？　こうなった以上あいつを救うことはできませんし、そのために無理をすれば待っているのは破は滅めつです。あいつは昇しよう天てんしたんです、市民の言うところではね。そのうち聖人にしようなんて話も出るかもしれませんね。あなたたちのような教会関係者には、それは何よりの救いとやらでは？」

「これが私の自己満足に過ぎないことはわかっています」

　ユリエルはそう言い、墨すみ染ぞめの僧そう衣いの裾すそをさばき、立ち上がった。

「あなたにこの話をしに来たのは、あなたもまた私と同類だと思ったからです」

　ヒースはおかしそうに笑った。

「は！　同類？　司祭様とこの場末の小悪党が？」

「あなたのその傷は、尋じん常じようのものではなかったそうですね」

　シャツから覗く白い包帯に目を留めて、ユリエルはそう指し摘てきした。

「獣けものの爪つめで引き裂かれたようだった、と聞いています。けれどこんな街中でいったいどんな獣が？　狼おおかみでも迷い込んだというのでしょうか？　いえ、もっと簡単に言いますが、その傷は悪魔によってつけられたものでしょう。あなたを襲おそった悪魔が私が考えている悪魔と同一だとすると、あなたの負傷もまた、彼女が姿を消した原因の一つであるはずです」

「わかりかねます」

　ヒースは突つき放すように言ったが、ユリエルは気にしなかった。

「あなたが襲われたことを、コンスタンティン助祭は驚おどろき、悲しんだということです。自分がいなければあなたが傷つくこともなく、他ほかにも大勢の人間が守られる。コンスタンティン助祭が守ろうとしたものの中に、あなたも入っているのです」

　ヒースの眼まな差ざしに、険が混じった。

「……あなたに何ができると？　地獄へあいつを迎えに行くおつもりですかい？」

　明らかにからかいの言葉だったが、真ま面じ目めに、ユリエルは返した。

「行く方法がわかればそうします。けれど、今は彼女が残したこの街を、守ります。誰からであっても」

「は！　結局手だてはないんでしょうが。あなたは結局口だけ、まあ、坊ぼうさんなんてのはだいたいそういうものですが。説教だけはお得意でね」

「そう言って、あなたはここで寝ねているのですね」

「怪我けが人になんてこと言うんですかい」

　ここは施せ療りよう院の一室だが、部屋の外には領主の兵が見張りについている。ヒースを手下と接せつ触しよくさせないためだ。ヒースは怪我を負っているし、事実上の軟なん禁きん状態にある。

　その間に、金と情報は彼から遠ざかった。裏社会での求心力は確実に落ちて、今はヒースが失った地位を狙ねらって、サクスの悪党どもがうごめき始めている。

　繁はん華か街がいの治安はずいぶん悪くなったし、複数の勢力がぶつかり合い、死者が出るのも、遠い先のことではないだろう。

　サクスは、不安定化している。

　けれどユリエルは、ヒースなら今からでもどうにかできるのではないかと思う。

「あなたが動かないのは、動けないからではなく、コンスタンティン助祭がいないからです」

　目を見開き、眉まゆをひそめて──突とつ然ぜん、ヒースは笑った。

「はは！　おかしな人だ。私がそこまであのガキにこだわってると？　バカなことをおっしゃらないでください。私はあのガキにそこまで左右されやしません」

「あなたはコンスタンティン助祭を愛していた」

『愛していたのでしょう』でも、『愛していたと思います』でもない。

　愛していた。

　さすがのヒースも一いつ瞬しゆん言葉を失ったが、すぐに気を取り直したように薄うす笑わらいを口の端に浮かべ、首を振ふった。

「ねえ、司祭様、間ま違ちがってますよ。私にとって愛なんてのは商品に過ぎない。あなたがあのガキにどんな感情を抱いだいているとしてもね。まさか、だから私を同類なんておっしゃったんですか？　冗じよう談だんはやめてくださいよ」

「いいえ。私とあなたが同じ感情を抱いているとは考えていません。私がコンスタンティン助祭に抱いた感情は、あなたが彼女に抱いた感情より、よほど汚けがれていると思います」

「そ……」

　ヒースは何か言いかけたが、額に手を当て、疲つかれたように溜ため息いきを吐はいた。

　ユリエルはゆっくりと首を傾かしげた。

「何をそのように驚かれるのですか？　私はあなたが散々売り物にしてきたことについて語っているのです」

「愛を語りに来たのですか？」

「ええ。それと、私が諦めていないということをお伝えに」

「いったいなんのために？」

「あなたが諦めているように思えたからです」

　ヒースが顔を上げ、気だるそうな目でユリエルを見た。

　ユリエルはその目を見つめ、この部屋に入って初めて微笑ほほえんだ。

「まだ諦める時ではありません。せめて祈いのっていてください、彼女のために」

「祈りなんて忘れましたね」

「ならば以前は覚えていたのでしょう？　あなたなら思い出せますよ。助けが必要なら教会に来てください。私はそろそろ失礼しましょう」

　ユリエルはそう言って、僧衣を翻ひるがえし、部屋を出て行こうとした。

　扉とびらのノブに手をかけた時、ヒースがその背中に問いかけた。

「何故なぜ、私をそんなふうに思われるので？　あなたは私を嫌きらっていらっしゃった。サクスを悪徳の都たらしめている存在なのだとね。違ちがいますか？」

　ユリエルは一度だけ振り返り、いつになく頼たよりなげに見える男の問いに答えた。

「あの夜、コンスタンティン助祭が、あなたを頼ったからです」

　ヒースは少なくない衝しよう撃げきを受けたようすで、シーツを強く握にぎり、そのせいで手は白くなった。

　ユリエルは、彼を残して部屋を出た。

　閉めた扉の向こうから、水差しか何かの割れる音が聞こえた。
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　司祭館は、一人だけだとやけに広く感じられる。

　ユリエルはコンスタンティンがいなくなってからの日々を、それまでと同じように、司祭館や教会、教区で過ごした。少なくとも、表向きは。

　一日の勤めを果たし、司祭館の自室で就しゆう寝しん前の祈りを捧ささげていた時だった。

　人の気配を感じて振り返った。

　予想していた人物は、部屋の扉にもたれて今にも倒たおれそうにしていた。マントの陰かげでは服に血が滲にじんでいたし、フードの下の顔は恐おそろしいほどに土気色だ。

　それでも、ニコラスは、いつもと変わらない鋭するどい目でユリエルを見つめて言った。

「遅おくれましたこと、お詫わび申し上げます。しかし許しを乞こうよりも、お知らせしなければならないことがあります」

「手当てが先です！」

　ユリエルはニコラスの身体からだを支え、そう怒ど鳴なった。声が大きかったからか、ニコラスは顔をしかめた。

「物事には優先順位というものがございます。それがわからなければ、大事な時に大事なものを失うことになると、三歳の子どもでも理解し──」

「お黙だまりなさい」

　ぴしゃりと言って、ユリエルはニコラスに肩かたを貸し、自分の寝しん台だいに運んだ。ニコラスはさすがに傷が相当身体に響ひびくのか、あまり抵てい抗こうせずに寝台に腰こしを下ろした。

「ユリエル様、わかりました。手当てをしながらで結構です。話を聞いてください」

「私が傷の状態を確かく認にんするまで喋しやべってはいけません。安静に寝てなさい」

「ミルスの司教様が亡なくなられました。明日の朝にも報しらせが届くでしょう」

　ユリエルはそれを聞いて、一瞬手を止め、十字を切って祈りの言葉を呟つぶやいた。

「司教様の魂たましいに平安が訪おとずれますように」

　ミルスはアール島の北の端はしにある司教座都市で、サクス市もミルス司教区の管かん轄かつだ。今でこそサクスの方が経済活動が活発になったが、歴史としてはミルスの方が古く、今も司教座はミルスに置かれている。

「後任は、サイラス院長と思われます。少なくとも聖堂参事会はそう結論を出すでしょう。あとは王が認めるだけです」

　苦々しげにそう言うニコラスは、血を失いすぎたせいか、それとも話の内容ゆえにか、日に焼けた顔に玉のような汗あせを浮うかべていた。緩ゆるやかに波打つ黄おう褐かつ色しよくの髪かみが、額に張り付いている。

　ユリエルは水差しの水を布に染しみこませて血を拭ぬぐい、傷の状態を見た。

　鞭むちの傷だ。背中といい脇わき腹ばらといい、全体的に赤く腫はれ上がり熱を持っている。

「布と薬を持ってきます。動いてはいけませんよ」

「まだお伝えしなければならないことが。助祭の村で調べましたが──」

「知っています」

　ユリエルは必要なものを揃そろえるために立ち上がった。

　彼を引き留めようと、ニコラスは口を開いた──だが、ユリエルの顔を見て、口を噤つぐんだ。

　ユリエルは落ち着き払はらって、まったく冷静に見えた。

　自分を異い端たん者と断罪しようとするサイラスが司教位につき、ずっと気にしていた助祭の秘密がニコラスの口から明かされようというのに、取り乱したところはない。

　何かを覚かく悟ごし、決意した眼差しが、ニコラスには恐ろしかった。

「ユリエル様」

　焦しよう燥そうに駆かられてそう呼びかけると、ユリエルは、わかっています、というように、一つ頷うなずいた。

「あなたが何故こんな怪我けがを負ったのかも含ふくめて、きちんと報告を聞きます。ですから、今は少しの間ここでお待ちなさい」

　否いなやを言わせない断固たる口調だった。

　ユリエルは薬や包帯を持って戻もどり、寝台のそばに椅い子すを引っ張ってきて座った。

　蠟ろう燭そくの灯あかりで手当てを再開するのを待って、ニコラスはあらかじめ整理していた話を始めた。

　コンスタンティンの故郷でその出自について調べるよう命令を受けたニコラスは、海を渡わたり、北方の小さな島でコンスタンティンが生まれた村を見つけた。村の名前は聖ブリジット教会にあった洗礼証明書からはっきりとわかっていた。出身地の教会にも記録が残っているはずだったが、普ふ通つう、そういった情報は外部に出せない。

　だから、まず、ニコラスは村の人々から話を聞き出した。

　コンスタンティンが村にいたのは、もう十二年も昔のことだ。赤毛の四歳の男の子を、誰だれも覚えていなかった。

　だが、赤毛の子どもという話に、反応を見せる人々もいた。

　彼らから詳くわしく聞き出したところによると、赤毛の子どもはいたが、女の子だったという。

　大たい抵ていの者は口が重く、なかなか話したがらなかったが、やがて村の古老が悪あく魔まと娘むすめの話を語ってくれた。

〈血の赤、森の緑、雪の白〉の三つの色を身に備えた娘を、悪魔が花はな嫁よめとして連れ攫さらうという話だ。悪魔は花嫁に一つの指輪を与あたえ、これが花嫁を悪魔と地じ獄ごくに縛しばり付けるのだそうだ。

「はっきりと言う者はいませんでしたが、おそらく、十二年前にいなくなった母娘おやこというのは、その悪魔の話と関連があるのでしょう。娘のことを聞き出そうとすると、大抵の者が十字を切って逃にげ出しました。呪のろわれた者、と呼ぶ者も」

「呪われた者……」

　ユリエルはすでに、コンスタンティンが女であることも、悪魔の花嫁だったことも知っている。おそらくコンスタンティンは、その『十二年前にいなくなった赤毛の娘』なのだろう。村にいられなくなったのは、悪魔に目をつけられたからだ。確かに、コンスタンティンは赤毛で、肌はだは白く、目は森の緑色に染まっている。

　彼女は村を出て、母に連れられ、このサクスまで逃げてきた──そしてここで、先々代の司祭、アンガスに出会った。アンガスは彼女を男として偽いつわり、洗礼証明書の記録も書き換かえた。名前も変え、悪魔の目を欺あざむこうとした。

　けれど悪魔はやってきた。

「あの悪魔は、コンスタンティン助祭を連れ去るために、サクスに来たのですね。けれど私との戦いで力を失い、すぐにはコンスタンティン助祭を連れ去れなかった……」

　ユリエルは手当ての手を止めることなく、そう呟いた。

　包帯が擦こすれ合う音を聞きながら、ニコラスは納なつ得とくしたように頷いた。

「それで、あの助祭には猶ゆう予よ期間ができたわけですね。実は古老の話には続きがありまして、悪魔との婚こん姻いんを破は棄きするには、指輪を壊こわせばいいそうです。指輪は地上のどのような力をもってしても壊れることがありませんが、ただ一つ、善行を積むことで、破は壊かいされるのだそうです」

「！　では、コンスタンティン助祭は、そのために【黒い羊ブラツクシープ】に……」

　それなら辻つじ褄つまが合う。コンスタンティンは悪魔から自由になるべく、善行を積まねばならなかった。

　だから、【黒い羊ブラツクシープ】の伝説に目をつけたのだ。彼女の人間離ばなれした力は、婚姻によって悪魔とコンスタンティンが結びつけられたせいだろう。

　コンスタンティンが去った今になって、ようやく彼女がしてきたことの意味を理解できた。

　遅おそすぎた。

　もっと早く、ユリエルはコンスタンティンの村を調べるべきだったのだ。怪あやしんだ最初の時点で。コンスタンティンを信じたいという思いに目め眩くらましされ、ユリエルは本来の職務を果たせなかった。もっと早く、わかっていれば──

　──違ちがう。

　雨に濡ぬれて、呆ぼう然ぜんと座り込むコンスタンティンの姿が浮かんだ。

　あの墓地で、自分が彼女にした卑ひ劣れつきわまりない行こう為いを思い出せば、その仮定も無意味だ。

「……もっと早くわかっていたら、なんて仮定は、ただの言い訳ですね」

　情報を手に入れられたとしても、どのみち自分は彼女を傷つけてしまっていただろう。

　ニコラスが、急に寝台から降りて床ゆかに跪ひざまずき、頭こうべを垂れた。

「申し訳ありませんでした」

「あなたを責めたわけではありません。悪いのは決断できずあなたの出立を遅らせ、その上彼女を傷つけた私です。さあ、早くこちらへ戻りなさい。包帯が緩んでしまったでしょう？」

　ニコラスを元のように寝台に座らせて、ユリエルは緩んだ包帯を手に取った。

「それより、何があったのですか？　鞭の傷は、いったい誰につけられたものなのです？」

「……俺の油断が招いたことです」

　ニコラスは苦々しげに言った。

「調べを終え、ご報告のために帰き還かんする船上で、襲しゆう撃げきを受けました。なにぶん急いでおりましたもので、ろくに調べもせず乗れる船に乗ったのが悪かったのです。船内でしばらく監かん禁きんされ、ある港で見知らぬ若い男に引き渡されました。男はこちらの事情をよく知っておりました。俺が聖せい剣けん騎き士し団の従者であったことも、異い端たん審しん問もんの際死んだことになっていたことも。おそらく、彼はユリエル様を弾だん劾がいするための道具として、俺を使うつもりだったのでしょう。異端として死んだはずの俺をユリエル様が雇やとっているとすれば、それは異端を疑われる大きな理由となります。その男はユリエル様との関係を吐はけと俺を執しつ拗ように責めました。まあ、あれはそういうのが好きな男なんでしょう。おかげでこの怪我です」

　ユリエルは包帯の端を裂さいて結んだ。

「……船も、その男も、サイラスの息がかかっていたのでしょう。苦労をかけました」

「いいえ、俺の油断が招いたものだと先さき程ほども申し上げました。とにかく、こうして隙すきを衝ついて逃げ出し、ご報告に上がったわけです。司祭館には見張りはついていません。今後も我々の関係が明らかにならないよう注意を払わねばなりませんが、今のところはご安心ください」

「……ありがとうございます」

　手当てを終えたあとも、ユリエルはそのまま、ニコラスのそばで椅子に腰こし掛かけていた。

　ニコラスが、黙だまり込んだ彼を訝いぶかしく思って見つめると、ユリエルは、視線を落として語った。

「けれど、あなたはもう、手を引いてください」

　ニコラスは溜ため息いきを吐いて──思い切り、バカにしたように聞き返した。

「は？」

「サイラス院長は、私を逃がさないでしょう。彼は王都のラヌルフ司教と対立しています。私を異端者とすることで、私の庇ひ護ご者であるラヌルフ司教をはめようとしているのです。あなたはもう目を付けられたのです、私同様。逃げてください。あなたなら逃げ切れるはずです。別の名前を名乗り、別の都市で──」

「はあ？」

　そのあまりに冷たい聞き返し方に、ユリエルはさすがに言葉に詰つまって、ちらりとニコラスを見た。ニコラスは半眼で、心の底からバカにした顔で、ユリエルを見ていた。

　ユリエルは、めげずに言葉を続けた。

「……それに、これから私がしようとしていることは、あなたには直接は関係しません。私の心の問題なのです。それにあなたを巻き込むのは、」

「とりあえず黙ったらどうですかね、どうせろくなことをおっしゃらないようなので」

　口をぱくぱくさせたあと、結局ユリエルは黙った。

　ニコラスは、その冷れい淡たんな薄うすい青の目でユリエルを眺ながめ、はっきりと言った。

「ユリエル様は俺が考えていたよりも遥かにバカでいらっしゃるようなのでこの際明確に言葉にしておきますが、俺があなたの下から離はなれることはありません。あなたが自分の個人的な感情に基もとづく問題だと認にん識しきしておられるとしても、俺はあなたがそれに命を賭かけていらっしゃる以上、その問題にかかわらせていただきます。何故なぜなら俺の命はあの日、あの水みず牢ろうの中で潰ついえるはずだったからです。あなたが死体と一いつ緒しよに逃がしてくださったから、俺はこうして生きているのです」

　ユリエルの脳のう裏りに、物言わぬ仲間の軀むくろが蘇よみがえった。

　拷ごう問もんの果てに死んだ仲間の死体に、死にかけていたニコラスを潜もぐり込ませたのはユリエルだった。死体とともに外に運び出されたニコラスは、かろうじて逃げ出すことができたのだ。

「俺の命はあなたのものなのです、ユリエル様」

　ユリエルは啞あ然ぜんとして、ニコラスを見つめた。

「ニコラス……」

「さあ、わかったら、さっさと腹の中に抱かかえていることをおっしゃってください。そうして、俺にご指示をください」

　ニコラスはいつもの調子で、そう言った。

　ユリエルは彼の忠誠を受け入れ、頷うなずいた。視線をぶつけ合い、きっぱりと宣言する。

「コンスタンティン助祭は、私を守るために、悪魔とともに地獄へ行きました。私は、コンスタンティン助祭を連れ戻もどすために、地獄への道のりを知りたい」

　ニコラスは、その薄い青の目を見開き──

　思わず、といったようすで、ユリエルの額を手にした聖書でがんと叩たたいた。

「──つ、ちょ、」

　痛みにもだえるユリエルに、ニコラスは冷淡に言った。

「すいません、もう一度お願いします」

「え、ですから地じ獄ごくへ……ああっ、待ってください、ニコラス、聖書を置いてください！」

「殴なぐれば治るかと思いまして」

「!?　治らないですよ、というか別に病気じゃありません！」

「恋こいというのは病のようなものですよ、ユリエル様」

「ではこれは、癒いえぬ病でしょう」

　ニコラスは、少しの間ユリエルを見つめ、ようやく分厚い聖書を下ろした。

　納得してくれたのかと思いきや、これ以上はないというような、さげすみの目で見られる。

「恥はずかしいことを言う人ですね」

「…………」

　とにかく、話を聞いてくれる姿勢になったのだ。ユリエルはそれでよしとして、この数週間抱えていた想おもいを口にした。

「私はもう一度彼女に会いたい」

　悪あく魔まとともに去る彼女の姿は、今でもしっかりと目に焼き付いている。

　頰ほおには穏おだやかな笑えみを浮うかべながらも、諦あきらめ、絶望し、泣いていた。

　零こぼれ落ちる涙なみだを悪魔の指先が拭ぬぐっていた。優やさしく気き遣づかうような仕草に見えて、悪魔のお得意のまやかしだ、偽いつわりの優しさだとは言い切れないものがあった。

　彼女の決断は、ユリエルのせいだ。

　ユリエルがサイラスに抵てい抗こうすることを諦め、コンスタンティンを助けるために偽りの証言をして処しよ刑けいされようとしたから、彼女はユリエルのために消えるしかなかった。それ以外にも、彼女の選せん択たくに影えい響きようを与あたえたものはあるのだろうが、直接的には、やはりユリエルなのだ。

　何故諦めてしまったのか、何故二人で助かる道を探さなかったのか。

　安易な自己犠ぎ牲せいに逃にげて、むしろ彼女を追い込んだ。




『もう私に関かかわらないでください。泣かないでください。触ふれないで、ください』




　……そう言って、コンスタンティンを否定した。

　支えたいと思っていたのに、結局いつも、助けられてばかりだった。

　傷つけ、ついには、魂たましいまで差し出させた。

　自分は、ただ、彼女の頰を濡らす涙を拭ぬぐいたかっただけなのに。

「あちらは望んでいないかもしれませんよ。むしろ、あなたが平へい穏おんに暮らすことをこそ望むと思いますが。今は無理でしょうし、理解しがたいことと思いますが、いつか必ず、そういった日々は来るのです」

　ニコラスの冷静さは、驚おどろくべき事だと思う。




『悪魔の力に頼たよろうが、聖せい剣けんにふさわしくなかろうが、あなたは生きるべきなんです！』




　コンスタンティンの思いは、たぶんその言葉に集約されている。彼女は、ユリエルに生きて欲しかった。地獄へ行こうとしていると知れば、確かに悲しむかもしれない。

　けれど、ユリエルは、頷けない。

「いいえ、ニコラス。たとえそれが真実だとしても、私は彼女を諦められません。彼女は生きるべきです。地獄ではなく、地上で。人々の間で。私は彼女に会いたい。彼女に謝り、彼女に反論したい。他人に生きろと言うのなら、彼女こそが生きるべきなのだと。彼女が私に何を望むのかばかり考えていては、彼女を助けられない」

　ユリエルは、ひどく傲ごう慢まんなことだと自覚しながらも、躊躇ためらいを許さず言い切った。

「彼女の力になるためには、彼女の都合を無視する必要があります」

「…………ほう」

　感かん嘆たんの声には呆あきれがかなりの配分で含ふくまれていたが、ユリエルは気にしないことにした。

「彼女が泣こうが喚わめこうが、強ごう引いんに力ちから添ぞえしなければ、こちらが負けます。どうせ私が迎むかえに行っても、自分で選んだことだからとか、迷めい惑わくがかかるからと言って拒こばむに決まってます。あの人は本当に……！」

　愚ぐ痴ちになりかけたことに気付いて、咳せき払ばらいを一つして、本題に戻す。

「とにかく、私は彼女について一つ学習しました。ああだこうだと不安がる前に、とにかくやってみることです。失敗して本気で怒おこられたら、謝罪の言葉はその時考えます」

　ニコラスは呆れ顔で、ぼそりと言った。

「……嫌きらわれるんじゃないですかね、余計なお世話だって」

　鋭するどい指摘な気がする。

「ぐ……いえ、しかしこれだけは譲ゆずれません。嫌われようが、余計なお世話だろうが、私は彼女に生きていて欲しい」

　ちらりと脳裏を過よぎるのは、悪魔の優しすぎる仕草と眼まな差ざしだ。あの悪魔はあるいは──いや、それでも、やり遂とげねばと思う。

　強い意志を込めて、ユリエルは宣言した。

「彼女をあの悪魔から攫さらいます」

　ニコラスは、話を聞き終え、しばらく考え込んでいたが、やおら聖書を振ふりかざした。

「！　待ってください、話聞いてましたか!?」

「聞いておりました。しかし解げせません。あの野や蛮ばん人にそこまで入れ込まれるなど。今ここで少々ユリエル様の頭を殴って差し上げれば、そのおかしな考えも訂てい正せいされるかもしれないと思いまして」

「やめなさいっ、ああっ、角はやめっ」

　ニコラスの振り下ろした聖書を、ユリエルは必死で止めようとした。

　だが、ニコラスはユリエルに当たる前に急にぴたりと聖書を止め、そばの小机の上に放ほうり出した。

「冗じよう談だんはこれくらいにしておきましょう。賭かけると言ってもたかがユリエル様の命ですし」

　冗談とは思えない勢いだったし、『たかが』とはどういうことだとは思ったが、反論することによって沈ちん静せい化しかけた事態が悪化する気がして、ユリエルは口を噤つぐんでいた。

「目的は地獄下り。我々の命と魂を賭けたものとなるでしょう。では情報を整理し、作戦を立てましょう、ユリエル様」

　ニコラスがシャツを着ながらそう言った。

　二人きりの作戦会議が始まった。




「まず、これまでの話を踏ふまえて、奇き妙みような点が二つあります」

　一つ、と言ってユリエルは指を一本立てる。

「悪魔が何故なぜ人を求めるのかという点です。悪魔は人を唆そそのかし、悪徳の道に走らせますが、花はな嫁よめとして地獄へ攫うというのは初耳です。それに……私が見た限りでは、あの悪魔は少々、他ほかとは違ちがうところがありました」

「違うところというと？」

「コンスタンティン助祭への接し方です。悪魔は、まるで彼女の願いを叶かなえるように、地獄行きを提案しました。地獄行きによって魂を堕だ落らくさせることが望みというよりは、彼女の願いを叶えること自体が望みのように見えたのです」

　ニコラスはその話に結論は出さず、続きを促うながした。

「二つ目は？」

「悪魔の指輪が善行によって壊こわれる点です」

「地獄で作られたものが善行によって打ち砕くだかれるのは自然なことでは？　そもそも善行を積んだ者が地獄へ行くのはおかしな話ですから、地獄がそういった者を拒きよ絶ぜつするとしても、不思議はありません」

「しかし、【黒い羊ブラツクシープ】の行こう為いが善行と呼べるかは難しい問題です」

　ユリエルは用意していた、ハーブと蜂はち蜜みつを利きかせたワインをカップに注ぎ、ニコラスに渡わたしながらそう言った。

　ニコラスはそれを一いち瞥べつし、舌打ちした。

「一服盛って寝ねかす気ですか」

「当たり前です。あなたは休むべきですよ、少なくとも今日のところは、ゆっくり。この部屋を使いなさい」

「結構で──」

「あなたが万ばん全ぜんの体調でなければ、私はあなたに頼たのみ事をできません」

　ニコラスは、渋じゆう面めんでカップを受け取った。一口飲んで、問い質ただす。

「それで、【黒い羊ブラツクシープ】の行為が善行かどうかというのは」

「ええ、【黒い羊ブラツクシープ】は明確に法を破っています。夜間に出歩き、犯罪者を牢ろうから出して証人にし、あるいは人の家に忍しのび込んで証しよう拠こを摑つかむ。結果的に犯罪を明らかにするためであったとしても、彼女自身が法を犯おかしているのです。これを善行と呼ぶかどうか、意見の分かれるところでしょう。それでも【黒い羊ブラツクシープ】がそういった行為を繰くり返していたということは、指輪の求める善行は、無法を容よう認にんするものということになります」

　ニコラスは顔をしかめ、意味をはかりかねたように聞き返した。

「それは、指輪には指輪の倫りん理り観があるということですか？」

「いいえ。今言えるのは、指輪を壊す条件が善行だとは限らない、ということでしょう。少なくとも、一いつ般ぱん的に善行と呼ばれるものとは限らないはずです。正しい条件がわかれば、指輪を壊し、彼女を救うこともできるかもしれません」

　ユリエルは、そう呟つぶやいた。

　ニコラスは考え込み、首を横に振った。

「しかし、地じ獄ごくへの道のりはわかりません。大罪でも犯して死ぬのが手っ取り早いのでしょうが、それでは戻もどって来られませんからね」

「ええ。コンスタンティン助祭は、肉体を持ったまま地獄へ行きました。ああいったことができれば良いのですが……」

「聖人が夢の中で地獄や天国への旅をするというのは聞きますが」

「私は聖人ではありません」

　嫌けん悪お感かんさえ滲にじませた言い方に、ニコラスは小首を傾かしげた。

「助祭にしたことを気にしておいでなんですか？　そこまでご自分を『汚けがらわしい』と卑ひ下げなさることはないと思いますがね。まあ、ご自分で考えていらっしゃったよりも、清らかではなかったというだけのことです」

「恥はずかしいことです」

　ユリエルは心底恥じ入り、消えてしまいたいくらいの思いでそう言ったが、ニコラスの方は気楽そうだった。

「あなたが付き合う大たい抵ていの人間はその『恥ずかしい』ことを抱かかえて生きている人間です。勿もち論ろん、あなたの間ま違ちがいについてはコンスタンティン助祭と主に許しを乞こう必要があるのでしょうが。許されなくても、許されても、恥はじと、罪と、後こう悔かいを抱えて、皆みなどうにか生きているんです。あなたもその一員だというだけのことです──ところでですね」

「はい」

　ニコラスは、ぐいと顔を近づけて、相変わらずの冷れい淡たんな態度で言った。

「あの助祭に、具体的に何をしたんですか？」

「そ……」

　ユリエルの顔に、瞬またたく間に熱が昇のぼった。耳まで熱くして、ユリエルは、潤うるんだ目を伏ふせた。

「それは、私が、彼女を……」

「傷つけたというのは、具体的には？」

　しばらく俯うつむいて黙だまっていたが、首を横に振る。

「ダ、ダメです。これは彼女の名めい誉よに関かかわります。私の口から言うことはできません」

「それだと告解もできませんよ」

「う……っ、し、仕方ありません。彼女をこれ以上傷つけるよりはマシです」

「……それほど、ってことは……」

　ニコラスは、ユリエルの耳元に口を寄せ、その続きをぼそぼそと囁ささやきかけた。

　それを聞いたユリエルは顔面蒼そう白はくになって、立ち上がって否定した。

「ち、違います！　そんな破は廉れん恥ちな！　そうではなくて、私は彼女の唇くちびるを……っ、あ」

　あ、という形に口を開いたまま、ユリエルは固まった。

　うっかり口を滑すべらせたのだ。

　彼はぶるぶると震ふるえる手で口元を押さえ、真っ青な顔で、床ゆかにくずおれた。

「な、なんてバカなことを……」

「つまりキスをしたんですね。一度や二度じゃないにしても、そんなに落ち込むことですかね」

「ニコラス！」

　涙なみだ目めで睨にらみつけるユリエルを宥なだめるように、彼は言った。

「まあ、落ち着いて。誓ちかって口外はしませんから。それにしても、あの助祭にそこまで入れ込まれるとは。クソガキにしか見えませんでしたが。もしや、あちらから誘さそわれ──」

「そんなことは誓ってありません！」

　それまでで一番大きな声で、ユリエルは否定した。

　ニコラスは耳を押さえてうるさそうに顔をしかめた。

「こんな夜中に大声を出してご近きん所じよ迷めい惑わくでは？」

「コンスタンティン助祭を貶おとしめるようなことはあなたであっても許しません」

　真しん剣けんに怒おこっているユリエルに、ニコラスは嘆たん息そくを一つ漏もらして言った。

「わかってます。からかっただけです」

　ユリエルはそれでもしばらく彼を睨みつけたあと、視線を逸そらし、椅い子すに座り直した。

　やれやれ、と呟いて、ニコラスは温ぬるくなったカップの中身を啜すする。

「それで、地獄への道のりもわからない以上、当面の問題なんですがね──」

「ええ。サイラス院長の、司教就任ですね」

　けれど、それは一司祭の身としてはどうしようもないことだ。王都のラヌルフ司教も他ほかの司教区のことにおいそれと口を挟はさむことはできない。せいぜい、王にサイラスの危険性を献けん言げんするくらいだろう。

　打つ手を考えていたユリエルは、ふと、思いついて尋たずねた。

「……そういえば、ニコラス、あなたを摑まえた若い男というのは、どういう人物でした？　サイラス院長の下もとで働く者であれば、私も知っているかもしれません」

　ニコラスはそう問われて、少し考えてから、その男の具体的特とく徴ちようを挙げていった。
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　腫はれ物に触さわるようなやり方が気に食わなかった。




　コンスタンティンは庭の片かた隅すみで悪あく魔まを呼び出し、文句を言った。

「僕は、覚かく悟ごを決めて、君の奥さんになりにここに来たんだ。それをさ、僕が望まないことはしないって言って僕を放ほうり出しているのは、納なつ得とくいかないんだけど」

　結構直ちよく截せつ的てきな言い方をしたはずだが、悪魔はピンと来なかったようすで、要領を得ないことを言った。

「……そういうものか」

「そうだよ。僕の覚悟に応こたえて欲しいし、そうじゃないと、僕も……いつまでも、宙ぶらりんな気持ちのままだ。お客さんみたいなのは、もう嫌いやだよ」

　こんな、サクスに心を半分置き去りにしたみたいな気持ちでは、辛つらすぎる。失ったもののことばかり考えて、死ぬまで後悔を続けて、そんな生き方では、生きているとは言えない。

　前に、進みたい。棘いばらの道でもいいから、生きているという実感が欲しい。

「僕は君に触ふれられても壊こわれたりしない。だからね」

　だから、コンスタンティンは、用意していた言葉を言った。

「賭かけをしない？」

　真剣な、想おもいを込めて。




「僕が勝ったら、君の名前を知りたいな」

　それまでにも何度か悪魔と賭けをしたことはあった。

　一時期ヒースのところで賭け骰子さいころに勤いそしんでいたコンスタンティンは、その気になりさえすれば骰子の出目をほとんど制せい御ぎよできた。

　たぶん、悪魔も魔ま力りよくを使えば自由に出目をいじれただろう。

　けれど悪魔との勝負ではコンスタンティンは指先の器用さを使うことはなかったし、悪魔もふしぎな力を使うことはこれまでにはないようだった。

　真剣勝負の、純じゆん粋すいな運うん試だめし。

　それが、暗あん黙もくのルールになっていた。

　問題は、

「君が勝ったら……」

　賭けの対象だ。

「僕をあげるよ」

　事態を理解した悪魔が痛いくらい強く自分の指を握にぎったことが、コンスタンティンは少し、嬉うれしかった。

　そして賽さいは振られた。




　膝ひざを抱かかえてしゃがみ込み、うつむく悪魔の肩かたを、コンスタンティンはぽんぽんと叩たたいた。

「まあ、賭けは賭けだからね」

「せっかくそなたが覚悟を示してくれたというのに、吾輩はダメな悪魔だ……」

　悪魔はすっかり落ち込んで、ぶつぶつとそう言い、目元を膝に擦りつける。まさか泣いてはいないとは思うが。

　三本勝負でいきなり二本負けたのだ。

　しかしコンスタンティンは賭け師としての本領を発揮し、冷静に賭けの清算を要求した。

「さ、それじゃあ名前を教えてもらおうかな」

「……言っておくが、あくまでかつての名前の一つだ。吾輩の名前とはもはや呼べぬかもしれぬ」

「名前なんてのは、呼ぶうちに馴な染じんでいくもんだって」

　コンスタンティンはそう言って、彼の隣となりに腰こしを下ろした。

「僕だって、そうだったからね」

　親につけられたコンスタンスと、悪魔の目を誤ご魔ま化かすためにつけられたコンスタンティン。

　こうなった今でも、『コンスタンティン』の方が、自分の名前らしい感じがする。

　悪魔は俯うつむいたまま、小さな声で囁ささやいた。

　コンスタンティンはそれをきちんと聞いて、久しぶりに心の底から笑った。

「ミディール。いい名前だね。僕のことも、たまには名前で呼んでくれよ？」

　彼はようやく顔を上げ、不安そうな目でコンスタンティンをちらりと見て、囁いた。

「コンスタンス」

「……うん」

　その眼まな差ざしに彼の本気を感じ、一いつ瞬しゆん返事が遅おくれる。

　でもまだ当分は、名ばかりの妻だった。




　屋や敷しきは広くて、様々な建築様式の部屋があったし、庭も幾いくつもあった。

　その日彼女が迷い込んだのは、白い大理石でできた宮きゆう殿でんだった。

　部屋はどれも精せい微びを極きわめた彫ちよう刻こくで飾かざられていたが、中でも最奥の部屋は群を抜ぬいていた。

　柱には半はん裸らの女が彫ほられて妖あやしい美しさを振ふりまいていたし、天てん井じようなど、何千という花びらが何重にも連なり、その一枚一枚が、葉脈が見えそうなくらい繊せん細さいに彫り込まれているのだ。

　その部屋の一番奥の壁かべに、装そう飾しよくされた円形の穴が空いていた。

　穴の縁ふちには葡ぶ萄どうの蔦つたや恐おそろしい悪魔の姿、それに怯おびえる人間の姿が浮うき彫ぼりにされ、銀で象ぞう嵌がんされていた。

　その穴の向こう側に、一人の少女がいた。

　何となく屋敷の中を探たん索さくしていたコンスタンティンは、こちらを見つめてくる少女の姿に、ぎょっとして立ち止まった。

　伸のびかけた赤毛の少女は、光に透すけそうなほどに薄うすい、白いドレスを着て、裸足はだしで突つっ立っていた。肌はだは周囲の白大理石に負けず劣おとらず白く、華きや奢しやだ。身体からだつきは女性らしく柔やわらかなのに、まるで子どものようにそのことを気に掛かけず、紐ひもやベルトも含ふくめ、一いつ切さいの装身具をつけていない。

「…………？」

　森の奥の湖のような、深い緑色の目を見つめ、コンスタンティンは小首を傾かしげた。

　穴の向こうの相手も、同じように首を傾げた。

　それは、鏡面に映ったコンスタンティン自身だった。

　穴だと思ったのは、ただの鏡だったのだ。

　コンスタンティンは愕がく然ぜんとして立ちつくした。

　勿もち論ろん、悪魔は彼女の寝しん室しつにも鏡を用意していた。

　でも、普ふ段だんあまり鏡を見るような習慣がなかったコンスタンティンは、滅めつ多たにそれらを使うことなく、いつもは布を被かぶせていた。

　だから、自分の姿をきちんと見たのは久しぶりのことだったし、そもそも、全身が映るような鏡を見たのはこれが初めてのことだった。コンスタンティンの身体は彼女自身が考えていたよりも遥かに女らしい形をしていたし、顔立ちだって、男と主張するには甘すぎた。

　目も、唇くちびるも、頰ほおも、身体つきも、もう誤魔化せない。

　きっと、今コンスタンティンがこの姿でサクスの知り合いの前に現れても、皆みな誰だれだかわからないんじゃないだろうか。

　それくらい、コンスタンティンは、すっかり女性になっていた。

　この館やかたでの日々は、何より、たぶん、彼女の意識を変えたのだ。

　ズボンを穿はかず、胸を押さえつけず暮らすこと。

　特に強く意識したわけではなく、あくまでいつも通り暮らしていたつもりだったが、常に気を張っていなければならない教会での暮らしと、今の自由な暮らしとでは、本質的にまったく違ちがうものだった。

　コンスタンティンは、まだ半ば信じられない思いで、鏡面の少女に手を伸ばした。少女も反対の手を伸ばし、指先が触ふれ合った。

　途と端たん、まるで水面に触れたかのように、波は紋もんが生じて、鏡像は歪ゆがんだ。

「！」

　コンスタンティンは驚おどろいて手を引いた。

　波紋は次々に生まれて、そこに映っていた少女は消えた。

　そして、次に鏡面が落ち着いた時──

　そこに映し出されたのは、背後の部屋のようすでも、コンスタンティン自身の姿でもなく、鐘楼から見下ろした、あの猥雑な港町のようすだった。

「サクス……？」

　コンスタンティンはその街の名を呟つぶやいて、鏡に次々と映し出される光景に見入った。
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「コンスタンティンのこと、悩なやみがあるんじゃないかとは思っていたんです」

　ふらりと司祭館に遊びに来たレオンは、ユリエルの出したエールのカップを手の中で弄もてあそびながらそう言った。

「ちょっと、ようすがヘンだなとは勘かんづいていたんです。グロリア様に疑いをかけられたせいかと思っていました。でも、違ったんでしょうね。俺はどうも、そういうところが鈍にぶいらしい」

　よくないですねと呟いて、褐かつ色しよく気味の金きん髪ぱつに指を突っ込み、頭を搔かいた。

　代官であり、コンスタンティンの兄貴分であったレオンは、コンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】であるというグロリアの疑いに異を唱えていた。

　けれど、【黒い羊ブラツクシープ】と疑われていたコンスタンティンが不可思議な消え方をした上、ぱったりと【黒い羊ブラツクシープ】も姿を見せなくなった。

　となれば、その関連を疑うのは自然なことだった。

　おそらく、今ではレオンもグロリアの疑いが結局は正しかったのだと認めているのだろう。

　いつもなら、蒼そう空くうを思わせる鮮あざやかな色合いの目が、今は曇くもり空を思わせる色に沈しずんでいる。

「ファーザー。【黒い羊ブラツクシープ】はいなくなったのですね？」

「……ええ」

「悪魔は？」

「去りました。この街にやってきた二匹ひき目の悪魔も、同時期に姿を消しました」

　レオンは、その目をユリエルに向けて言った。

「では、どうしてあなたはサクスに留とどまっておいでなのです？」

　悪あく魔ま祓ばらい師としての任は、確かに終わったと見ていいだろう。

　けれど、ユリエルは、これからも、サクスに残るつもりだった。

　サクスのため、コンスタンティンのため──そして自分のためにも。

「私は、ここの人たちが好きです。彼らの力になりたい。悪魔がいなくなっても、その思いは変わりません」

「好き？　この悪徳の都の住人を、あなたのような聖職者が？」

「おかしなことでしょうか？」

　微笑ほほえんで、ユリエルはレオンの、いつもとは少し違う、迷いの見て取れる顔を見つめ返した。

「悪徳の都の住人が悪そのものであるのなら、どうしてあなたはこの街のためにそんなに一いつ生しよう懸けん命めいに働いていらっしゃるのですか？」

　レオンの顔に、じわりと苦く悩のうの色が浮かぶ。

「サー・レオン？」

「……いいえ、違うのです、ファーザー。俺はもう代官ではありません」

　急に、レオンは立ち上がった。脱ぬいでいたマントを肩かたにかける。

　呆ぼう然ぜんとするユリエルを見下ろし、彼は言った。

「俺は任を解かれました。あなたにもしもその気があるのなら、このサクスを、コンスタンティンを……頼たのみます」

　ユリエルは我に返り、椅い子すから立ち上がった。

「ま……待ってください！　何があったのですか！」

「あなたにも言えません。しかし、一つだけ警告しましょう」

　レオンの目に、獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きんのような鋭するどい輝かがやきが宿る。

「サイラス院長はまだ仕し掛かけてきます。彼の手て駒ごまとして動いているミルスのアレンという書記にお気を付けください。詳くわしくは、お調べください。あなたは有能な協力者をお持ちのようですから」

「……わかりました、気を付けておきましょう」

　神しん妙みように頷うなずくユリエルを眺ながめ、レオンは申し訳なさそうに眉まゆを下げた。

「すいません。本当ならば、俺がここにいて、目を光らせていなければならないのですが」

「いえ……しかし、本当に何が……」

「俺はもう行きます」

　ユリエルの問いに答えようとはせず、レオンはマントを翻して司祭館を出て行く。外に待たせていた従者が、彼のために馬を引いてきた。

「サー・レオン！」

　馬に跨またがるレオンは、ユリエルにもう一度警告した。

「お忘れなきよう！　くれぐれもご注意ください！」

　日が沈み、閉門が迫せまっていた。レオンは従者とともに、街かい道どうに出る市門へ向かっていた。

　店じまいをしていた向かいの魚屋のジャックが、驚いたようすでユリエルに話しかけた。

「サー・レオン、どうかしたんですか？　なんか、荷物積んだ驢ろ馬ば連れてましたけど……」

　レオンも年に何度か自分の荘しよう園えんに帰る。けれど羊の毛刈がりの季節でもない、この夏の終わりに彼がサクスを空けることは珍めずらしく、ジャックは答えないユリエルを見て、首を捻ひねっていた。

　ユリエルは、首から下げた十じゆう字じ架かに服の上から触れ、司祭館にとって返した。

「ニコラス」

　扉とびらを閉めると同時に呼ぶと、ニコラスは音も立てずに台所の扉から出てきた。

「確かあなたを拷ごう問もんした男の名前がアレンでしたね」

「ええ。そして、サイラスの新しい書記の名前です。先日使者としてサクスの城を訪おとずれました。直接確かく認にんしていませんので断定はできませんが同一人物の可能性があります」

「彼についてもう一度、詳しく」

　一度目を閉じ、記き憶おくを探さぐりながら、ニコラスは答えた。

「顔は常に隠かくしていました。身体からだ付きは華きや奢しやな方でしょう。声からするとまだ若く、けれど変声期は過ぎています。喋しやべり方からして、貴族階級ではありません。都市の、下町で暮らしたことがあるのでしょう、俗ぞく語ご混じりでした。他人を傷つけるのを好み、それをどうとも思わない人間です。以前にも問題や事件を起こしたことがあるかもしれません」

　ニコラスは自分が見聞きしたことから、外見以外の情報も的確に導き出す。ユリエルは、これまで何度もその洞どう察さつ力に助けられてきた。

　最後に、彼は付け加えた。

「俺が逃にげる前に、呼び出されて姿を消しました。その後俺の尋じん問もんを担当したのは別の男です」

「あなたの尋問を放ほうり出してサクスに使者として来たのなら、時間的にも合いますね」

　しばらく、ユリエルは考え込み、深刻な顔で呟いた。

「調べましょう。嫌いやな予感がします。サイラスのことだけではなく、サー・レオンが何故なぜ代官の任を解かれたのか……」

　大修道院の院長を呼び捨てにして、ユリエルはそう呟いた。予感はまだ明確な形を持っていなかった。

「あくまで、侍じ女じよたちの噂うわさの域を出ませんが」

　何か知っているらしく、ニコラスがそう言った。ユリエルは彼を目で促うながす。

「あの代官は、領主と一ひと悶もん着ちやくあったようです」

「!?」

　それは、ユリエルには意外に思えた。レオンとグロリアの信しん頼らい関係は厚く、堅けん固ごなものだったはずだ。喧けん嘩かの一つで、そう簡単に揺ゆらぐとも思えない。

「悶着とは、どのような」

「……代官が、領主に道ならぬ想おもいを抱いだいているとか、いないとか」

「そ……」

　ユリエルは、予想外の答えに絶句した。

「いえ、しかし、ご領主様はご夫君とは死別されてますし、確かに主従の関係ではありますが、思し慕ぼの情が理由で決けつ裂れつに至るとは……」

「ご夫君が何故亡なくなったか、ご存じですか？」

「はい、先の遠えん征せいで戦死されたと……」

　数十年前から、大陸では、異い端たんの教えが流行していた。この地上のあらゆるものを悪あく魔まによって作られた邪じや悪あくなものと位置づけ、否定する、二元論的な思想に基もとづく教えだ。その指導者たちは肉食をせず、婚こん姻いんをせず、所有せず、ひたすらに魂たましいの浄じよう化かを求めて断だん食じきを繰くり返す。

　その『清らかさ』が受け入れられたのだろう、異端の教えは大陸を席せつ捲けんし、領主たちは異端の指導者たちを保護し、異端を問題視する教会側と対立した。

　そして、教皇使節の暗殺が決定打となり、時の教皇は十字軍を宣告した。

　異国の異教徒に対してではなく、キリスト教国の異端者に対して。

　グロリアの夫もまた、領主の一人としてその召集に応じ、騎き士しと兵士を率いて異端者たちとの戦いに赴おもむいた。

　そして、死んだ。

「正確には、戦死ではありません。彼はある貴族の捕ほ虜りよとなり、ウォール伯はくに身みの代しろ金きんが要求されました。彼女はすぐに身代金を用立て、信頼できる騎士に託たくして送り出しました……けれど、騎士は死体で見つかり、身代金は何者かに奪うばわれたのです」

　ニコラスは各地の情報に精通している。このサクスのことも、ユリエル以上によく調べてくれている。

「異端者と十字軍との争いは、血で血を洗うような、凄せい惨さんなものでした。貴族たちの少々の土地を巡めぐる争いとは違ちがって、憎ぞう悪おも深かった。もしかすると彼が殺されたきっかけは金が届かなかったことではなく憎悪だったかもしれません。とにかく、そうして彼は死んだのです。身代金として運ばれたはずの金貨や装そう飾しよく品は、その後も出てこなかったそうです」

　しかし、それがレオンの件と、どう関係するのだろう。

　不思議に思って言葉を待つユリエルに、ニコラスはとんでもないことを言った。

「代官には、身代金を奪い、ご夫君を死に至らしめたという疑いがかけられたそうです」

「…………は？」

　ユリエルは、一いつし瞬ゆん呆あつ気けにとられたが、すぐに否定した。

「何かの間ま違ちがいです」

「かもしれませんね。最初に申し上げたはずです、これは侍女たちの噂の域を出ないと。市内にもまだ伝わってはいません。代官が退いたと聞いた市民が、どう噂するかはわかりませんが」

「噂が真実なら、ご領主様は罰ばつを下すはずです」

「さて、それはどうでしょう。もしも真実なら、あまりに刺し激げきの強すぎる事件ですから。代官の目的が金ではなかった場合は、特に」

　愛故ゆえに。

　主君の夫を死に至らしめたというのなら、それは常じよう軌きを逸いつした大事件だ。

「領主自身の名前にも傷がつきかねません。彼女がなんらかの証しよう拠こを得たものの、中傷を恐おそれて代官を放ほう逐ちくしすべてを忘れようとしているとしたら、説明がつきます」

　レオンは公平な人間だ。法によってサクスを治め、悪徳と戦ってきた。彼が法を犯おかすような真似まねをするはずがない。

　ユリエルはそう思うし、グロリアもレオンを信頼していたはずだ。

　その信頼を覆くつがえすほどの『証拠』が出たというのだろうか？　しかし、出たとして、何故今いま更さら？

「何かが……起こっていますね」

　先さき程ほどの予感は、いっそう不ふ穏おんなものとして、ユリエルの胸に重くのしかかっていた。
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　鏡の中では、次々と場面が移り変わる。

　城の小広間、司祭館の居間、大通り。

　鏡が映すのはいつも奇き妙みような位置からの光景だった。城の中では壁かべの一点で固定されているようだったし、司祭館では様々に視点が移り変わった。おそらく、誰だれかの目や、固定してある鏡などを通して、その光景を見ていたのだろう。

　鏡がサクスを映し出すのは短い時間だけだったし、声や音は聞こえなかったが、コンスタンティンはその日から毎日のように通い詰つめ、鏡の中を見続けた。

　鏡が映し出す光景が本物なのか、ただの幻まぼろしなのかもわからなかった。

　こうして覗のぞき見るのは虚むなしいことかもしれない……けれど、やめられなかった。

　鏡の中の光景は、決して平穏なものばかりとは言えなかったから。

　ある日、狭せまい小路こうじを見た。

　この小路を見る視点は、ずっと移動していた。おそらく、視点となっている人物が歩いて移動しているからだろう。

　水みず溜たまりにちらりと視線が向けられた時、そこに映る顔が見えた。

　蜂はち蜜みつ色の髪かみを耳の下で切りそろえた青年だ。青灰色の目は零こぼれそうに大きい。何が楽しいのか機き嫌げん良よく笑っていて、思わず気を許してしまうような愛あい嬌きようがある。

　僧そう衣いを身に着けたその青年に、コンスタンティンは見覚えがあった。




「バート……」




　バートと知り合ったのは数ヶ月前、サクスでのことだ。あの頃ころバートは農のう奴どの身分を脱だつするために荘しよう園えんを逃げだし、警備隊長のロウに匿かくまわれ、彼の命令で汚よごれ仕事に手を染めていた。

　けれどバートは実はロウの弟を殺した犯人だった。

　最愛の弟を殺した犯人を匿っていたと知ったロウの絶望と怒いかりは凄すさまじく、コンスタンティンは今思い出しても辛つらくなる。

　そしてバートは兵士に捕つかまり、城へ連れて行かれる途と中ちゆう、川に落ちた。

　死体は上がらなかった。

　けれど、間違いはない。髪は耳の下で切りそろえていたし、墨すみ染ぞめの僧衣を着ていたが、あの青灰色の目も、愛嬌のある顔立ちも、そのままだった。

　生きていたのだ。生きて、今はサクスにいる。

　コンスタンティンは、バートの目を通してこの景色を見ているのだ。

　唐とう突とつに、その視界を黒っぽい色が遮さえぎる。

　色いろ褪あせた黒色のマントだ。

　身に纏まとっているのは、人とは思えない、どくろのようにやせ細った男。

「あの悪魔……！」

　コンスタンティンは思わず呟つぶやいて、鏡にしがみついた。

　けれど、鏡の中の悪魔がコンスタンティンを見て──いや、バートを見てちらりと笑うと、途と端たんにその光景は歪ゆがみ、気が付いた時には、また元のように、コンスタンティンの姿を映し出すだけになっていた。

　コンスタンティンは、額に汗あせを浮うかべた自分の姿を見つめた。

　これまでに、鏡は様々なものを彼女に見せた。城ではグロリアとレオンが諍いさかいをしているようだった。その後彼が荷物をまとめ、城を出るのも見た。ユリエルと何か話し合ったようすだったのも、その後、ユリエルがニコラスに何か言っていたのも見た。

　けれど、声は聞こえなかった。

「何を話していたんだ……？」

　レオンのようすからして、一時的に荘園に戻もどるというふうには見えなかった。グロリアと仲なか違たがいしたのか？

　それに、バートは何故なぜサクスに戻った？　僧衣を着て、髪を切り……まるで修道士か何かのようだ。

　そして、あの悪あく魔まの存在。

　サクスで、何かが起ころうとしている。

　コンスタンティンはそれを確信した。寒気が背筋を這はい上がり、震ふるえる。

「それは魔ま鏡きようだ。遥か離はなれた土地を映す」

　背後から聞こえた男の声に、コンスタンティンは振ふり返った。

　黒ずくめのこの館やかたの主あるじが、いつになく暗い目で鏡を見ている。

　コンスタンティンは、数日前に教えてもらったばかりの名前を口にする。

「ミディール……」

「たとえそこが地上だろうと……触ふれた者が見たいと思ったものを見せるのだ」

　彼は鏡からコンスタンティンに視線を移した。悲しそうに見える顔だった。悪魔のくせにと以前なら思っただろう。

　けれど、今ではコンスタンティンも、彼がかなり人間に近い感情を持ち始めていると気付いていた。

「食事を用意してあるぞ。空腹であろう」

　コンスタンティンは鏡の前から離れられず、地上よりも優やさしくなった彼を見上げた。

「今、あの悪魔が……サクスで君と戦った悪魔が見えた。あれは本当の光景なんだな？」

「気になるのか」

「当たり前だ、だってあそこは……！」

「そなたが男として、コンスタンティンとして十二年間過ごした場所だ」

　悪魔の手がコンスタンティンの頰ほおに触れた。宥なだめるような触れ方だ。

「だが、そなたはもうコンスタンティンではない。コンスタンスだ。男として、助祭として生きたそなたはもう死んだのだ」

　十二年間、という年月を他人の口から聞いて、コンスタンティンは改めて、自分が失ったものの大きさに気付いた。

　コンスタンティンは今十六だ。たったの四年間しか、コンスタンスとしての時間はない。

　惑まどうように鏡を見やったコンスタンティンの腰こしに腕うでを回し、悪魔は後ろから抱だき寄せた。

「見てどうする？　戻りたいのか？　戻ったとして……どうするというのだ。司祭はもうそなたの真実を知ってしまった。以前のように助祭として、あるいは【黒い羊ブラツクシープ】として生きられるとでも？」

　その通りだ。

『コンスタンティン助祭』はもう死んだ。

　女であることや、【黒い羊ブラツクシープ】であることがユリエルにばれた時に死んだのだ。あるいは、コンスタンティン自身が、悪魔とともに去ることを決めた時に。

　もはや、サクスに『コンスタンティン助祭』の居場所はない。戻ればユリエルに迷めい惑わくをかけ、彼を苦しめることにもなるだろう。グロリアの追つい及きゆうからこれ以上逃のがれられるとも思えない。

　戻れないのだ。

　それでも、コンスタンティンの口からは、サクスを気に掛かける言葉が出てしまう。

「あの悪魔、どうしてサクスに戻ってしまったんだ？」

「我々は傷つけられ魔ま力りよくを奪うばわれたとしても、本ほん拠きよ地ちへ戻れば魔力を回復する。そうすれば、また地上へ戻って好きなようにできるのだ。吾わが輩はいは以前魔力を失い猫ねこの姿をとっていたが、あのような姿で地上の法則に従っているのでなければ、死ぬことはまずない」

「でも、君が支配下に入れたって言ってたじゃないか。あれは……」

「あの地にいる間のことだ。吾輩はすでに地上を去り、ここに戻った。やつが地上で好きにするのを止めようというのなら、もう一度地上に行き、やつをこの地へ連れ戻し、杭くいでも打ち込む必要があるだろう。あるいは、やつの本拠地でもわかればまた別だが」

「本拠地？」

「……吾わが妻よ」

　鏡には悪魔の姿も映っていた。黒衣を纏った彼はいかにも悪魔らしく見えたが、顔には人間の青年のような苦く悩のうがありありと見て取れる。

「そなたは、やつの滅ほろぼし方を知ってどうしたいのだ。今回やつを放ほう逐ちくできたとして、また別の脅きよう威いが迫せまった時はどうする？　いつまで続ける気だ？　もう戻ることのない土地を守って、なんとするのだ」

　コンスタンティンは答えられない。

　悪魔の顔はだんだん苦悩を通り過ぎて、拗すねたようなものになっていった。

　コンスタンティンの肩かたに顎あごを乗せ、いじけたような、ふてくされたような顔で、ぶつぶつと言う。

「あれは噓うそだったのか。吾輩の妻として、覚かく悟ごを決めて来たとか……吾輩の気持ちに応こたえたいとか言っていたのは。吾輩、待つつもりなのだぞ。どれほど長くかかろうとも、死ぬまでそなたがあの土地を忘れられずとも、待つつもりだったのだ。それなのに、そなたは吾輩を置いていくのか」

「う……」

　コンスタンティンは、もごもごと口を動かした。

「ごめん」

　悪魔は完全に拗ねて、コンスタンティンを解放して彼女に背を向けた。

「吾輩の下もとを去り、あの地に戻るというのか」

　コンスタンティンは、首を振った。

「……戻らない。僕はもうサクスには帰らないよ。帰れないんだ。でも……」

　でも、恐おそろしい。このままでは守りたかったはずのものが失われてしまいそうで。

　続きを言わせたくないかのように、悪魔は彼女の手首を摑つかんで、歩き出した。

「ミディール！」

「食事の時間だ」

　コンスタンティンは強ごう引いんに手を引かれて歩かされながら、もう一度、鏡を振り返った。

　銀色の鏡面は、遠ざかる白いドレスの少女と黒衣の悪魔を映していた。




　コンスタンティンは寝しん台だいの脚あしに結びつけた紐ひもを引っ張った。

　部屋にあったシーツを裂さいて、結び合わせて紐としたものだ。三階ほどの高さにある部屋から、地上近くまで、その紐が垂れている。

　手首にしっかりと紐をからめ、出窓に足をかける。

「妻よ」

　その声は、突とつ然ぜん聞こえた。

　コンスタンティンは右手の壁かべ際ぎわを振り向いた。

　いなかったはずの悪魔が膝ひざを抱かかえて座っている。

「……やっぱり来たか」

　コンスタンティンがあえて突つき放すように呟つぶやくと、悪魔は、ひどく不服そうな顔をした。

「当たり前だ。吾輩、そなたのことをいつでも見ておるのだぞ」

「それ、重い」

「な！」

　ふてくされてじっと足下を見つめるだけだった悪魔が、がばりと身体からだごとコンスタンティンを振り返った。

「な、何を言うのだ！　吾輩、そなたが困ったことやわからないことや不安なことがないかと気になって、見守っておるだけだぞ！　その、重いとは、どういうことだ！」

「だってまる一日見張られてるってことじゃないか！　君の愛はわかるけど、そりゃ行きすぎだよ！」

　いや、最近愛を知った悪魔にそれは行きすぎだと言ったところで通じるものではないと、コンスタンティンもわかってはいた。わかっていたが、なんだか危なっかしくて、言わずにはいられない。いっそこれで気持ちが離はなれてくれたらとさえ思う。こんな薄はく情じような自分に、そんな愛はふさわしくない。

「い、行きすぎとはなんだ。吾輩、そなたを大事に思っているし、そなたが吾輩を同じように思ってくれたらいいと思うぞ！　いつでも吾輩のことを考えて、吾輩のそばに寄り添そっていてくれたら、それはもう……」

　悪あく魔まは急に言葉を切り、しばらく口をぱくぱくさせてから、肩を落として言った。

「なんだか、想像できぬな。そんなけなげで殊しゆ勝しようなそなたの姿など」

「……悪かったな……」

「まあ、とにかく、吾輩そなたがこんなふうに出て行くことは嫌いやなのだ。こんな、手紙一つ残して！」

　悪魔の手には、コンスタンティンがテーブルの上に置いた悪魔宛あての手紙がある。去ってしまうことを詫わびる内容だ。

　そして、必ず帰ることを約束するものだった。

「君が話を聞いてくれないから手紙でも書いていくしかないだろう」

「諦あきらめて大人しくするという選せん択たく肢しはないのか、そなたには!?」

　悪魔が手紙を握にぎりしめる。突然炎ほのおを吹ふき上げて手紙が燃え、灰になった。

「あの鏡が悪いのだな。あれがあったから、そなたは知らずともよいことを知ってしまった。だから苦しんでいるのだ。ならばあの鏡を壊こわそう。そうすれば、そなたは知らなければよいことを知らないままでいられる。そなたの心が慰なぐさめられるかと放っておいたのがいけなかった。まさか──やつの本ほん拠きよを叩たたくつもりとはな」

　食事のあと、コンスタンティンはまた鏡の前に戻もどった。

　鏡は、コンスタンティンの望む光景を確かに見せてくれた。

　この館やかたから、荒こう野やを抜ぬけ、【錆さびの悪魔】の本拠地に至る道のり……何匹びきもの悪魔の視点を使って次々と映し出される光景をコンスタンティンは食い入るように見て、しっかりと覚えた。

　コンスタンティンを常に見守っている悪魔は、そのことに、すでに気付いていた。

「そうすればあの悪魔を止められるって言ったのは君じゃないか」

「この地じ獄ごくにしるべとなるものはあまりに少ない。大たい抵ていのものが崩くずれ、姿を変えてしまう。辿たどり着ける確証はないぞ。何より、ここを出ることは吾が庇ひ護ご下より離れることを意味する。想像を絶する苦痛が、そなたを襲おそうであろう。それでも行くというのか」

　コンスタンティンは、亡もう者じやたちの叫さけびを思い出した。この館から出るということは、あの亡者たちと同様の苦しみを味わうということだ。

　この悪魔はかつて言っていた。地獄にあるのは熱いか冷たいかだけ、温ぬくもりがない、と。そんな世界へ、なんの助けもなしに踏ふみ出すなんて、たぶん、自殺行こう為いに近いことなのだろう。

　けれど、コンスタンティンは、まだ死ぬつもりはない。

「手紙にも書いただろう。必ず戻るって。たとえ腕うでや足がなくなっても、君のために、戻るって。僕、君の魔力が指輪から流れ込むおかげで、結構丈じよう夫ぶなんだしさ。きっと──」

　悪魔は彼女を睨にらみつけた。怒いかりと不快感をあらわにした、獣けものでも怯おびえて逃にげ出すだろう恐おそろしい眼まな差ざしだった。顔を歪ゆがめ、彼は彼女の二の腕を摑んで言った。

「そなたはわかっておらぬ。たとえ生きて戻れたとしても、その行為がどれほど命を縮めるか。そなたが傷つき、命を削けずられることを想像すると、吾わが輩はいはどうしたらいいかわからなくなるというのに！」

　きつく睨まれ、折れそうなほど強く腕を摑まれているというのに、コンスタンティンは恐れを抱いだけなかった。

　悪魔の言葉から、彼の感情は痛いくらい伝わってきた。彼自身は理解していないかもしれない。でも、コンスタンティンは彼の愛を確かに感じていた。

　愛している人には傷ついて欲しくない。いつか必ずコンスタンティンが先に死ぬとしても、できるだけ長い時間をともに過ごしたい。

　それは、ごく当たり前で、共感できることだった。

　我が儘ままで、勝手なのは、コンスタンティンの方なのだ。

　自分を想おもう悪魔のことを考えれば、サクスのことはユリエルたちに任せるべきなのかもしれない。

　本当に、コンスタンティンが覚悟を決めたと言うのなら、それができるはずだ。

　それなのに、鏡で見た光景を忘れることも、サクスの人々を信じることもできず、地獄に来てまであがいている。

「……吾輩も行く」

　しかし、悪魔は突然、そんなことを言い出した。

「そなたを放っておけるものか。そなたがあの土地のために地獄を彷徨さまようというのなら、吾輩がともに行き守るしかあるまい」

「待てよ！　これは僕の……」

「一人で行くなど絶対に許さぬ。そなたは吾わが妻なのだ。吾輩はそなたの夫なのだ」

「…………」

　今まで、何度も妻と呼ばれてきた。最初はそのたびに否定していた。

　でも、今は、その言葉がひどく心強いものに聞こえる。

　本当は、自分はすごく怖こわかったのだと、その時ようやく気付いた。

　はね除のけるべきだったのかもしれない。巻き込むわけにはいかないと、言うべきだったのかもしれない。

「バカだな、君は」

　けれど、出てきたのは、そんな言葉だった。

「愚おろかなのはそなただ」

　ムッとしたようすで、悪魔は言って、彼女の頰ほおから耳元を撫なでた。指は冷たいのに仕草はあまりに優やさしくて、恋こい人びとにするように甘い。

「もしもそなたの魂たましいが天上に行けば、天上の光に焼かれようとも、吾輩はそなたを追うぞ。いつでもそなたとともにある。よく、覚えておくのだ。この先、何があるとしても」

　当分は、名ばかりの妻だと、そう思っていたのに。

　彼の方は、まったくそんなつもりはなかったらしい。

　悪魔の言葉が、愛の言葉がコンスタンティンの心を優しく包み込む。鼻の奥がつんとして……視界が揺ゆらいだ。目が潤うるんで、堪こらえようとしたのにぱたりと水すい滴てきが頰を流れ、悪魔の冷たい指先を濡ぬらした。

　悪魔はびっくりしたようすで、彼女の頰から手を離した。

「ど、どうしたのだ。痛いのか？　何か、吾輩はそなたを傷つけることをしたのか？」

「違ちがう、ごめ……っ」

　コンスタンティンは俯うつむいて、涙なみだを拭ぬぐった。

　コンスタンティンは、アンガスが死んで以来、心から誰だれかを頼たよるということがなかった。

　レオンもジャックも大事な友人だったが、女性という正体を知られるわけにはいかなかった──結局のところ、ユリエルに何もかもばれて逃げ出した時、コンスタンティンが頼れたのは、秘密を知っているヒースだけだった。

　すべてを知った上で受け入れてくれる相手を、今、コンスタンティンはアンガス以外で初めて得た気分だった。

　悪魔はたじろいで彼女を見つめ──やがて、おそるおそるといったようすで手を伸のばし、なかなか顔を上げないコンスタンティンの肩かたを抱いた。

　なんの匂においも、温もりもないその腕の中で、不思議と安あん堵どを感じながら、彼女は目を閉じ、小さな声で、恥はずかしさを堪えて呟つぶやいた。

「じゃあ、甘えさせてもらおうかな」

「うむ、そうするがよい」

　悪魔は嬉うれしそうに、うきうきとした口調でそう言った。




　血のように赤い大河の岸辺に、一艘そうの手漕こぎの小こ舟ぶねが忽こつ然ぜんと現れた。

　それを見て、コンスタンティンは顔をしかめた。

「君は、僕を甘やかしすぎなんじゃないかい？　下流の方に舟ふねがあったじゃないか」

「他ほかの悪魔のものだ。無論、亡者だろうが悪魔だろうが、吾輩の力をもってすればどうということはないが、騒さわぎになれば面めん倒どうが増える。こうして吾が魔ま力りよくで出した方が楽だろう」

　館を出てこの岸辺までやってきたのだが、亡者の呻うめきに悩なやまされる他は、コンスタンティンの身体からだには特に問題は起こっていなかった。大地から噴ふき出す炎ほのおの熱や煮にえ立つ大河の熱、それに禍まが々まがしい瘴しよう気きから、悪魔が守ってくれていた。

　おまけに、大河を行くための舟まで魔力で出してくれた。

「……でも、なんか、僕のためにずいぶん魔力使わせてるし」

「ここは地獄、瘴気も魔力も満ちておる。そなたにはわからぬかもしれぬがな」

「うん……」

　悪あく魔まが舟を水に押し出し、コンスタンティンと向かい合って乗り込むと、ひとりでに櫂かいが動いて川の中なか程ほどに進み、舟は川を下り始めた。

　ごぽごぽと沸ふつ騰とうする血の川は、熱く、表面には蒸気が濃こく立ちこめていた。おそらくこの中にいるだけで、コンスタンティンが生身ならば肌はだが焼け、肺が焼け、生きてはいられないだろう。

　けれど、悪魔のおかげで、コンスタンティンは焼け爛ただれる水を気にせず、舳へ先さきの向こうを見つめていられた。

　血の川は、向こう岸が見えないほどに幅はば広ひろかった。流れはゆっくりしている。水蒸気のせいもあって、視界はきわめて悪い。おそらく、行く手に他の悪魔がいても、コンスタンティンには気づけないだろう。

　その水蒸気に隠かくれるようにして、悪魔は彼女をじっと見ていた。コンスタンティンが周囲を警けい戒かいし、耳をそばだてるようすを、油断なく見回すようすを。そうやって警戒しながらも、彼女の目はわくわくとした興奮に輝かがやいていた。この悪魔と亡者の魂しかない地獄にあって、恐れよりも好こう奇き心しんを強く持っているのだ。

　警戒心が強く、敏びん捷しようで、好奇心旺おう盛せい。

「そなたはまるで森の小動物だな」

　コンスタンティンは、いきなりそう言われてびっくりし、目を瞬またたかせた。

「そう？」

　悪魔は、ふ、と笑えみを漏もらす。

「うむ。愛らしい」

　その真っ直すぐな言葉に、コンスタンティンは頰を赤くした。

「ど、どうしたんだよ」

「思ったことを口にしただけだ。やはり、これでこそそなたなのかもしれぬ。館やかたの中に閉じこめておくのではなく……こうして無む茶ちやをすることこそ、そなたをそなたたらしめるのかもしれぬ」

「危険な方が僕らしいってこと？」

「そういうことだ」

「……褒ほめられてはいないよねえ」

　コンスタンティンは思わず笑った。

「あ、そうそう、ご飯持ってきたんだ」

　そう言って、館から持ち出した袋ふくろの中を漁あさり、パンとナイフ、チーズ、それに林りん檎ごを二つ取り出す。

「……？　それはいったい、いつの間に用意したものだ？」

「さっきのご飯の時に取り分けておいたんだ。だって、食べ物もなかったらおなか減って動けなくなっちゃうだろ。君と行くつもりじゃなかったから、もっと時間がかかると思ってたし」

　悪魔は、コンスタンティンが膝ひざの上にハンカチを敷しき、その上でパンを切るのを眺ながめ、感心したように呟いた。

「本当に、戻もどってくるつもりだったのだな」

「勿もち論ろん」

　コンスタンティンがそう答えると、悪魔の口元に、優しい笑みが浮うかんだように見えた。

　不思議なことに血色もよくて、その瞬しゆん間かんの彼は、悪魔のイメージからはほど遠かった。

「なんだか最近、顔色いいね。どうかした？」

「……いや、気にするな。そうだ、それでは喉のどが渇かわくだろう」

　悪魔はそう言って腕うでを一ひと振ふりした。

　足に何か当たったと思ったら、ワインが入った陶とう器きの容いれ物と、グラスが出現していた。

　陶器とグラスを拾い上げ、コンスタンティンは思わず呟く。

「……変なの」

「変だったのか？」

　変、と思ったのは、なんだか……この危険きわまりない道のりが、ちょっとした冒ぼう険けん旅行のように思えたからだ。友だちと少々遠出をしただけの……。

「ううん、ありがとう。よかったら、君も食べよう。食べなくてもいいのかもしれないけど、その方が僕も嬉しい」

　不思議な話だ。血の川を進む舟の上で、悪魔と一いつ緒しよにこうして食事を摂とるなんて。

　笑う彼女を見て悪魔は目を細める。

　コンスタンティンには、それがとても嬉しそうな表情に見えた。




　沸騰する血の大河は、草木の生えない荒あれ地を蛇だ行こうして進む。

　やがて、水面を漂ただよう赤い靄もやの向こうから、黒っぽい岩山がのっそりと姿を現した。

　岩山は川の中なか洲すにあって、小さかったが、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきにしか見えないくらい険しい。天てつ辺ぺんには山城が建てられ、何千本もの尖せん塔とうが、天に向かって鋭するどく伸びている。外がい壁へきはどれも継つぎ目がなく、岩山と同じ色をして、川面かわもから吹ふき上がる炎に鈍にぶく輝く。

　これが、コンスタンティンが鏡で見た、【錆さびの悪魔】の本ほん拠きよ地ちだった。

　また櫂がひとりでに動いて、舟を浅あさ瀬せに運んだ。

　コンスタンティンは舟を下り、山城を見上げて立ちつくした。

　その威い風ふうは、色いろ褪あせたマントを着た、【錆の悪魔】自身にも似ていた。

「恐おそろしくなったか？」

　からかうようすでもなく、悪魔がそう尋たずねてきた。コンスタンティンは首を振ふろうとして──思いとどまって、正直に言った。

「怖こわいよ。でも、立ち止まらない。この本拠地でなら、悪魔を倒たおせるんだろう？」

「そうだ。我々の魔力の源となる……存在の【根源】が、必ずここにあるはずだ。それを砕くだけば、やつはもはや存在を保てなくなる」

「なら、行こう」

　切り立った岩山には通常考えられるような道などはなかったが、悪魔が一いち瞥べつするだけで、岩いわ肌はだを斜ななめに横切る、階段状の刻み目ができた。

　コンスタンティンは、その階段を上り始めた。




　悪魔が作り出した白い光が、城の内部を照らした。

　内部も、外側同等継ぎ目などは見えなかった。天てん井じようから壁かべ、床ゆかまで、すべて岩山と同じ、黒い石でできているようだった。滑なめらかな表面に触ふれて、黒曜石に似ているな、とコンスタンティンは思った。

　悪魔は塔とうの中で最大のものに入り、コンスタンティンは、延々と螺ら旋せん階段を上り続けていた。

「もうすぐだ」

　悪魔の言葉通り、少し先に、アーチ形の入口が見える。

　階段を上り終え、アーチを潜くぐった先は、小さな教会の礼拝堂くらいの広さがあった。

　ドーム状の天井に、円形の床。すべての建材は岩肌と同じ鉄色をして、継ぎ目はどこにもない。

　まるで教会のような、静かで厳おごそかな空気が漂うその中に、コンスタンティンの腰こしほどの高さの台座があって、赤ん坊ぼうの拳こぶしくらいの大きさの、赤錆さびた物体が置かれている。表面はぼろぼろで、錆の塊かたまりにも見える。元々がなんだったのか、まったく想像ができない。

　こんなちっぽけな物体が、【錆の悪魔】の力の源なのだろうか？

「元は、剣けんか、斧おのか、鏃やじりか……何であるにせよ、命を奪うばい続けてきたものだ」

　赤錆びた物体を見つめ、悪魔がそう言った。

　コンスタンティンは一歩近づこうとして、悪魔に腕を摑つかまれた。

　引っ張られ、後ろに押しのけられる。

「!?」

「下がっていろ！」

　庇かばうように悪魔が前に出た次の瞬間、台座の上に、一人の男が現れた。

　色褪せたと形容するにふさわしいマント、肩かたまでの白はく髪はつ。限界まで肉が削けずられた身体からだ。瘦こけた頰ほおと、落ちくぼんだ、黒々とした目。

　髑髏どくろを思わせるその男は、台座の上に立ち、コンスタンティンと悪魔を一瞥した。

　サクスで遭そう遇ぐうした、あの【錆の悪あく魔ま】だ。

「ふむ、吾わが輩はいが考えていたよりも、来るのが早かったな。塔に入った時に気付かれたか」

　悪魔は、独り言のような口調でそう言った。さすがに、本拠地を無防備にしておくわけがなかった。見張りがいたか、侵しん入にゆう者を知らせる罠わなでもあったのだろう。

「お引き取りを、【夜明け前の海の御お方かた】」

【錆の悪魔】の白い顔には、感情の類たぐいは浮かんでいない。

　対する悪魔は、口の端はしをつり上げて、にやりと笑った。

「こいつはおかしなことを言うな、吾わが妻よ」

「は？　はあ？」

「吾輩に、帰れなどと。まったく、愚おろかなことだ。教えてやらねばな」

　コンスタンティンが呆気あつけにとられる間に、彼はその身体を黒い靄に変え、【錆の悪魔】に襲おそいかかった。【錆の悪魔】も姿を何千もの鴉からすの羽に変えてしまう──二つの闇やみはぶつかり合って、竜たつ巻まきのように猛もう烈れつに宙を飛び回った。
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　目の前にその小竜巻のような黒い塊が迫せまり、コンスタンティンは慌あわてて身を伏ふせた。その上を、黒い靄と羽が通り過ぎ、壁にぶつかる。壁は人間の悲鳴のような音を立て、大きな亀き裂れつが入った。

　亀裂は瞬く間に広がり、壁が崩ほう落らくし始めた。

　落ちた壁は床にぶつかって凄すさまじい金属音を立て、コンスタンティンは耳を塞ふさいだ。まるで巨きよ大だいな鐘かねの内側で、鐘が叩たたき鳴らされる音を聞いているようだった。頭を直接殴なぐられるようにすら感じられ、コンスタンティンは部屋から階段に飛び出した。

　その直後、天井までもが落ちてきた。




　やがて、何もかも静かになった。

　コンスタンティンは、まだ生きていた。

　おそるおそる顔を上げた。

　周囲や足あし下もとには、壁や天井や階段の残ざん骸がいが、瓦が礫れきとなって積もっていた。コンスタンティンがいた塔は勿論、その周辺の塔も四、五本崩くずれているようだ。天井が完全に落ちていたから、赤い空も直接見える。

　崩ほう壊かいに巻き込まれたはずのコンスタンティンは、何故なぜか傷一つ負わず、瓦礫の上に倒れていた。

　たぶん、悪魔が助けてくれたのだ。

　では、その悪魔は？

「ミディール！」

　立ち上がり、まだ少し呼び慣れない名前を叫さけんだ。

　だんだんコンスタンティンは不安になってきた。あの悪魔がまさか死ぬようなことがあるとは思えなかったが、先さき程ほどまで自分たちがいた場所は完全に瓦礫で埋うもれていた。悪魔の痕こん跡せきも見つからない。

「ミ……」

　瓦礫の上を彷徨さまよいながら、何度目かの呼びかけをしようとした時、目の前に黒い靄が現れた。靄は集まって、黒衣の悪魔の姿を取る。

　その青みがかった黒くろ髪かみと赤い目を見て、コンスタンティンは安あん堵どの息を漏もらした。

「無事だったのか……」

　ミディールは、コンスタンティンが最後に見た時と同様、何食わぬ顔で立っていた。

「あの悪魔は？」

「逃のがした。【根源】を持って行かれた」

「そうか……」

　ここまで来たのに、サクスの危険を取り除くことはできなかった。【錆の悪魔】については、他ほかの手を打つしかない。

　虚きよ脱だつ感が、身体に重くのしかかる。

　それでも、目の前の悪魔が無事だったことは、純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

「ありがとう。守ってくれて」

　そう言うと、悪魔は何も言わずにコンスタンティンを見つめた。まるで、何を言われたのか理解できないようすだった。

「なんだよ、お礼くらい、今までだって言ったことはあるだろう？」

　悪魔はただ、視線を逸そらし、自分の手を見つめた。何かを考え込んでいるようにも見える。

「どうしたんだ？」

　何かを確かめるように、悪魔は一度、二度、手を握にぎり、開いた。

　けれど、コンスタンティンの問いには答えてくれなかった。

　彼はコンスタンティンを見やって言った。

「おそらく、やつは【根源】を持って、地上に戻もどったのであろう。流血と不和があれば、我々は地上でも魔ま力りよくを回復できる……あの土地に、何か起こるかもしれぬな」

　流血や不和をもたらす何かが。

　グロリアとレオンは仲なか違たがいをしていたようだった。バートがサクスに戻っていた。あれらの事こと柄がらが、それと関係するかもしれない。コンスタンティンは嫌いやな汗あせを搔かいてきた。

「……これからどうする？」

　悪魔が、そう問いかけてきた。

　地上には戻らない──コンスタンティンは、確かにそう言っていた。あの【錆さびの悪魔】が地上に逃れてしまったからといって、それを追うことはコンスタンティンにはできない。

「いや、どうしたいのだ？」

　悪魔は、コンスタンティンの動どう揺ようを見み透すかすように、そう言い直した。

　……もしも、地上に戻りたい、サクスのために【錆の悪魔】を倒たおしたいと言えば、彼はそれを許してくれる気がした。悪魔自身が地上に戻り、戦うとまで言い出しかねない。

　でも、それではここに留とどまるという約束を破り、彼の好意を利用することになる。

「帰ろう」

　しかし、コンスタンティンの言葉を、悪魔は一いつ蹴しゆうした。

「それはそなたの望みではない。望みを早く言うのだ。手て遅おくれになる前にな」

　一いつ瞬しゆん噓うそを吐つき通そうかとも思ったが、無む駄だだとわかっていた。彼は悪魔なのだ。誤ご魔ま化かしや噓なんて、専門分野のはずだ。

「でも、言えば君はそれを叶かなえようとするじゃないか。妻だからって君は言うけど、僕は君の望みを叶えてるわけじゃない。僕は君のために何もしていないんだ」

「別に吾輩は構わぬ」

「僕が構う！」

　悪魔は難しい顔でコンスタンティンを見つめている。不服そうな、納なつ得とくできないというようすだった。

「吾輩、何かしてもらえるからそなたの望みを叶えたいわけではない。単にそなたが望むままにあるのがよいと思うだけだ」

　それは、無む償しようの愛だ。

　コンスタンティンは額を押さえた。指に絡からまる髪かみを、ぎゅっと摑つかむ。

　どうしたらいいんだろう。

　聖職者だった人間が、悪魔に愛を教えられるなんて。

「そなたの望みを叶えよう」

「僕は……」

　冷たい汗が肌はだを滑すべり落ちていく。

　奥歯を食いしばり、顔を上げ、コンスタンティンは答えを口にしようとした。

「ミディール、僕はね、」

　その時、悪魔が急に、呟つぶやいた。

「いや。少し遅おそかったか」

　次の瞬間には、その身体からだが、コンスタンティンの方へ倒れ込んでくる。

「え？」

　人とは造りが違ちがうのか、その身体は見た目よりずっと軽い。必死に腕うでを伸のばして支えたが、悪あく魔まはまったく身体に力が入らないのか、彼女の腕の中から、ずるずると滑り落ちていく。コンスタンティンは、彼を抱だき締しめたまま、膝ひざを折り曲げるようにして座り込んだ。

「どうしたっていうんだ？　おい？」

　悪魔は何も言わない。顔を覗のぞき込み、その頰ほおを叩き──コンスタンティンは、彼の肌が、ずいぶんと人に近い温度になっていることに気付いた。

「……あれ？」

　本来、彼は匂においも、温度もない、地じ獄ごくの住人のはずだ。

　それが、温度がある。

　何かが、おかしい。

　悪魔の目は閉ざされ、端たん整せいな顔には血色が戻ってきている。眉み間けんに皺しわができて、額には汗が浮うかぶ。彼の汗なんて、初めて見た。

　彼の中で何かが起こっている。

「ミディール……」

　コンスタンティンは、美しいその顔に、必死に呼びかけた。

「ミディール！」

　悪魔は、彼女の膝の上で、ただ苦く悶もんの表情で目を瞑つぶっていた。
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「触ふれるな、ケダモノ」

　自分でも、よくあんな言葉が出てきたものだと思う。

　だが、何度思い返しても、あれは本当に適切な言葉だったと思う。
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「おめでとうございます、叔父おじ上うえ」

　ミルスは司教が支配する古い町で、その中心に位置する大聖堂は入植時代に建てられたものを原型としている。増築を繰くり返し、古い重じゆう厚こうな石造りの聖堂は奥に追いやられ、前面に出ているのは、華か麗れいなファサード、鋭するどい尖せん塔とうなどの最新の建築様式だった。

　司教館は大聖堂から少し離はなれた丘おかの上に建てられ、こちらは石造りの三階建てで、赤い瓦かわら屋根がかかっていた。聖堂を見下ろす窓の前には、先日新しい司教に就任したばかりのサイラスが立っていた。今は司教冠かんを被かぶらず司教杖じようも持たず、カロッタと呼ばれる頭頂を覆おおう帽ぼう子しと赤あか紫むらさき色いろで縁ふち取どりされた黒い僧そう衣いを身に着け、右手に司教の印である指輪をはめている。

　対するグロリアは、深い緑の訪問着を着て、ベールで細い銀ぎん髪ぱつを隠かくしていた。狼おおかみを思わせる灰色の目は、今は細められ、猫ねこのようだった。

　サイラスは、グロリアに慈じ悲ひ深い眼まな差ざしを向け、微笑ほほえみかけた。

「ありがとうございます。あなたとあなたの民たみに祝福がありますように」

　就任式にはグロリアも出席した。大聖堂での厳おごそかな儀ぎ式しきの翌日、今は暇いとま乞ごいのために司教館に立ち寄ったところだった。儀式を終えた彼は少しホッとしたようすで、いつも以上におおらかに、穏おだやかに見えた。

　彼は機き嫌げん良さそうに言った。

「サー・レオンはお変わりないのでしょうか？　以前私がサクスに滞たい在ざいした時は、すっかりご迷めい惑わくをおかけしてしまいましたが」

「……さあ、彼は任を解きましたので」

「それは驚おどろきました。大変サクスのために尽つくしていると伺うかがっておりましたが」

「叔父上」

　グロリアは、上品に、女支配者としてふさわしい慈じ愛あいを持って、彼に微笑みかけた。

「あれは少々度を超こしていますよ」

　サイラスがしばらく前に送り込んできた使者についてだ。

　使者はアレンと名乗ったが、本名はバートと言って、サクスで法を犯おかした犯罪者だ。それも、殺人という大罪だ。レオンの右みぎ腕うでだったロウは、バートに弟を殺されて人生を狂くるわされた。

　レオンも、当然バートを憎ぞう悪おしているし、代官として法を執しつ行こうしようとする。

　だが、使者であるバートを捕とらえたり処しよ罰ばつしたりすれば、サイラスが侮ぶ辱じよくだとか事実無根だとか言って嚙かみついてくるのは目に見えていた。サイラスも、当然バートの身元はわかった上で送り込んできたのだろう。

　おそらく、ユリエルのことで手出ししたレオンへの、嫌いやがらせのために。

　困ったように、サイラスは眉まゆ根ねをひそめる。

「ウォール伯はくは何か勘かん違ちがいしていらっしゃるようですね。私はあなたに悪意を抱いだいたことはありませんよ、ただの一度も」

「でも、私の騎き士しがご迷惑をおかけしました。ご不快になられたのでは？」

「サー・レオンのことでしょうか。あれはこちらこそ助かりました。光とともに、聖職者が消えたというのですから……あの場はひどく混乱していたことでしょう。サー・レオンはそれを収めてくれました。彼がいなくなったことは残念ですが……いったい、何があったのでしょう。いえ、これは失礼なことを訊きいてしまったかもしれませんね」

　白々しいことだ。グロリアは、レオンと諍いさかいを起こした日、扉とびらの外で聞き耳を立てていた侍じ女じよが、バートから金を受け取り情報を流していることにとっくに気付いていた。当然、サイラスは知っているはずなのだ。レオンがグロリアの前から去ったことも、その理由も。

　レオンが、使者として送り込まれたバートを捕ほ縛ばくすると主張し譲ゆずらなかったのは、彼が出て行った理由の一つだ。

　……もう一つの理由は、もっとひどい。

「いいえ。単に、私が彼を見限っただけです、叔父上」

　グロリアは笑えみを僅わずかも崩くずさずに言い切った。サイラスは、その返答に一いつ瞬しゆんだけ笑みを見せ──すぐにそれを隠し、憂うれい顔をしてみせた。

「そうですか……けれど、あなたがそのように判断されたということは、サー・レオンはあなたの騎士にふさわしい者ではなかったということなのでしょう。私が、微び力りよくながらあなたの力になりましょう、グロリア」

　幼い頃ころのように、サイラスはグロリアの名前を呼んだ。母と姉弟きようだいのように育った叔父──血のつながりから言うと叔父ではないが、彼はグロリアのことを可愛かわいがり、愛してくれた。それはこんなふうに屈くつ辱じよくを与あたえている今でさえ、変わっていないように思えた。

　教区司祭を捕らえ、犯罪者を使者として送り込み、なお、サイラスはグロリアを愛していると言うのだろう。

　それでもグロリアは耐たえた。

　司教相手にそう簡単に事は構えられない。

　サイラスはしたたかな男だ。若くして大修道院の院長を経て司教となり、広大な領地を統すべる聖界領主として君臨している──領地はこの島の外にも及および、兵力を集めれば、グロリアと真っ正面から戦うことすらできる。

「サー・ロベールやサー・レオンがあなたの前から去っても、私の心はあなたとともにありますよ」

　穏やかな声こわ音ねでそう言って、サイラスはグロリアの手を取った。

　ロベールはグロリアの死んだ夫の名前だ。サイラスの言葉も、行こう為いも、彼にしてみればおそらく何気ないものだったのだろう。

　グロリアにとってはそうではなかった。

　サイラス自身は小こ柄がらな方だったが、手は肉厚だった。その熱く、乾かわいた手が手て袋ぶくろ越ごしに自分の手に触れた時、グロリアは反射的に彼の手を叩たたき落としていた。

　ぱあん、という、高い音が部屋に響ひびいた。

　サイラスは驚いた顔をしていたが、それはグロリアも同じだった。

　領主としてサクスを守るため、耐えねばならないこともある──頭ではわかっていたのに、手が勝手に動いていた。

　サイラスは、困り顔で微笑んでいた。

「グロリア？」

　謝罪の言葉を待っている顔だった。その顔を見た途と端たん、グロリアは絶対に謝りたくなくなった。彼女がまるで鎧よろいをまとうように美しい笑みを浮うかべると、彼も事態を悟さとった。

「……なるほど、私を拒こばむのですね、グロリア」

　サイラスは、悲しそうに微笑んだ。

「美しく、野心的なあなたが私は好きです。しかし、身の程ほどを知った方がいい。あなたは所しよ詮せん一地方領主に過ぎない。しかも女性です」

「……叔父上はいったいご自分を何者とお考えなのでしょうか？」

　何様のつもりだという問いだったが、サイラスは態度としては高圧的になることはなく、ただ内容としてはひどく傲ごう慢まんなことを言った。

「私はあなたの叔父ですよ。だからこそ、こうして忠告してあげているのです。私にはあなたを守り導く責務があります──いえ、権利と言った方が？　あまり自覚していないようですが、あなたは私の姪めいで、か弱い未亡人で、私が管かん轄かつする司教区の世せ俗ぞく領主なのです。あなたの父君も夫君もすでに亡なくなられた以上、あなたは当然私の庇ひ護ご下に入るべきでしょう」

　グロリアはすでに王の庇護を得ている。サイラスの発言は間ま違ちがっている。

「叔父であり司教であるあなたを父と思っております……けれど、そういう意味ではありませんね？」

「ええ、言ったでしょう、グロリア。これは私の権利なのです」

　グロリアは、うなじの辺りにぞわりと寒気を覚えた。けれど、顔を歪ゆがめる代わりに、彼女は笑みを浮かべ続けた。

「つまり、私は叔父おじ上うえのものだということでしょうか？」

「勿もち論ろん、そうですよ、グロリア。我々に共通して流れる血と神の御み名なにおいて、あなたは私のものなのです。黙だまって、私に従いなさい。そうすれば、私はあなたを守ってあげましょう。あなたに不利益なことは何一つありません。あの汚けがらわしい都市についても……」

　サイラスは語りながらグロリアの後ろに回り込み、髪かみを隠して首周りまで覆う寡か婦ふのベールに触ふれ、留めていたピンを外してベールをずらした。陽光に輝かがやく銀髪を見て、目を細める。

「あなたは貞てい節せつな未亡人ですが、叔父である私の前では、このようなベールを取り払はらうべきだと思いますよ」

　結ゆい上げた髪から、一ひと房ふさだけ外れて、頰ほおの横に垂れている銀髪がある。サイラスはそれに触れた。頰を指先が掠かすめる。グロリアは顔を動かし、ごく近い距きよ離りで見つめ合い、満面の笑みを浮かべたまま言った。

「触れるな、ケダモノ」

　その瞬しゆん間かん、グロリアはサイラスの敵になった。




　新司教サイラスによってウォール伯グロリアの破門宣告とサクス市への聖務禁止命令が正式になされたのは、それからしばらく後のことだった。
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　人は、ミサにおいて、キリストの肉体となったパンを食し、神との契けい約やくを確かく認にんする。

　破門されるということは、キリスト教徒としてそういった恩おん寵ちように与あずかる権利を停止されるということだ。赦しや免めんを得なければ墓地に葬ほうむられることも許されず、死んでも地じ獄ごくで永遠の責め苦を味わうことになる。破門は教会にたてついたということの証しるしであり、たとえ領主であっても、人々からの信しん頼らいを失ってしまう。

　都市への聖務禁止も似たようなもので、聖職者はその都市においてミサを挙げることが禁じられる。

「つか、なんでこんなことになったんだ？」

　ミサは停止されているはずだが、聖ブリジット教会の教区民たちは、いつものように教会の礼拝堂に集まった。教会の扉は普ふ通つうに開いていたし、礼拝堂の中も掃そう除じされて、まったく日常と変わるところがなかった。

　魚屋のジャックの疑問に、船大工の親方であるガイが答えた。

「サイラス新司教と領主様が喧けん嘩かされたらしい」

「それじゃ、その喧嘩に巻き込まれたってことか？」

「いや、司教様はサクスを異い端たんと悪徳ののさばる呪のろわれた町だとおっしゃったそうだ。サクスに大陸から異端が流入しているとな。先の悪あく魔ま憑つき騒そう動どうも、そのせいだと言うんだ。彼は市長と市参事会に、サクスの異端者を捕とらえ、排はい除じよしろと命じて──」

　ジャックが呆あきれて大きな声で言った。

「異端者なんかいるもんか！」

「しっ、声が大きい。だが、今回ばかりは市参事会もおまえと同じように思った。こりゃ単なる言いがかりだとな。実のところ、前から、あの司教様はサクスになんだかんだと文句をつけていらっしゃってな。ほら、あの御お方かただ。前に、ファーザー・ユリエルを連れ去った」

「ああ！　あの聖職者様か。なんだかんだって……あの事件より前から？」

「そうだ。市参事会の知り合いから聞いた。異端者について、ひどく口うるさい御方らしい。ファーザーも無実だったし、サクスに異端が入っているなんて話も聞かないんだがな」

　ちなみに、領主の破門理由は、【黒い羊ブラツクシープ】を匿かくまったため、だった。領主と【黒い羊ブラツクシープ】の対立を知る市民には、司教の主張が事実には思えなかった。サクスへの命令同様、言いがかりに近いものなのだろう。

　ジャックは憤ふん慨がいして、腕うでを組んだ。

「なんだなんだ、その新司教様ってのは。好き勝手に難なん癖くせつけて、権力をかさにきてるだけじゃねえか。けしからん野や郎ろうだな！」

　その言葉と声の大きさに驚おどろいて、ガイが彼をたしなめた。

「おい、声を抑おさえろ。仮にも司教様だぞ」

「だってよお」

「ガキじゃないんだから口噤つぐんでなさいよ」

　ジャックのそばを通り過ぎざまにそう言ったのは、ガイの娘むすめ、エリカだった。エリカは母親と一いつ緒しよに、女性信徒たちが集まる一角にしずしずと歩いていく。その後ろ姿を見送って、ジャックはぶつくさ言った。

「んだよー。だから嫁よめのもらい手がねえんだ」

「親切な忠告だな、ジャック」

　ガイが静かな、しかし怒いかりを感じさせる声音で言った。言われてジャックも、彼がエリカの父であることを思い出した。

「い、いやいや、いい子ですよ、ほんと！　下手へたなやつに嫁とつがせるわけにもいかないだろうし、いいんじゃないですか、ほら、ちょっとこう、第一印象がアレなくらいでも、虫むし除よけになって」

「ほう、アレ、か」

　父親の威い圧あつ感かんから逃のがれようと、ジャックは乾かわいた笑いを浮かべて視線を逸そらした。

　その時──

　礼拝堂の奥の扉とびらが開いて、ユリエルが出てきた。

　彼は、銀の香こう炉ろを持って、儀ぎ式しきで身に着ける白い祭服を着て、ストラをつけて……つまり、完全にミサを挙げる恰かつ好こうをしていた。

「あれ？」

　習慣からなんとなく集まってしまっただけで、その場にいる人間はほとんどミサを期待していなかった。何しろ、司教によってミサが停止されているのだ。

　しかし、ユリエルはいつも通り入祭の歌を歌い、香炉の煙けむりを振ふりまきながらゆっくりと皆みなの前を歩き、祭さい壇だんの前に立った。祭壇に向かって一礼し、手で十字を描えがき、福ふく音いん書しよと祭壇に口づけ……その時になって、ジャックは慌あわてて他ほかの仲間とともに聖歌隊用のスペースに駆かけつけた。

　ユリエルはジャックたちに微笑ほほえみかけ、会衆を振り返って、皆を見み渡わたした。ミサは毎日挙げられていたが、今日は日曜ということもあって、教区民の多くが集まっていた。普ふ段だんは寝ね坊ぼうしてミサをサボる者も、今日ばかりは今後どうなるのか不安になって、教会に来ていた。

　彼らの顔を一人一人、嬉うれしそうに見つめて、ユリエルは言った。

「皆さん。よく来てくださいました。今日も、一緒に祈いのりを捧ささげましょう」

　勿論、彼が聖務停止命令を知らないわけがない。

　それでも、彼は、ミサを挙げるという。

　教区民は誰だれしも不安や不満を抱いだいていたが、ユリエルの態度に驚き、顔を見合わせ、安あん堵どと痛快な気持ちを抱いて、笑いを堪こらえた。

　司教のミサ停止命令がなんだというのだ。ユリエルはミサを挙げてくれる。自分たちが間ま違ちがっていないと確信しているからだ。サクスの人々は異端の教えになど決して染まっていない。司教の言いがかりに過ぎない。きっと、それは明らかにされる。

　だから、心配することはない。

　主よ、憐あわれみたまえ──

　ユリエルとともに、聖歌隊がキリエを歌う。出だしは少し不ふ揃ぞろいだったが、その後は落ち着いた。聖堂には清らかな歌声が響ひびき渡わたり、誰もが穏おだやかな気持ちで儀式に加わった。




　時は不気味なほど静かに流れた。

　サクスへの聖務停止命令は撤てつ回かいされず、中には、すでにひと月もの間、ミサを挙げられていない教会もあった。

　しかし、今回の顚てん末まつにはあまりに司教の強ごう引いんさが目に付き、ユリエルの他にも命令を無視して聖務を執とり行う司祭はいたし、当初日和ひより見みしていた司祭たちの中にも、ミサを挙げる者が出てきた。

　九月に入り、聖ブリジットの日が近づいていた。サクスの守護聖人である聖ブリジットは、サクスに神の教えを一層広め、人々に尽つくした聖女として知られ、民たみの信しん仰こうを集めている。この日は彼女のために徹てつ夜やの祈りとミサが捧げられる。みすぼらしい聖ブリジット教会もこの時ばかりは大勢の信徒で賑にぎわい、寄進がされ、人々は聖ブリジットの棺ひつぎに口づける。

　ユリエルは日常の聖務の傍かたわら、残されていた先々代司祭の手引き書から式しき次し第だいを確認し、聖ブリジットの日の準備を整えていた。

　しかし、勿もち論ろん、静かな日常は危あやうい均きん衡こうの上にあって、ごく一時的なものに過ぎなかった。

　サクスの外に、軍が集結し始めていた。

「今のところ歩兵二千と騎き兵へいが三百騎き程度ですが、相当数の傭よう兵へいを雇やとい入れています。協定を結んでいる周辺貴族が援えん助じよするなら、もっと増えるでしょう」

　二週間ぶりに戻もどったニコラスが、そう報告した。

　軍はサクスとミルスの間にある平地に展開されていた。煮に炊たきの煙がサクス市内からも見えるほどの距きよ離りだ。林立する旗や天幕、立ち上る煙に、サクスの守備兵は緊きん張ちようを高めている。市内も、最近は騒さわがしくなった。荷物をまとめて逃にげ出す準備をする者も、ここぞとばかりに商売に勤いそしむ者もいたが、市内や近きん郊こうに家や店がある大たい抵ていの人間は、いざという時のために兵士たちと協力して準備を整えつつ、事の成り行きを見守っている。

「伯も対たい抗こうして家臣の兵力を集めようとしていますが、うまくいかないようです。破門宣告が効いています」

　破門された領主では、思うように軍も集められないだろう。

　聖具室で儀式に使う銀器の手入れをしていたユリエルは、一いつ旦たん手を止め、ぽつりと漏もらした。

「何故なぜここまで……」

　ユリエルは、サイラスの人となりを多少は知っていた。グロリアと遠えん戚せきだということも。親族ならば、何故その領地であるサクスをここまで追い込むのか。

　戸口のところに立っていたニコラスが、その疑問に答えた。

「サクスは治安は悪くとも魅み力りよくのある都市です。調べたところでは、近年は税収も上がっています。関税を以前より低く設定することで、一時的に税収は下がりましたが、違い法ほうなやり方での商品流通が抑えられ、結果的に増収したようです。関税が低ければ、危険を冒おかして密輸しようという者は少なくなりますから。また、毛織物の振しん興こうと品質の徹てつ底てい管理のおかげで、主要産業も伸のびてきています。治安が改善すれば、もっとよくなるでしょう。投資と思えば、悪くない話です」

「サイラスが、サクスを手に入れようとしているのですか？」

「そしてあなたを」

　ユリエルは一いつ瞬しゆん何を言われたか理解できなかった。

「サイラスは、あなたと【黒い羊ブラツクシープ】を差し出せと市参事会に言いました。そうして、城門を開け、軍隊を市内に入れ、自分に忠誠を誓ちかえと。伯から自分に乗り換かえろというわけです」

　その時、ニコラスが何かに気付いたようすで戸口の方を振り返り、懐ふところから細い短たん剣けんを取り出した。ハッとして、ユリエルはそれを止める。

「お待ちなさい、ニコラス──」

　扉を開けて、ジャックが飛び込んできた。

「ファーザー！　大変──？」

　ニコラスは、汗あせを流ながして息を切らすジャックの胸むな倉ぐらを摑つかみ、壁かべに押しつけた。喉のど元もとに短剣を突つきつける。

「黙だまれ」

「え？　ええええええっ、ちょ、うわ、こわっ」

　ジャックを黙らせようと、ニコラスは刃は先さきをジャックの喉にいっそう強く押しつける。息を吞のんで、今度こそ、ジャックは黙った。

　しかし、ユリエルはニコラスの後ろ襟えり首くびを摑み、ジャックから引きはがした。

「おやめなさい」

「この男はおそらく市参事会の手の者で、あなたを捕とらえようと──」

「ち、違ちがう、俺は逃げてもらいにきたんだ！」

　ジャックはそう叫さけび、ニコラスの姿をまじまじと見つめた。

「つか、あんた誰だよ。ん、どっかで見たことがあるような……」

「ニコラス、剣をしまいなさい。ここは教会ですし、この人は大だい丈じよう夫ぶです」

　ニコラスは渋しぶ々しぶ退き、ユリエルに場を譲ゆずった。

　ジャックはそのようすをぽかんと口を開けて見ていたが、ユリエルに目で促うながされて、ここに来た目的を思い出した。

「あ、そうだ、大変なんです、今あのサイラスってやつの使者が来て、市参事会に、ファーザー・ユリエルを引き渡せって言ってて……俺、マスター・ガイからそれ聞いて、すぐにここに駆けつけたんです。早く、逃げてください。このままここにいたら、ファーザーは……」

　ジャックが、そんな理由で必死に走ってきてくれたとは想像していなかったので、ユリエルは驚おどろき、温かな気持ちになって、微笑んだ。

「私のためにありがとうございます。でも、私は大丈夫。ここに留とどまります」

「な、なんで……」

「戦争が近づいているのに、私だけ逃げ出すことはできません。そうそう、今日はステンドグラスを外そうと思っていたんです。受け継ついできた、大事なものでしょう？　戦争に巻き込まれて、割ってしまうわけにはいきませんからね。手伝ってもらえますか？」

「けどよ、ファーザー……！」

　ジャックはまだ反論したそうにしていたが、ユリエルは彼の手を取り、両手で包み込むようにして、笑いかけた。

「お願いします。私に勤めを果たさせてください。この教会を守らせてください」

「ファーザー……」

　ジャックは俯うつむいて、ぽつりと漏らした。

「コンスタンティンがいりゃあ……なんて言ったのかなあ……」

「……きっと、私を怒おこったと思います」

「そうですよね。いいから逃げろって……でも、俺……」

　ジャックは泣きそうな顔を上げた。

「俺、わかります。ファーザーの言う、教会を守りたいっての、わかるし、嬉しいんです。だって、ほら、最近うまくいき始めてたじゃないですか。聖歌隊もみんなうまくなってきたし、練習で集まる時間も増えたし……次の聖ブリジットの日も楽しみだな、なんて思ってて。でも、でも危険ですよ。ファーザー、ここに残ってたら、捕つかまって……」

「大丈夫」

　ユリエルは、にっこりと、明るく微笑ほほえんだ。

「こう見えて、私結構強いんです。いざとなったら、逃げられますから。皆みなさんを守るためにも、こんなところで捕まったり、死んだりするわけにはいきません」

「いやあ……」

　ジャックはユリエルのようすを、疑うように眺ながめた。優やさしい顔立ちも、柔やわらかな金きん髪ぱつも、すみれ色の目も、確かに少々戦いのイメージからは遠い。

　けれど実際のところ、ユリエルは騎き士し団に所属し何年もの間修しゆ行ぎようを積んでいたし、その後も悪あく魔ま祓ばらい師として悪魔と戦ってきた。並の騎士よりも、腕うでが立つ自信はある。ニコラスもいれば逃とう走そう経路も確保できる。

　ユリエルは自分の胸をどんと叩たたいて言った。

「安心して。さあ、早く手伝ってください。こっちですよ」

「うーん……」

　ジャックはまだ少し疑わしげな顔をしていたが、ユリエルに連れられて、聖具室から礼拝堂に向かった。

　ふとその足を止めて、ニコラスを振ふり返る。

「そうだ、あんたも手伝えよ。えっと、ニコラスだっけ？」

　ニコラスは腕を組んだまま、傲ごう然ぜんと言い放った。

「俺は遠えん慮りよする」

「いやいや、遠慮するようなもんじゃねえよ。っていうか手伝えって。暇ひまそうな顔してるじゃねえか。あ、聖具室に布あるから持ってきてくれよ、あるだけ。外したガラスしまうからな」

「……人の話を聞かない奴やつだな。だからもてないんだ」

「なっ……、なんだよそれ、今関係ねえし、そもそも俺がもてないわけないだろ！」

　ユリエルはジャックとニコラスのようすに、小首を傾かしげた。

「あの、マスター・ジャック……いいんですか？　ニコラスはさっきあなたの首をかき切るつもりでしたが」

「またまたあ、ただの脅おどしでしょう？　この手のちんぴらって多いですよね。ほら、いいから来いって、そこのちんぴら」

「ちんぴら……？」

　それまで比ひ較かく的てき大人しくしていたニコラスの気配が、がらりと変わった。ジャックはあっけらかんとしているが、その場には不ふ穏おんな空気が漂ただよい始めている。

「さ、さあ、行きましょう」

　面めん倒どうなことになる前にと、ユリエルはジャックの背中を押した。




　半日がかりですべてのステンドグラスを外し、布につつみ、木の丈じよう夫ぶな箱にしまいこんだ。雨が入り込まないよう、空いたところには板を打ち付けたから、礼拝堂からは外のようすがまったく窺うかがえなくなった。

　だから、礼拝堂の扉とびらが開いた時、何人もの頭の向こうに光ではなくほの暗い闇やみがあるのを見て、ユリエルはちょっと驚いた。

　いつの間にか日が沈しずんでいたのだ。

　やってきたのは、サクスのお偉えら方がた──有力な商人や、親方連中で構成される、市参事会の面々だ。後ろの方に、ガイの姿も見える。ガイは今年は役職からは外れているが、以前は市参事会の一員だった。

「こんにちは、どのようなご用件でしょうか」

　ユリエルは穏おだやかな態度で彼らを迎むかえた。ジャックは敵意丸出しでさっきまで掃そう除じに使っていた箒ほうきを構えているし、ニコラスに至ってはすでに逃走経路確保のために油断なく市参事たちの動きを見張っている。

　しかし、ユリエルを捕らえるつもりで来たにしては、護衛すらいないのはおかしい。

　市参事たちの中から、市長を務める男性が進み出て、ユリエルの前に立った。市長はユリエルとほぼ同じくらいの身長があって、腕の太さは一・五倍ほどもあった。鍛か冶じ屋や衆の親方として名声を得た人物で、今も工こう房ぼうに立つはずだ。

　市長はその黒く太い眉まゆの下からユリエルを見つめて、挨あい拶さつをした。

「ファーザー・ユリエル、我々はサイラス新司教から、あなたを差し出し、門を開き、軍勢を受け入れるよう提案されました。大人しく受け入れれば、略りやく奪だつはしない、そう言っています」

　市民が最も恐おそれるのは略奪だ。扉を閉とざし、板を打ち付けても、兵士たち──特に異民族の傭よう兵へいたちはそれを壊こわして入り込み、家か畜ちくも財産も奪うばって行こうとするだろう。都市が襲おそわれ、負けるとはそういうことだ。

　勿もち論ろん、都市防衛のために、市壁へきは市内をぐるりと巡めぐって、一定の間かん隔かくを置いて見張りの塔とうが築かれ、市壁の上や窓から矢を浴びせかけたり、石を落としたり、熱湯や煮にえたぎる瀝青タールをかけることもできるようになっている。市内の男たちが総出で対処すれば、交こう替たい要員も十分だし、備び蓄ちくが尽つきるまでは市を守れるはずだ。

　しかし、備蓄が尽きるまでに相手が諦あきらめるか、援えん軍ぐんが来るかしなければ、厳しい状じよう況きように追い込まれる。

　もしも本当にサイラスが略奪を禁じるのなら、市民が財産を守るためにユリエルを売るのは、仕方のないことだ。ただ、サイラスの約束をどこまで信じるか、という問題は残るが。

　しかし、厳いかめしい市長は、こう言った。

「我々は申し出を断ることにしました。破門や聖務停止命令など、強ごう引いんなやり方をとるサイラス司教が、約束を守って略奪を禁じてくれるとは信じられません。そういった人物を領主として迎えるのもご免めん被こうむる。今後どのような無理難題をふっかけられるかわかりませんからな。そして、何よりも」

　ユリエルは、眉で潰つぶれそうな市長の黒い目に、明るい光が宿っていることに気付いた。

　市長は厳おごそかにユリエルの手をとった。

「あなたは、ミサを挙げてくださった。告解もさせてくださるし、赦ゆるしも与あたえてくださる。あなたが命令を破って我々のために尽くしてくださるのに、我々があなたを裏切ることはできません。新司教とあなたの対立は伺うかがっております。異い端たんとして告発されたと……しかしそれは事実無根であり、あなたは二度とも、無事に解放されました。ならば、我々は、彼の剣けんから、あなたを守る盾たてとなりましょう」

「市長……」

　ユリエルは呆ぼう然ぜんとして、市長と、その後ろの市参事たちの顔を見た。ガイが、大きく一つ頷うなずいた。市参事たちが集まっていることに驚おどろいた教区民たちが教会の中を覗のぞき込み、今の話を聞いて、わあっと声を上げ、手を叩いた。さすが市長！　とジャックが調子のいい言葉をかけて、笑われている。

　賑にぎやかなその輪の中心にユリエルはいて、それが彼には、とても、不思議に思えた。

　異端とされた騎士修道会の唯ゆい一いつの生き残りであると知れば、誰だれもがユリエルと距きよ離りを取った。親しく付き合えば自分まで異端と言われかねない。庇かばってくれたのは、王都の司教だけだ。

　けれど、今、サイラスに異端と告発されたと知りながら、彼らはユリエルを守ろうとしてくれている。市壁に上れば軍が見えるような状況で、それでも、ユリエルを守ると。

　ユリエルは、信じられない気持ちで首を振った。

「いけません……私は、そのような厚意に適かなう人間では」

「何をおっしゃるのです？　あなたはわからないのですか、聖務停止命令を受け、理り不ふ尽じんさに怒いかり、今後に不安を感じていた我々が、あなたの行こう為いにどれほど励はげまされたか。あなたは、真っ先にミサを挙げてくださいました。我々は神から見放されてはいない、間ま違ちがってはいない、そう言っていただけたようなものなのです。かくいう私も、こちらでミサに与あずかれると聞いて、何度か伺っているのですよ。そういう者は大勢おりましょう」

　事実、聖ブリジット教会は、聖務停止命令を受けてからというもの、ミサのたびにいつもでは考えられない数の信徒で溢あふれかえった。サクスには十以上の教会があったが、数少ないミサを挙げてくれる教会に人々が集まっているせいだ。

　市長は、力強く言った。

「今度は、我々が、あなたのお力になる番なのです」

　そうだそうだ……いつの間にか教会に入っていた信徒たちは、ユリエルの周りでそう言い、彼の肩かたを叩き、背中を叩き、彼をもみくちゃにした。ユリエルは、その痛さと、喜びとでいっぱいいっぱいになり、ただ、震ふるえる声で一言、絞しぼり出した。

「ありがとうございます……！」

　涙なみだぐんでしまったユリエルを、信徒たちはそれぞれのやり方で──叩いたり、抱だき締しめたり、キスをしたりして、祝福した。

　それを離はなれたところで見ていたニコラスは、ふんと一つ鼻を鳴らした。

　普ふ段だん無表情な彼には珍めずらしいことだが、口元が、僅わずかに笑っていた。




　久々の夜の見回りだった。

　ユリエルは外がい套とうを羽織り、カンテラを手に市内を歩いていた。斜ななめ後ろをニコラスがついてくる。

　誰もが寝ね静しずまる時間帯、サクスの目め抜ぬき通りにも、人ひと気けはない。

　道ばたにいつも転がるごみは業者が回収した後だったし、人の通りもなかったから、通りはいつもより広々として、寂さびしく感じられるほどだった。

　夜風が心ここ地ちよく僧そう衣いの中に滑すべり込み、ユリエルは、【黒い羊ブラツクシープ】を必死に追いかけていた頃ころを思い出す。

　黒衣の悪あく魔まを連れた、修道女姿の女──彼女の正体も知らなかった、あの夏の夜。

　何ヶ月も経たったわけでもないのに、ユリエルにはあの日々がとても遠くに感じられていた。

「あまり浮うかれないでくださいね」

　ニコラスが、そんなふうに言った。

　ユリエルは驚いて、彼を振ふり返る。

「な、何がですか。私は……」

「昼間のアレですよ。今もまだ足取りが落ち着かない。見回りに出ているんですから気持ちを切り替かえてください。彼らにあまりほだされないでください」

「ほ、ほだされるなんて……いえ、ほだされてもいいじゃありませんか。彼らは私を信しん頼らいしてくれたのです」

「ふん、彼らはどうか知りませんけどね、市民の中には、いざとなったらあなたを売り渡わたそうって人間もいるでしょうよ。用心を忘れたら痛い目に遭あいますよ」

　ニコラスは深く被かぶったフードの下でそう嘯うそぶく。ユリエルは否定したかったが、ニコラスの言葉に真実が含ふくまれているのにも気付いていた。

「それは……わかっています。でも、気を抜ぬいたり、浮かれたりはしていません。悪魔の兆候がある以上、今の私はただの悪魔祓ばらい師です」

「ならいいんですがね」

　ニコラスは相変わらずのふてぶてしい態度でそう言った。

【黒い羊ブラツクシープ】とともに悪魔が去ったはずのサクスに、再び悪魔の兆候が現れていた。

　聖剣が、震えたのだ。

　聖剣をしまいこんでいる櫃ひつががたがたと鳴るほどの激しさで。

　今も、そこまで激しいものではないが、触ふれればわかる程度は震えている。

　ユリエルは外套の下で、聖剣の柄つかに手を置いて呟つぶやいた。

「この強さ……よほど強力な悪魔なのかとも思いましたが、悪魔の気配だけではなく、何か……違ちがう性質の気配もあるような」

　今までに経験したことがないような、嫌いやな気配を感じていた。

　それは、もしかすると戦争を控ひかえたこの空気のせいかもしれない。胸が重くなるような緊きん張ちよう感かんが、サクスの至る所で感じられた。人々が神経質になり、怒おこりっぽくなっているようにも感じる。工こう房ぼうでは剣や弓矢がいつになく大量に作られているし、市外にある畑が略奪されたという噂うわさも入っている。

　その時、触れていた聖剣が、突とつ然ぜん強く震えた。人が泣き叫さけぶような音が、頭の中に響ひびく。

　しかし、ニコラスのようすは変わらない。彼には聞こえていないのだ。

　聖剣を通して、ユリエルにだけ、聞こえている。

「近い……？」

　呟き、音が聞こえたと思われた方向へ、ユリエルは駆かけ出した。




　たどり着いた先には、黒い煤すすで汚よごれた平屋の建物があった。

　かつてはエールの醸じよう造ぞう所だったが、二週間ほど前に原因不明の火事に遭って、放置されていた。屋根と壁かべの一部は燃え落ち、剝むき出しになった梁はりと柱が、巨きよ大だいな魚の骨のように夜空に浮かび上がっている。

　不幸中の幸いだったのは、水辺にあり、他ほかの建物とは多少離れていたために、燃えたのはこの醸造所一つで済んだことだ。

　けれど経営者はまだ資し金きん繰ぐりに苦労しているらしく、醸造所は建て直される予定は勿もち論ろん、取り壊こわされる気配すらなかった。

　焼けこげた臭においが、まだ鼻を突つく。

　ユリエルは燃え残った扉とびらを開けて中に入り、それにニコラスも続いた。

　かろうじて使えそうなものは運び出されたのだろう、そこには瓦が礫れきしかなかった。板張りの床ゆかはまだ一部残っており、その上に屋根か壁の一部だったのだろう木材の燃え残りが積み重なっている。

「……足あし跡あとがあります」

　ニコラスが屈かがみ込み、床を見下ろして言った。床には黒い煤が積もっていたが、指し摘てき通り、そこに誰かの靴くつ裏の跡がついている。燃え残ったこの建物に、入り込んだ者がいる。

「しかし、何もありませんね」

　口ではそう言いながらも、ユリエルは『何か』を感じていた。聖剣を通して、その『何か』の気配が伝わってくる。うなじの毛が逆立ち、冷たい汗あせが肌はだを滑り落ちる。

「ユリエル様、こちらに」

　ニコラスは足跡を追って、瓦礫のそばにたどり着いていた。瓦礫には、動かした形けい跡せきがあった。足跡はその手前で消えている。

　彼らは、瓦礫をどかした。

　地下へ続く階段が、ほとんど無傷の状態で残っていた。

「倉庫か、貯蔵庫だったのでしょうね」

　階段の先をカンテラで照らして、ニコラスがそう言った。ユリエルは先に行こうとする彼を制して、先に立ち、階段を降り始めた。

　地下は、確かに、倉庫か、貯蔵庫として使われていたようだ。燃え残ったものはすでに運び出されているらしく、がらんとした空間が広がっている。足あし下もとは土が剝き出しで、壁は板で補強されている。二つのカンテラでは、倉庫の全体を照らすことはできなかった。

　しかし、十分だった。

　階段の陰かげから、ローブ姿の人物が躍おどり出た。

　その人物は、突然、ものも言わず、ユリエルに体当たりしてきた。手に短たん剣けんが見える。

　ユリエルは短剣を持つ相手の腕うでを摑つかんで引き、姿勢が崩くずれたところで、足をかけて転ばせた。

　べしゃ、と倒たおれた青年の腕を背中に回し、押さえ込む。

「触さわるな……！」

　若々しい声だった。

　フードが外れ、その蜂はち蜜みつ色の髪かみがばらりと広がる。苦しそうに顔をしかめて、見上げてくるのは、愛あい嬌きようがある、大おお振ぶりの青灰色の目──

　青年の声を聞いて何かに気付いたようすのニコラスが、叫ぶように言った。

「その男がアレンです！」

　それと同時だった。

　生ぬるい風が倉庫の奥から吹ふき寄せ、風に乗った何百もの真っ黒い羽が、ユリエルとニコラスを取り囲むように渦うずを巻いた。まるで、小さな竜たつ巻まきのようだ。肌を切り裂さき、目をつつく。

「つ──」

　目を開けていられず、腕で顔を庇かばった時、倒れていたアレンが、立ち上がってニコラスを突きとばし、階段を駆け上がった。

「ニコラスは彼を追って！」

　ニコラスは命令に従い、素す早ばやく身を翻ひるがえした。

　そして、鴉からすの羽は、その場に留とどまったユリエルの前に集まり、一つの黒い人ひと影かげとなった。

　長身瘦そう軀く、おそろしいほどに血色の悪い男だ。瘦やせすぎて骸がい骨こつのようで、目は落ちくぼみ、頰ほおは瘦こけていたが、それでも不思議と中性的な、妖よう艶えんな美しさを漂ただよわせていた。

　そして、身に纏まとうのは、色いろ褪あせたマント。

　彼のそばではカンテラの光すら、色合いと輝かがやきを失っていた。

　光が届かない薄うす闇やみの中に沈しずんで、男は微笑ほほえんでいた。

　つられるように、ユリエルも微笑んだ。

「また会いましたね」

　男は、それには答えず、マントを翻し、黒い塊かたまりとなってユリエルにぶつかってきた。

　ユリエルは押し倒されて、階段の上に転がった。のしかかられ、身動きを封ふうじられ──それでも、男の牙きばがユリエルの肌に食い込むことはなかった。

　ユリエルが抜いた聖せい剣けんが、男の牙をがっちりと受け止めていた。

　聖剣が、ぶるぶると震ふるえている。

　聖剣の輝きを見て、男は──そう、以前にも教会で見かけた錆さびついた色合いの悪あく魔まは、恐おそれるように身を離はなし、後あと退ずさった。

　ユリエルは立ち上がり、聖剣を構える。

　獲え物ものが来たと勘かん違ちがいしていたらしい悪魔に向かって、ユリエルは誘さそうように言った。

「ほら、おいでなさい。それとも、無力な者でなければ、怖こわくて近づくこともできませんか？」

「人の子風ふ情ぜいが……！」

　悪魔はその病的に細く美しい顔を歪ゆがめて牙を剝いた。

「玩具を持ったからと、図に乗るな」

　ユリエルは、にっこりと笑った。




　ユリエルは悪魔の腹に聖剣を半ばまで突き刺さしていた。聖剣の切っ先は地面に食い込み、悪魔はもがくが、逃にげ出せないでいる。すでに体中の傷から、魔ま力りよくが黒い羽となって流れ出ている。

　何枚もの羽が、宙に舞まっていた。

「玩具の味はいかがですか？」

　剣の柄つかに手を掛かけ、力を入れたまま、ユリエルはそう言った。

　悪魔には、まだ、余よ裕ゆうがあった。

「面おも白しろい……剣だな」

　口は、にやあ、と笑っている。ユリエルは小首を傾かしげた。

「変わった感想ですね。それで、どうしますか？」

「どう？」

「正直に罪を告白し赦ゆるしを乞こうか、口を割る気になるまでもう少し粘ねばるかです」

「っ、はは！　面白い。どちらもあり得ぬ。身の程ほどを──」

　悪魔の喉のどから魂たましいを削けずられるような悲鳴が漏もれた。聖剣が、悪魔の魔力を吸い取っている。散らばる羽の量が多くなり、しかもそれが次々と宙に溶とけるように消えていく。

「質問は二つ。三さん位み一いつ体たいの御み名なにおいて答えなさい。一つ目。この街で何をたくらんでいるのですか？」

「はは、ははははは！　流血と混乱こそ生きる糧かてだ。わかっておろう、司祭よ。ふ、はは！」

　悪魔はのけぞり、ただけたたましい笑いを漏らす。

「では、二つ目。あなたを完全に滅ほろぼすには？」

「ふ、は、は、無理だ。我らは、決して、消えることなどない。我らには役目がある。それは、この世界に、必要な……」

「サイラスの野心をかき立て、罪に走らせているのはあなたでしょう？　争いをこの地に起こそうとしている……この戦争がこの世に必要なものだとは思えません。これは、あなたが引き起こした戦争だ」

「いいや！　争いの火種はあった──私はそれに息を吹きかけただけ。炎ほのおが燃え上がったのは、おまえたちの問題だ」

　ユリエルは、悪魔の存在が希き薄はくになっているのを感じた。姿を保てなくなり、腕や足から、徐じよ々じよに黒い羽になって、消えていく。

　もう一いち撃げき食くらわせれば、悪魔は力ちから尽つきるだろう。

　魔力をすべて失えば、悪魔は地じ獄ごくへ送り返されることになる。そうして、また回復した頃ころに、サクスに戻もどってくるのだ。

　ユリエルの脳のう裏りに、昼間の教会での出来事が浮うかぶ。

　悪魔から、この街を守りたい。

　そのために、何をすればいいのか。

「あなたがたは、何故なぜ蘇よみがえるのですか？」

　悪魔は歪んだ笑えみを浮かべた。

「は、そんなことも知らなかったのか。我らの本質は地上にはない。地上での死など、仮の死に過ぎぬ」

「本質は地獄にあると？」

　それは、ユリエルが今までの経験から導き出した答えと一いつ致ちした。

「わかりました。地獄にあなたを送り返します」

　ユリエルは聖剣を鋭するどく引いて、悪魔の腹を切り裂いた。

　傷口から、ぱっと黒い羽が飛び散る。

　悪魔は笑みを深めた。

　仰あお向むけに倒れた悪魔の背後で、床ゆかが鳴動した。さっきまで存在していた地面は崩れて、奈な落らくが顔を覗のぞかせる。遠く、微かすかに、炎の赤みが見える。本来なら、ユリエルを残して、悪魔はその奈落に吞のまれて姿を消すはずだった。悪魔は地獄へ戻り、力を回復して、またこの地に戻る。開戦は少し遅おくれるかもしれないが、ほんの少しだ。サイラスはもう止まらない。

　けれど、ユリエルはがっちりと悪魔の腕を摑み、悪魔がまったく想像もしていなかったことを口にした。

「あなたの本質はあちらにある。それなら、地獄であなたを滅ぼせば、あなたは消しよう滅めつするはずです」

　悪魔は絶句し、次の瞬しゆん間かん、聖剣から逃のがれようと激しくもがいた。

「バカな、地獄へ行けば貴様も……」

「いえ、元々、地獄行きは望むところです。あなたを滅ぼせる上に、地獄へ行けるのなら、それは素す晴ばらしいことなんですよ」

「放せ……！」

　黒い羽が、ユリエルの身体からだに襲おそいかかった。頰や腕うでに切り傷ができ、額から流れた血が目に入った。それでもユリエルは離れず、むしろいっそうしっかりと悪魔の身体を押さえつけた。

　奈落の先へ、悪魔の身体を押し出す。

　悪魔の背後で、最後に残っていた地面が、崩くずれる。

「ユリエル様！」

　絶ぜつ叫きようが聞こえ、顔を上げると、ニコラスが階段の上に立って、こちらへ手を伸のばしていた。

　しかし、ユリエルはその手を取らず、悪魔とともに、奈落へ落ちた。

「ユリエル様！」

　悪魔を飲み込んだ奈落は、すみやかに閉じて、地面は元のように堅けん固ごになった。

　地下室に、そんな穴が空いた形けい跡せきは、欠片かけらも存在しなくなった。
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　血の味がする。

　鉄錆さびたその味に顔をしかめ、ユリエルは身体を起こす。いつの間にか口を切っていたのか、それとも──

　今し方、口に入った大地の味か。

　そこは、赤い炎が教会の尖せん塔とうよりも高い位置まで吹ふき上がる、荒こう野やだった。

　赤い大地に横たわっていたユリエルは、色いろ褪あせたマントの悪魔の腕をまだ摑つかんでいた。もう一方の手には、聖剣がある。

　吸う空気は熱く、汚よごれて、呼吸をするだけでも苦しくなるが、聖剣をしっかりと握にぎり直すと、多少マシになった。剣が守ってくれているのかもしれない。

　ユリエルは、ぐったりと横たわったままの悪魔の上に仁に王おう立だちになった。今の悪魔は、失ったはずの手足を取り戻していたから、すでに魔力も多少回復しているのだろう。

「しかし、これで終わりです」

　その動かない背中に、ユリエルは聖剣を振ふり下ろす。

　だが、剣は悪魔の手に摑まれた。

「ふ……ふふふ……」

　不気味な笑いを漏らして、悪あく魔まが身体をねじり、ユリエルを振り向く。剣けんは引いても取り戻せない。それまででは考えられない程の力だ。

「地上でのように、うまくいくと思ったか」

　悪魔は心ここ地ちよさそうに笑い、立ち上がった。剣を摑んだ手から、血の代わりにひらひらと黒い羽が零こぼれ落ちる。

「ここは我らの領域だ。地獄の空気はひと味違ちがうだろう？」

　確かに、身体が重い。まるで四し肢しにまとわりつくようで、粘っこいような、水の中にいるような抵てい抗こうを感じる。

　しかしユリエルは、強引に剣を振り上げ悪魔の手を切り裂くと、鋭く剣を突つき出し、その胸に突き立てた。

　悪魔は自分の胸に突き刺さった剣を見やり、笑った。

「そう、それでも、おまえならば私に一撃食らわせられるだろう」

　魔力が聖剣によって吸い出されていく。悪魔は瞬またたく間に黒い羽になって、虚こ空くうに消えた。

　ユリエルは、息を吐はいて、剣を下ろした。

　これであの悪魔は滅ぼされたのだろうか。そうだと良いが──

　ユリエルは、あらためて周囲を見回した。

　空は吹き上げる炎で赤く照らされ、視界の果てには黒々とした影かげがある。あれは、山脈だろうか。山の形からここがどこかわからないだろうかと考えて、ユリエルは苦く笑しようした。わかるわけがない。

　ここは、地獄なのだから。

　しかし不思議と、焦あせりも、恐おそれも感じずに、ユリエルはその大地に立っていた。

「コンスタンティン助祭……」

　呟つぶやきに応こたえる者は、今はいない。

　今は、まだ。

　ユリエルは一度祈いのりを捧ささげ、それから、歩き出した。
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　瞼まぶたがゆっくりと開いた。

　枕まくら元もとで、上半身だけベッドにもたれかかるようにしていたコンスタンティンは、それに気付いて、がばりと身体を起こした。

　瞼の向こうに、煌きらめく赤い眼まな差ざしが見える。

　鮮せん血けつのような赤い目が、天てん蓋がいを見つめ、傍かたわらのコンスタンティンを見つめる。

「……妻か？」

「そうだよ」

　ホッとして、コンスタンティンはそう答えた。

「ここは……吾わが館やかたか」

　悪魔は起きあがろうとするが、コンスタンティンはその肩かたを押さえつけた。

「ダメだ。寝ねてろよ」

「睡すい眠みんなど、吾わが輩はいには必要ない」

「でも、倒たおれたんだぞ」

「倒れた……」

　コンスタンティンの言葉を繰くり返す。そうしてようやく、彼は何が起こったのか、理解した。

「そうだ。吾輩は、倒れたのだ。何故なぜ、館にいるのだ？」

「そりゃ、僕が背負って帰ってきたからだろ」

「なんだと!?」

　悪魔は仰ぎよう天てんして、今度こそコンスタンティンの手をはね除のけて飛び起きた。

「それはおかしいぞ。川を越こえて、荒野を越えて、戻もどったというのか？　人であるそなたが？」

「道順を覚えてきたって言ったろ」

　途と中ちゆうで空腹と睡眠不足でふらふらになった。たぶん、体感としては二日くらいはかかったんじゃなかろうか。しょっちゅう亡もう者じやや地じ獄ごくの生き物に見つからないよう身を隠かくしたために、悪魔と行った時よりもずっと時間がかかってしまった。

「そうか……」

「ちょっとは考え、改めたか？」

　コンスタンティンは、得意になって、彼の顔を覗のぞき込んだ。

「君は僕を甘やかしすぎだよ。魔ま力りよく、使いすぎてないか？　今回倒れたのも……」

「甘やかしたかったのだ」

　悪魔は不服そうに言って、コンスタンティンの頰ほおにかかっていた髪かみを払はらい、頰に触ふれた。

　コンスタンティンは、その手をつねりあげた。

「こっちは、二度と目を覚まさないんじゃないかって、不安になったってのに」

「そうすれば、そなたも死んでしまうからな」

　コンスタンティンは、思わず手が出た。ごつ、と拳こぶしを悪魔の頭に振り下ろす。悪魔は、痛みは感じていないようだったが、わけがわからないというようすで眉まゆをひそめた。

「なんだというのだ」

「あのな。別に僕は自分が死ぬから君のことが心配になったんじゃないぞ。単に、君に生きてて……そばにいて欲しかっただけだ」

　悪魔が、目を瞠みはる。

「そばに？」

　あらためて聞き返されて、コンスタンティンの頰に血が上る。

「ああもう、なんだよ。こんな地獄で、他ほかに誰だれと一いつ緒しよにいろっていうんだ！」

「……一人の方が何かと過ごしやすいかと思ったのだが、違うのか？」

「そりゃ、正直一人になりたいこともあるけどさ。でも、別に、もう少しそばにいても……いいかな、とは」

　妙みように恥はずかしくなって、コンスタンティンは最後の方はもごもごと口の中で言った。

「そうか」

　悪魔はコンスタンティンの頰をもう一度撫なでた。それが妙に腹立たしくなって、コンスタンティンは、彼の手の甲こうをもう一度思い切りつねった。

「調子に乗るなよ！」

　けれど、うまくいかない。

　悪魔は大人しくなるどころか、コンスタンティンの腕うでを引き寄せて、彼女を抱だき締しめた。

　ベッドの上で抱き締められ、さすがにコンスタンティンも焦り始める。

「こ、こら」

　どうしたらいいかわからなくなって、いつまでも自分を抱き締める悪魔の胸を、とんとんと叩たたく。悪魔は、彼女を抱いたまま、耳元で囁ささやいた。

「そなたに見せたいものがある」

　静かな声こわ音ねだ。

　覚かく悟ごか、強い意志のようなものを感じさせる声だった。




　庭の片かた隅すみには、コンスタンティンがそれまで一度も入ったことがない、石造りの塔とうがあった。

　塔の扉とびらには錠じようがかけられ、彼女の指先をもってしても開けられなかった。

　悪魔は、その扉の錠を開け、塔の中に、彼女を導いた。

　螺ら旋せん階段を延々と上った先に、小部屋があった。

　部屋の中央には、ベッドがある。

　天蓋のついた豪ごう華かな黒こく檀たんのベッドは、コンスタンティンの部屋にあったものとお揃そろいのようだった。

　天蓋から垂れる紗しやの向こうに、人の姿が見える。

　誰かが、横たわって寝ている。

「何……誰？」

　尋たずねても、悪魔は答えてくれない。

　コンスタンティンは、自分で紗に手をかけ、それを左右に開いた。

　ベッドに寝ていたのは、若い男性だった。

　年は二十代の前半か。おそろしく整った顔立ちの、黒くろ髪かみの青年だ。古いにしえの貴族のような古風なチュニックを着て、ズボンを穿はいている。手を胸の上で組み、目を閉じたさまは、眠ねむっているようにも、死んでしまっているようにも見えた。確かに、死者のように、その顔は白い。

　そして、彼は今コンスタンティンの後ろに立つ悪あく魔まにそっくりだった。

「吾輩の【根源】だ」

　根源。

　悪魔の魔力の源となるもの。

　存在の根本──

「でも、これ……！」

　信じられない思いで振ふり返ったコンスタンティンに、悪魔はあの静かな声音で語った。

「吾輩の、かつての肉体だ。古の神と一つになる前のな。つまり、正確には、これが『ミディール』だ」

　コンスタンティンは、もう一度ベッドの上で眠るように横たわる青年の顔を見た。彼の肌はだは白かったが、悪魔ほど青白くはなかったし、髪にも青みがかったようなところはない。きっと、あの目を開ければ目の色も違ちがうのではなかろうか。

「でも、これ、人間じゃないの……？」

　わけがわからず、コンスタンティンは美しい青年を見つめ、そう呟いた。
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　悪魔が作った白い光に照らし出された青年は、物言わず横たわるだけだ。

「覚えているのは、飢き餓が感かんだけだ」

　悪魔は、ミディールだった頃ころのことを、そう語った。

「何をしても満たされることがなかった。追い立てられるように、様々なものを手に入れようとした。最後に行き着いたのが、超ちよう常じようの力を得ることだ。古に神と呼ばれた者の力だ。そなたらの神とは違う、大地そのものの力……それと一つになり、吾わが輩はいはかつての肉体を捨て去った。けれど今も、古い肉に縛しばられている」

　コンスタンティンはベッドの傍かたわらに座り込み、呆ぼう然ぜんとしていた。

「でも、悪魔が人だったなんて……ううん、人が悪魔になったなんて。そんなの……」

「すべての悪魔が人だったわけではない。そうではない者の方が多いだろう。だが、中には吾輩のようなものもいる。それに、人だったと言っても、もう吾輩はその頃のことなど覚えておらぬ。人の心も、やり方も、吾輩には理解できぬ事こと柄がらだ」

　それでも、コンスタンティンとの接せつ触しよくで、思い出すところもあったのだろう。

　今コンスタンティンを見つめる悪魔の眼まな差ざしは、以前よりも遥かに、人に近いものに見えた。

　いいや──コンスタンティンは気付いた。悪魔は、以前から、一つだけおかしなところがあった。

　悪魔なのに、人ひと肌はだを求めていた。

「そうか……今も、その肉体が【根源】なんだから、影えい響きようは受けてるはずだ。覚えてなくても、意識しないで、君は人間の温ぬくもりを求めてたんだ」

「……好きに解かい釈しやくするがよい」

　悪魔はそう言い、自分の手をじっと見つめた。

「……最近、よくそうするね。何か、あるの？」

「力を失っている。いや、言っておくが、そなたのために使っているからではない。そもそも、魔力を回復できぬのだ。地獄にいるというのに、おかしな話だ。だが、少しわかった」

　悪魔は力を失うとどうなるんだろう。考え出すと怖こわくて、コンスタンティンはそれよりも目先の疑問に飛びついた。

「わかったことって、何？」

「おそらく、吾輩は悪魔から離はなれすぎているのだ。人の部分が大きくなりすぎている……だからこそそなたが言うように肌が色づき、この手にも血が巡めぐりつつある。無論、本物の血ではなく、吾わが肉体が勝手に人の血のようなものを作り出しているだけだが」

「人に近づく……」

「だから、魔ま力りよくを失う。本来人は魔力を持たぬものだからな。魔力がなければ、悪魔は存在を維い持じできぬ。つまり消しよう滅めつする」

「消滅」

　死ぬのではなく、消滅。

　コンスタンティンは、よろめきながら立ち上がった。

「どうにかならないのか……？　今からでも、何か」

「人の心を捨てればよい。悪魔にもう一度近づけばよいのだ」

「じゃあ、そうしろよ！」

　悪魔は、彼女の目を見て、きっぱりと、子どものように言った。

「いやだ」

「い……いやじゃないだろ！　消えるわけにはいかないだろ、そんな──」

「人の心を捨てるというのは、そなたへの愛を捨てるということだ。そなたに関かかわる記き憶おくと感情を手放すことになろう。それはいやだ。そなたが特別でなくなるのはいやだ。そなたの存在が、吾が心から永遠になくなるのは、耐たえられぬ」

「だからって……！」

　コンスタンティンは悪魔の胸を強く叩たたいた。その拳こぶしを、彼は包み込むように握にぎった。

「吾輩はこの塔にこもる。そなたは……」

　コンスタンティンは、彼の口を手で塞ふさいだ。

「言うな！　僕は残る……君のそばに残るからな！」

　地上に帰す、と。

　彼は言うつもりだったのだろう。自分が消え去れば、コンスタンティンを地じ獄ごくで守ることができなくなるから。

「死ぬ時は一いつ緒しよだ。君が消えたら、僕もここで朽くちる。それでいい。それでいい！」

　コンスタンティンは、悪魔の口から手を離し、両手で彼の頰ほおを左右から包み込んだ。

「一人でひっそり消えるなんて、そんなの絶対許さない」

「……しかしそなたは、地上に心残りがあるはずだ」

　その瞬しゆん間かん、コンスタンティンの頭にはサクスの人々の顔が浮うかんだ。

　胸の中でだけ、彼らに別れを告げる。

「もう、いいんだ。僕が間ま違ちがっていた。サクスを守りたくて、君に無む茶ちやをさせた。でも、きっと、信じるべきだったんだ。みんななら大だい丈じよう夫ぶだって。あの人なら、任せておけるって……」

「妻よ」

「こういう時は、名前を呼ぶもんだよ、ミディール」

「コンスタンス」

　悪魔は彼女を抱だき寄せて、その名前を囁ささやいた。

　何よりも深く愛されていることを感じて、コンスタンティンは目を閉じた。

　閉じた瞼まぶたの上に、優やさしいキスが降ってきた。
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　地獄はつまらないと思っていた。




　亡もう者じやの悲鳴は聞き飽あきたし、温度は冷たいか熱いかしかない。悪魔は役目を課されていたり、好き勝手やっていたり、他ほかの悪魔と喧けん嘩かしていたり色々だが、皆みな自分の仕事で忙いそがしくて、交流はほとんどない。

　地上はそれに比べればマシだが、長居すると悪あく魔ま祓ばらいだなんだと追いかけられて面めん倒どう臭くさい。

　だから時々乙女おとめを連れ去って、愛めでて、死んだらその魂たましいが天に昇のぼっていくのを見届けた。

　そうやって、柔やわらかな温もりに触ふれ、優しい色合いの魂を眺ながめる時だけは、なんとなく気分が良かった。もしかすると、鴉からすが光り物に飛びつくのと似たような感じだったのかもしれない。きらきらして、綺き麗れいだから、取っておきたい。そんな感じだ。

　ところが、新しい花はな嫁よめ、最後の花嫁は、まったく、そんな感じではなかった。

　確かに彼女は温かくて、柔らかくて、誰だれよりもきらきら輝かがやいていたが、見守っていても気分よくはならなかった。むしろはらはらして、腹が立って、困ることばかりだった。

　それでも、他の誰より、目を離せなかった。

　諦あきらめが悪くて、意い地じ汚きたないくらいなのに、そこがなんだか面おも白しろくて、飽きなくて。




『吾輩はそなたの心が欲しいのだ……』




　気が付いたら、そう思うようになっていた。

　地上を離れて地獄へ行く恐きよう怖ふ、愛した人々と別れる悲しみ……彼女が苦しんだり絶望したりすると、彼も落ち着かない、嫌いやな気持ちになった。

　そう、これが共感か、と彼は胸の中で思ったものだった。本当は少しずれていたのかもしれないが、彼にしては上出来だっただろう。

　正直途と中ちゆうからは、地獄に連れ去ることはどうでもよくなっていた。むしろ地獄での暮らしは彼女本来の輝きを奪うばってしまう気がしたし、彼女が瘴しよう気きに中あてられて短命になってしまうのも嫌だった。

　地獄に来てからの彼女は、明るく振ふる舞まっていても考え込むようなことが多く、彼は彼女のそばにいて、手や頰に触れていても、以前のような単純な喜びは得られなかった。

　苦しくて、どうしたらいいかわからなくなる。

　それが、悲しいとか、切ないとかいう気持ちなのだと、彼は気付いた。

　彼女と過ごす時間の中で、彼は一つ一つ、感情を獲かく得とくしていた。

「吾輩はここでずっと寂さびしかったのかもしれぬ」

　話の途中、そう呟つぶやくと、彼女はびっくりして目を瞬またたかせた。

「ずっと？　悪あく魔まになった時から？」

「そうだ」

　それが何百年前からのことなのか、彼でも正確にはわからなかった。

「いや、もっと前からかもしれぬ。しかし、それが寂しいという感情だと、たぶん、ずっとわからなかったのだ。地獄はつまらぬと思っておったが、それはたぶん、寂しいということだったのだ」

　人であった頃ころは、いつも焦しよう燥そうに駆かられていた気がする。

　悪魔となってからでもそれは根本的には変わらなくて、満たされなくて、虚むなしくて、ただ時間をやり過ごしていて。でもそれは当たり前のことで。

　ようやく、彼女と出会って欠けていた部分が満たされたように思えて、気付いたのだ。

　代わりに得たものは、決して心ここ地ちよいものばかりではなかったが──

「もしも、吾わが輩はい、人であった頃にそなたに出会っていたならば、悪魔にはならなかったかもしれぬ」

「……ミディール」

　泣きそうな顔で彼女が呼ぶから、不安になって、彼は言った。

「吾輩が死んでも悲しんではならぬぞ。泣いてはならぬ」

「……あのな」

　彼女は彼の髪かみを引っ張って、姿勢を低くさせて文句を言った。

「無理を言わないでくれ」

「……？」

　どうして無理なのかわからなくて、彼は困ってしまう。

「何故なぜだ？」

「何故ってねえ……」

　彼女はぼりぼりと頭を搔かいて、少し照れたような顔で言った。

「僕は、君のことが好きなんだよ」

　彼は言葉も出ないくらい驚おどろいた。

　好き……。

　気持ちが、突とつ然ぜん浮うき立った。

　けれど感情を表現する方法は人であった頃からほとんど知らなかったから、どうしたらいいかわからなくて、ただ平へい坦たんな声で答こたえた。

「そうか」

「そうだよ」

　彼女が苦く笑しようする。苦笑でも笑ってくれたことが嬉うれしくて、彼はもう一度、そうかと呟く。

「そうだって」

　彼女は、もう少しだけ、笑ってくれた。

　それだけで、世界が明るくなった気がした。

　彼女がいる地獄ここは、もう、つまらなくなんかない。
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　ベッドのそばで、床ゆかに座り込み、ぽつぽつと、様々なことを話した。コンスタンティンの幼いころのこと、悪魔が見てきた世界中のいろんな国のこと。

　悪魔のことでまだ知らないことがたくさんあって、コンスタンティンは驚いた。今までよりずっと彼が人間くさく感じられる話もあったし、逆に、やっぱり悪魔だなと思う話もあった。

　どんな話でも、一つでも多く彼について知ることができるのは嬉しかった。

　彼を、愛していると思う。

　彼が望む愛の形とは、少し違ちがうかもしれないけれど。

　でも、愛している。たとえ自分がどうなっても、彼の最さい期ごを看み取とりたいと思うくらいに。

　彼は無防備なくらいにあけすけで、人ではないからこそ純じゆん粋すいだった。

　失った温ぬくもりを幼子のように真っ直すぐに求めていた彼に、最期の瞬しゆん間かんまで、自分の温度を感じていて欲しい。

　それが、今、コンスタンティンの一番の願いだった。

　疲つかれて、時折彼にもたれて眠ねむり込んだ。触れ合う手が、絡からみ合う指が、寄り添そう頰ほおが、以前と比べると確かに温度を持っている。

　彼は人に近づきつつある。

　その温度を感じるたび、コンスタンティンは、嬉しさと悲しみに引き裂さかれそうになる。彼が愛を感じているのだという喜びと、もうこれ以上人に近づかないでと願う気持ちと。

「ん……」

　胸の苦しさに、コンスタンティンは小さく呻うめいた。悪魔は彼女の顔を不安そうに覗のぞき込んだ。

「どうした」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　空気が、これまで感じたことがないくらい、重い。

　呼吸が苦しく、身体からだを動かすのにも抵てい抗こうがある。まるで水の中にいるみたいだ。

　胸を押さえてしまったコンスタンティンを見て、悪魔は事態を悟さとった。

「吾わが魔ま力りよくで、守りきれなくなってきたのだ」

　人に近づき、悪魔の魔力が急速に失われているのだろう。コンスタンティンは、大丈夫ともう一度言おうとした。

　けれど、その前に、呼吸が楽になった。

「これでいいか？」

　悪魔が、そう確かく認にんしてくる。

　また、彼に力を使わせたのだ。

「ごめん……」

　謝るコンスタンティンをじっと観察し、悪魔は不思議そうに言った。

「これだけ人に近づいたというのに、吾輩はまだ人のことがよくわからぬな」

「え……」

「吾輩、そなたが何故謝るのかわからぬ」

「そりゃ、君に力を使わせたからだよ。僕は君のために何もできないのに」

「それは真実ではない」

　悪魔は、コンスタンティンの髪を撫なで、気負うでもなく、言った。

「そなたがいるだけで、吾輩は満足なのだ」

「…………」

　コンスタンティンは笑おうとした。笑えみを浮うかべることはできたと思う。

　でも、目からは涙なみだが溢あふれてしまった。

「泣くな」

「泣かせたのは、君なんだよ」

　涙を拭ぬぐってそう言うと、彼は頰を僅わずかに赤らめて、すまぬ、と呟いた。

　けれど──

　急に、悪魔の顔から血の気が引く。

　表情を引き締しめ、彼はいきなり立ち上がった。

「ミディール!?」

「侵しん入にゆう者だ。これは──」

　それまでの弱々しさはなりを潜ひそめた。悪魔は突とつ然ぜん黒い靄もやになったかと思うと、窓から外に飛び出した。コンスタンティンは窓辺に駆かけ寄り、庭を見下ろす。黒い靄はもう見えない。

「何が──侵入者？」

「そなたはそこにいるのだ」

　声だけが、耳元にそう囁ささやいた。

「ミディール？　おい、どうしたんだ！」

　呼びかけても、もう答えはない。彼は侵入者とやらを撃げき退たいしにいったのだろう。【錆さびの悪あく魔ま】が反はん撃げきを仕し掛かけてきたのだろうか。それとも他ほかの悪魔が？　どちらにせよ、彼は弱っている。

　助けが必要だ。

「放ほうっておけるか……！」

　コンスタンティンは忠告を聞かず、塔とうの階段を駆け下りた。




　どぉん、という音が、時折聞こえた。

　しかし、やがてその音も聞こえなくなった。

　コンスタンティンは焦あせって、屋や敷しき中を駆け回った。白い大理石の部屋も、フレスコ画の部屋も、動く彫ちよう像ぞうの庭も……けれど、悪魔の姿は見えなかった。

　麻あさのドレスが足にからまる。裸足はだしのまま、ぺたぺたと床を、地面を蹴けり、何枚もの扉とびらを開け、幾いくつもの通路を駆け抜ぬけた。

　そして、何十枚目かの扉を開けた時。

　扉の向こうからこちらに飛び込んできた人間と、ぶつかった。

「！」

　悪魔の敵か、と思い、コンスタンティンはすぐに距きよ離りを取って身構えた。

　……白っぽい柔やわらかな金きん髪ぱつが、太陽か月のようだった。

　驚きに目を見開く。すみれ色の虹こう彩さいが、壁かべの燭しよく台だいの光を映して、優やさしく輝かがやく。

　息を切らし、そこに立っていたのは、思いも掛かけない、およそここにいるとは想像もつかなかった人物だ。

　長身に黒い僧そう衣いを纏まとい、抜き身の聖せい剣けんを手に持った、若く美しい司祭。

「噓うそ……」

　信じられず、否定して、後あと退ずさる。【錆の悪魔】の作り出した幻まぼろしか何かとしか思えない。

　ユリエルとしか見えない人物も、コンスタンティンと同じような顔をしていた。驚き、警けい戒かいしている。

　けれど、一歩踏ふみ込んだのは、彼の方だった。

「コンスタンティン助祭」

「噓だっ！」

　コンスタンティンは差し出された手を、咄とつ嗟さにたたき落とす。ユリエルはそれでもまた一歩近づいた。

「私です。ユリエルです。わからないんですか？」

「ファーザーのわけがない！　ここは地じ獄ごくだぞ、おまえは誰だれだ！　主の御み名なにおいて答えろ！」

「私はユリエルです」

　本当に？

　でも、主の御名において名乗ったのなら、それは真実のはずだ。

　ユリエルが？　どうして？

　地獄へ来るということは、まさか。

「そんな……まさか、死んで……!?」

「あ、違います。生きています、たぶん、ですが。死んでここに来たわけではないのです」

　コンスタンティンは、まだ信じられず、ユリエル……に見える青年を見つめた。

「じゃあ、侵入者っていうのは、ファーザーのことなんですか？」

「ええと……そう、かもしれません」

　コンスタンティンは、混乱していた。わからないことも、辻つじ褄つまが合わないこともありすぎて、どこから訊きいたらいいかわからない。

「でも、どうしてここに？」

「悪魔が地獄へ戻もどろうとした時、一いつ緒しよに来たんです。あ、あの悪魔とは別の悪魔です。以前、教会に現れた……」

【錆の悪魔】のことだ。コンスタンティンは頷うなずいた。

「あいつですね。今も、サクスで何かたくらんでいるんでしょう？　でも、あいつを追って来たって言うんですか？　戻れなくなるかもしれないのに？」
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　まだ目の前の相手がユリエルだという確信は得られていなかった。

　でも、なんだかだんだん腹が立ってくる。コンスタンティンは、彼を助けるために、必死の思いで地獄へ来たというのに。

「サクスを守るために、悪魔にしっかりとどめを刺さしたかったのです。それに、あなたに会うため、地獄へ行く方法は探していました」

「は……はあ!?」

　コンスタンティンは、怒いかりを堪こらえられなくなった。地獄へ行く方法を探していた？　コンスタンティンに会うために？

「なんのために僕がここに来たと思ってんですか！」

「私を救うためです。でも、それはあなたの都合です。私は、」

　ユリエルは、急に黙だまり込んで、コンスタンティンを見つめた。苦しそうに嬉うれしそうに、その顔が歪ゆがんでいる。泣くのかと思ったけれど、結局彼は、眩まぶしそうに目を細め、微笑ほほえんだ。

「あなたに、会いたかった」

　そのために地獄へ来たと。

　彼は、そう言うのだ。

　コンスタンティンは、彼が実は【錆の悪魔】の幻なんじゃないかとか、考えるのがバカらしくなってきた。これを悪魔に作り出せるわけがない。愛も喜びも理解できない【錆の悪魔】に、この、彼の笑顔を再現できるわけがない。

「ファーザー」

　コンスタンティンは、呆ぼう然ぜんと彼を見つめて言った。

「サクスに帰ってください」

　そして、彼の視線から逃のがれるように、身を翻ひるがえして逃にげ出した。

「コンスタンティン助祭！」

　ユリエルが叫さけんで、追いかけてきた。




　コンスタンティンは、悪魔が用意してくれた、あの広々とした寝しん室しつに逃げ込んだ。

　扉を背中で閉めて、荒あらい息を吐はく。

　扉にもたれたまま、ずるずるとその場に座り込んだ。

　その時になって、そういえばユリエルはどうやって帰るんだろうとか、今いま更さらな疑問に気付いた。

「噓だよね……」

　地獄へ来て以来、夢と現実の境界が曖あい昧まいになっている気がするが、今日はとりわけひどい。

　まるで現実感がない。

　ユリエルが、地獄へ来るなんて。

　夢であった方が、いや、悪魔の幻であった方が、まだマシだ。

「なんで、こんな……」

　自分はもう覚かく悟ごを決めたのだ。悪魔と一緒にここにいる。悪魔が消え去る瞬しゆん間かんまでそばにいる。サクスのことが気になったけれど、悪魔を一人にしておけない。

　だから、これでいいと。

　そう、決めたのに。

　ユリエルが、自分に会いに来てしまった。

　コンスタンティンは震ふるえる身体からだを抱だき締しめた。

　来て欲しくなかった。サクスで、あの教会で、静かに暮らして欲しかった。

　自分のことなんか、忘れて。

　でも、彼は来てしまった。

　そんなの、もう、追い返すしかないじゃないか。

「コンスタンティン助祭……」

　扉の向こうから、ユリエルの声が聞こえた。

　部屋に逃げ込んだところを見られていたのだろう。

　コンスタンティンは彼の声を聞くまいと、耳を塞ふさいだ。ノックと名前を呼ぶ声が、それでもまだ聞こえてくる……。

　やがて扉とびらの向こうは静かになり、コンスタンティンは、耳から手を離はなした。

　けれど、静かになったのは少しの間だけだった。

　歌うような声が、聞こえてきた。

　地獄へ来てから、しばしば聞いた声だった。優しく、穏おだやかに、心に寄り添そう声……以前は微かすかにしか聞こえなかったそれが、今は、もっとはっきりと、近くから聞こえる。

　ようやく、わかった。

　祈いのりだ。

　美しい声が、祈りを囁ささやいている。

　コンスタンティンは、思わず扉に張り付くようにして、ユリエルに尋たずねた。

「今のなんですか」

「え？　今の……」

「今の、祈り」

　扉とびら越ごしに、ユリエルの困ったような声が返ってきた。

「祈っていただけです。あなたのために……どうしていいか、わからなくて」

　一人での祈りの際に出る声は、普ふ通つう、とても小さな、呟つぶやくようなものだ。声にださず、口を動かすだけのことも多い。今のユリエルもそうだったはずだ。

　けれど、はっきりと聞こえた。扉を挟はさんでいたのに。

　耳ではなく、心に直接、響ひびくような声で。

「……今までも？」

「ええ。今までも。あなたが地獄へ行ってから、何度も、あなたのために祈っていました」

　それが、聞こえていたというのか。

　地獄での生活を慰なぐさめてくれたあの歌は、ユリエルの祈りだった。

「聞こえていたのですか？　よかった。祈りは、地獄へでも、届くのですね」

「どうして、地上の祈りが、地獄にまで……いいえ、それに、どうしてファーザーはここに来られたんです？　地獄の中でも、どうしてこの場所に？」

「あ……そういえば、どうしてでしょう。私は、あなたがこっちにいる気がしたんです。勘かん……でしょうか」

　勘なんてもので、説明していいんだろうか。コンスタンティンは悪あく魔まとともに【錆さびの悪魔】の本ほん拠きよ地ちに行き、地獄の広さを僅わずかながら知っていた。偶ぐう然ぜんとか、勘とかでどうにかなるものではない。

「私だけではありません、みんな、あなたのために祈っていましたよ。エリカさんも、マスター・ジャックも、教区の皆みなさんが。あなたがどこに行ったのかもわからないまま……領主から【黒い羊ブラツクシープ】と疑われていたあなたが去り、同時に【黒い羊ブラツクシープ】も姿を消しました。あなたと【黒い羊ブラツクシープ】を内心で結びつけている人は、たぶん、教区民の中にもいますよ。それでも、彼らは祈ってくれているのです。あなたが、何者であっても」

　ユリエルは噓うそは言わない。きっと、それは本当のことなのだ。

　コンスタンティンの胸に、痛切な、耐たえ難がたい感情がこみ上げる。

　認められ、愛されている。

　その実感が胸を貫つらぬき、喜びと恐おそれに身体が震える。

　祈ってくれているだろう人たちのことを思い、コンスタンティンは心を乱し、胸むな元もとを押さえる。

　突とつ然ぜん、その胸元が光った。

「!?」

　光はさほど強いものではなかったが、まるでコンスタンティンの迷いを映すように明めい滅めつし続けた。目を細めて光の源を見つめ、何が光っているのか、気付いた。

　左手の指輪だ。

　それは、悪魔がコンスタンティンに贈おくった指輪だった。台座にはめられた石は、もらった時より確かに色が薄うすくなっていた。

　それが、明滅する光を発している。

　今までには、なかったことだ。

「どうかしましたか？」

　異変を感じたのか、ユリエルが声を掛かけてくる。コンスタンティンは、狼狽うろたえて答えた。

「指輪が……」

「！　悪魔の指輪ですか？」

「知ってるんですか？」

「あ、すいません……その、ニコラスに調べてもらったんです。あなたの故郷の古老が、悪魔が指輪を花はな嫁よめに贈るのだと教えてくれたそうです。その指輪は、善行によって壊こわれると。それを壊すために、善行を積もうとした……【黒い羊ブラツクシープ】を始めた理由は、それですね？」

「そう、です」

　指輪の明滅はまだ続いていた。その乱れた明滅は、指輪がもがいているようにも、暴れているようにも見える。

　一度光を発するごとに、石の色は僅かに薄くなっていくように見える。

「何かに反応してるみたいで……でも、こんなの初めてなんです。善行をしたわけでもないのに」

　コンスタンティンはユリエルと話していただけだ。

「……もしかすると善行というのは、手段なのかもしれません」

「ええ？」

　司祭としては、あんまりな発言で、コンスタンティンはそんな声を上げてしまった。慌あわてた声で、ユリエルが訂てい正せいする。

「あ、誤解を招くような言い方でした。指輪が壊れるのは善行によるのではなく、善行によって得たものによるのではないか、ということです。それが何かはわかりませんが……」

「得たもの……」

　コンスタンティンとして、【黒い羊ブラツクシープ】として、自分はいったい、何を得てきたんだろう？

　どうして、それが、この指輪を壊すことになるんだろう？

　そして、今、この指輪は、何故なぜこんなにも狂くるおしく、光を放っているのだろう。

「諦あきらめないでください。どうか、あなたを愛している人たちのために、道を探してください。いえ、道を探しましょう、一いつ緒しよに」

　ユリエルの言葉は、力強く胸に染しみこむ。彼も諦めず、地じ獄ごくまでやってきてしまった。およそ不可能と思われることでも、諦めず、ついに叶かなえたのだ。

「僕は」

　コンスタンティンは気が付くと、扉に爪つめを立てていた。がり、と表面を削けずる。

　二つに引き裂さかれそうだった。

　サクスを愛している。

　でも、悪魔のそばを離れたくない。

　今の弱った悪魔を地上に連れて行くことができるとも思えない。

　沈ちん黙もくしたコンスタンティンに、ユリエルは、あらためて語りかけてきた。

「私は、あなたに会いたかったんです。ただそれだけを願っていました。あなたとあんなふうに別れてから、ずっと。あなたに言いたいことがありました」

「……僕は聞きたくないです」

「そういうところです」

　ユリエルの声は、怒おこっているように聞こえた。

「あなたは、強く、優やさしい。けれど、とても勝手です。私を助け、ここに来てしまった。私の話も聞かずに」

「…………」

　そう言われては、コンスタンティンも抗あらがえなかった。

　ユリエルは、扉の向こうから、ゆっくりと、語り始めた。

「私があなたにしたことは、許されることではありません。私の行こう為いのせいで、あなたは私を信用できなくなったんだと思います。今いま更さら、信用してくれとは言いません」

　コンスタンティンは、反射的に自分の唇くちびるに触ふれた。

　廃はい教会の墓地で、雨に濡ぬれた唇を奪うばわれた。抵てい抗こうしたのに押さえつけられて、何度も。

　確かめるように、熱に浮うかされたように、罰ばつするように、ユリエルは彼女に繰くり返しキスをした。

　今でも、あの雨の夜のことは、悪夢みたいだと思う。

　でも、もういい。あれはもういいのだ。

　コンスタンティンは深呼吸をして感情を落ち着かせ、できるだけ明るい声で言った。

「もう大だい丈じよう夫ぶですから気にしないでください。僕は平気……」

「平気なわけないでしょう！」

　どん、と扉とびらが叩たたかれる。

　掌てのひらに、振しん動どうと一緒に彼の苦く悩のうも伝わってきたみたいだった。

「いい加減にしてください。どうしてあなたはそんなふうに……大丈夫、平気、そう言って、傷ついて、もう十分です。地獄行きだってそうです。確かに私も間ま違ちがっていました。安易に自己犠ぎ牲せいを選んでしまった。でも、あなただって最低だ」

「な、なんでですかっ」

「私に生きろと言ったあなたが、生きるのを諦めた」

　……扉に押しつけていた手を、コンスタンティンはぐっと握にぎり締しめた。

「だって──しょうがないじゃないですか！　他ほかに手があったんですか！　ファーザーこそ、こんなところまで来るなんてバカじゃないですか!?　こんなの僕は全然嬉うれしくないのに！　なんで……」

「会いたかったのだと言ったでしょう」

　ユリエルの言葉が胸に痛くて、嬉しくて、どうにかなりそうで、咄とつ嗟さに言い返していた。

「僕は会いたくなかった！」

　噓だ。

　ユリエルは沈黙してしまった。彼を傷つけたのだと思い、コンスタンティンは猛もう烈れつに後こう悔かいした。

　だが。

「どいていてください」

　そういうユリエルの声が聞こえた後──

　向こう側から強く叩かれたような衝しよう撃げきが、扉に走った。

　一度だけではなく、二度、三度と扉は揺ゆれ、ついには鍵かぎも吹ふっ飛んだ。

　体当たりした勢いのまま、ユリエルが、部屋の中に転がり込んできた。

「な……なん……」

　あまりのことに腰こしを抜ぬかして言葉も出ないコンスタンティンに、四つんばいの姿勢のまま顔を上げたユリエルは、ちょっと申し訳なさそうに微笑ほほえんだ。

「すいません」

　それが扉を壊したことを指すのか、驚おどろかせたことを指すのか、コンスタンティンはわからなかった。

　ユリエルは、ちょっと恥はずかしそうにもじもじして言った。

「女性のお部屋に許しを得ずに入ってしまって」

　……そっちか。

　予想外の答えに、コンスタンティンはむしろ落ち着きを取り戻もどす。そういえば彼はこういう人だった。優しく、強く、でもなんだか間が抜けていて。

　悪あく魔まと、悪魔に与くみする者へは、容よう赦しやなくて。

「関かかわるな、と言ったのは、あなたでしょう」

「すいません」

　申し訳なさそうに謝って、それでも、何故か、コンスタンティンに膝ひざで一歩分、寄ってくる。

「……なんで、関わるんですか」

　コンスタンティンは、彼の真しん剣けんな顔を見つめ、ぽつりと呟つぶやく。

「僕は、悪魔の花はな嫁よめで、あなたを騙だましてたんですよ。あなたの敵なんです」

「敵ではありません。私が間違っていました。あなたは、必死に生きてきただけです」

　ユリエルの手が、コンスタンティンの左手、悪魔の指輪がはめられたその手を両手で摑つかんだ。今までのユリエルの態度からは考えられないくらい、力強く。

「！」

「まだあなたは生きることを諦あきらめるべきじゃない」

　痺しびれるほどに強く握られる。指輪にはめられた石が、抵抗するように強く輝かがやく。

　それを掌で包み込み、彼は言った。

「私があなたを悪魔から攫さらってみせる」

　すみれ色の綺き麗れいな目が、真っ直すぐにコンスタンティンを見つめた。

　──攫う、なんて。

　そんなことを言う人じゃなかった。

　他人から無理に何かを奪うような人じゃない。散々他人に分け与あたえて、なんとも思わない人だ。コンスタンティンの意志を無視する、こんなやり方、する人じゃない。

　自分が、彼を、変えてしまったのか。

　それを、悲しくて、でも震ふるえるほどに嬉しいと、思う。

　──ダメだ、ダメだ、ダメだ。

　コンスタンティンは自分に必死に言い聞かせる。悪魔のそばを離はなれられない。彼が孤こ独どくのうちに消えるのは嫌いやだ。ここで彼を看み取とるんだ。

　……でも、もっと言うなら、悪魔に、消えて欲しくない。

　そうだ、諦めていたけれど、本当は──

　その時突とつ然ぜん、廊ろう下かの奥から、異常な気配を感じた。

　戸口から流れ込んできた黒い靄もやがユリエルの足にまとわりついた。その靄はまるで実体を持っているかのように、ユリエルの足をきつく締め上げ──腰、胸、喉のどへと這はい上がる。

「くっ」

　ユリエルが、足あし下もとの靄に聖せい剣けんを突つき立てる。黒い靄は四散して、廊下へ逃にげていき、そこで黒衣の悪魔となった。

「ミディール！」

「吾わが妻を拐かどわかす気か」

　悪魔の真しん紅くの両目は怒いかりに燃え上がっている。弱っていたはずの彼の全身からは激しい怒ど気きが発せられ、気の小さい者なら、彼の姿を見ただけで昏こん倒とうするか、恐おそれて逃げ出してしまうだろう。

「ちょっと待っていてください」

　けれどユリエルは、背後のコンスタンティンにそう言って、聖剣を構えた。

「彼に地上へ戻るための扉を開かせます」

　勿もち論ろん、力でねじ伏ふせた上で、無む理り矢や理りそうさせるのだろう。

　ユリエルは飛び出した。

「ファーザー！　やめ──」

　止めようとして、コンスタンティンも駆かけ出したが、その鼻先で、扉がひとりでに閉まった。

　壊こわれていたはずの扉とびらが、どうしても開かない。鍵だって、壊れているはずなのに。

「ミディール！　君のしわざか！　開けろ、ここを早く──」

　争う物音が聞こえる。

　金属同士がぶつかる硬こう質しつな音。獣けものの荒あらい息づかい。一度は扉に何か重いものがぶつかる音がした。コンスタンティンは背筋が粟あわ立だつのを覚えた。

　その間、どれだけ叩いても、押しても、扉は閉まったままだった。

「そこにいろ」

　高圧的な声が、扉の向こうからそう言った。

「ミディール！　やめろ、僕の願いを叶かなえてくれるんだろう！　それなら争うんじゃない、それ以上無理をするな！」

　答えはない。

　コンスタンティンは、室内を振ふり返って、椅い子すに目をつけた。それを摑んで戻り、思い切り扉に叩たたき付ける。

　椅子が壊れるまで、何度も。

　おそらく悪魔の魔ま力りよくによって強化されているのだろうが、扉はやたら丈じよう夫ぶだった。

　椅子が壊れたあとは、体当たりを続けた。割れた板がコンスタンティンの肩かたを傷つけ、衣ころもを破って血が出る頃ころ、蝶ちよう番つがいが外れた。

　最後は蹴け倒たおした扉を越こえて、廊下に飛び出した。

「ミディール！」

　廊下には、ユリエルの姿は見えない。悪魔が扉の前に片かた膝ひざを突き、警けい戒かいの眼まな差ざしを周囲に向けているだけだった。右の肩を押さえていて、そこから、あの黒い靄が漏もれ出ている。

　彼は、コンスタンティンに背を向けたまま、鋭するどく[image: ]しつ咤たした。

「部屋にいろと言ったはずだ！」

　コンスタンティンは抗あらがった。もう一度、抗おうと思った。

　ユリエルが来て、ようやく気付いた。

　あの時地じ獄ごくへ逃げてしまったように、今ここで諦めてはいけない。

　悪魔の腕うでを摑み、無理矢理振り向かせて訴うつたえた。

「もうこりごりだ。僕は間ま違ちがっていた。ミディール、僕は諦めるんじゃなくて、方法を探すべきだった。今からでも、探そう、一いつ緒しよに！　君が消えずに済む方法を」

「それは不可能なのだ、妻よ」

「不可能でもなんでも、それが僕の望みなんだ！」

　明めい滅めつする光に気付いて、悪魔がコンスタンティンの左手の指輪を見やり、皮肉っぽい笑えみを浮うかべた。

「善行が悪徳を上回るか」

　言われて、コンスタンティンはハッとして指輪を見やった。石は、今ではほとんど透とう明めいで、僅わずかに灰色に色づくだけだった。

「違う……」

　指輪は、コンスタンティンがサクスの人々との繫つながりに気付いた時に瞬またたき始めた。善行ゆえのことではない。

　それまでの自分と、この指輪を得て、【黒い羊ブラツクシープ】となってからの自分。

　その違いを考えれば良かったのだ。

　コンスタンティンは女でありながら男として育てられ、秘密を抱かかえて生きていた。誰だれにも言えない秘密だ。ずっと、誰にも言わなかったし、ある意味、心から誰かを頼たよることもなかった。打ち明けられない秘密のせいで、いつでも、誰に対しても、警戒を解けたことがなかった。ジャックやエリカに対してさえ。

　だから、【黒い羊ブラツクシープ】のやり方に憧あこがれた。孤独に罰ばつを下す彼女のように生きたかった。

　誰にも頼らなくてもいいくらい、強く。

　でも、【黒い羊ブラツクシープ】として戦った事件の多くで、コンスタンティンは他人の力も借りることになった。レオンや、エリカや、ジャックや……ユリエルの力を。一人では戦い抜ぬけなかった。何より、守ろうと思える相手がいなければ、戦おうなんて最初から思えなかった。

【黒い羊ブラツクシープ】として事件に関わり、犯人や被ひ害がい者しやと向き合った。

　ウィルとエドという二人の少年。警備隊長だったロウ。【黒い羊ブラツクシープ】の偽にせ者ものだった、クリスとその父親。

　彼らの心に自分の存在が残り、自分の中にも彼らの存在が残った。あるいは、自分の介かい入にゆうによって、彼ら同士が、より強い絆きずなで結ばれた。

　やっと真実に至って、コンスタンティンは指輪を右の掌てのひらで包み込んだ。

「違う、この指輪が壊れるのは、善悪の問題じゃない。やっとわかった。人の絆の問題なんだ」

「絆……？」

　悪あく魔まは訝いぶかしげな顔をした。本当は、もう彼だって理解しているはずのものだ。でも、言葉として、それを絆と呼ぶのだとは知らないのだろう。

「君が地獄で僕を想おもって作った指輪だ。これがあるから、僕は地獄と結びつけられている。でも、地上で他ほかの人たちと交わって、別の絆を結ぶことで、壊れるんだ。コンスタンティンとして、【黒い羊ブラツクシープ】として、いろんな人の心に影えい響きようを与あたえれば、僕は地上にもう一度結びつけられる。指輪が壊れるのは、君の愛が足りなかったわけでも、僕が君を愛していないわけでもない。僕と、彼らとの間に、絆があるからなんだ」

「吾わが輩はいは……邪じや魔ま者ものというわけか？」

　皮肉げにそう言う悪魔の鼻先に、コンスタンティンは、あえてその左手を差し出した。

「違うよ、勿論。僕は間違っていた。地上に帰る。でも、君も一緒だ、ミディール」

　今度こそ、確信を持って、そう言った。

　その時、コンスタンティンは確かに、聞き覚えのある幾いくつもの声を聞いた。エリカの優やさしい声、ジャックの力強い声、ランドルフの神経質そうな声、クリスの明るい声、レオンの力強い声、それに、ヒースの、本当に、微かすかな囁ささやき声。

　そして、コンスタンティンが知らない、幾つもの声。

　コンスタンティンと【黒い羊ブラツクシープ】のために、祈いのる声。

　それは悪魔の耳にも聞こえているらしく、彼は驚おどろき、周囲を見回し……指輪に目を留めた。

　声は、指輪から流れ出ているようだった。




　……パリン……




　綺き麗れいな、音だった。

　完全に透明になった指輪の石は、台座の中で砕くだけ散った。無数の細片は宙に舞まって溶とけるように消え、あとには石のない指輪だけが残った。

　祈りが、指輪の石を砕いたのだ。

　悪魔は呆気あつけにとられたようすでその手を見つめ……ふと、口元に笑みを浮かべた。

「無理──と言ったところで、ひるむそなたでもあるまいな」

「わかってきたじゃないか」

　コンスタンティンの方に、悪魔が手を伸のばす。それを摑つかもうとして──

　コンスタンティンは、押しのけられた。

「だから、これが、吾輩からの最後の贈おくり物だ」

　悪魔は不敵に笑っていた。

　コンスタンティンは、自分があの白い麻あさのドレスではなく、黒い修道服を着ていることに気付いた。紗しやが目元を、ベールが髪かみを隠かくす。

【黒い羊ブラツクシープ】の姿になっていた。

「これは……」

「それはおまけだ。本命は後ろだ」

　コンスタンティンは、背後から風が吹ふきこむのを感じて、振り返った。

　背後には、寝しん室しつの扉があるはずだった。

　けれど、扉の先は、寝室ではなく、美しい秋の庭に繫がっていた。

　林りん檎ごの枝は実の重さで垂れ下がり、落ちた実を鳥や虫が啄ついばむ。壁かべを這はう蔦つたは、ゆっくりと色づき始めていたが、菜園にはまだキャベツが残っていた。鮮あざやかな緑色の葉の間を、羽虫が静かに飛んでいる。

　アンガスが愛した司祭館の庭が、すぐ目の前に、広がっていた。

「そなたのいるべき場所だ。最後の力で扉を開いた。……だから出てくるがよい、司祭」

　悪魔がそう言うと、少し離はなれた柱の陰かげから、ユリエルが姿を見せた。まだ悪魔への警戒は緩ゆるめていない。

「何故なぜ……」

「吾輩が貴様との決着よりも、扉を開くことに力を使った理由か？　それが吾わが妻の願いだったからだ。……さあ、行け、コンスタンス。そなたの場所へ、帰るのだ」

「君も行くんだ」

「力を使い切ったと言ったであろう」

　悪魔は、今し方コンスタンティンを押しのけた右手を掲かかげて見せた。

　腕うでが、黒い靄もやになって消えていく。

「地上まで、保もたぬ。行け」

　コンスタンティンは、話を聞かず、彼に肩かたを貸そうとした。

　しかし、彼は残っていた左ひだり腕うでで、彼女をもう一度、押し出した。

「行け。ついでに司祭も連れて行け、邪じや魔まだからな」

「やだ……僕は君と一緒に帰るって言っただろう！」

「そなたはずっと、吾輩の望みを叶かなえられないことを気にしていたな。公平ではないと。今こそ、吾が望みを叶えてもらおう」

　ずるい。

　そんなことを、こんなところで言うなんて。

　口の端はしをつり上げただけの笑い方は皮肉っぽい雰ふん囲い気きがあったけれど、目は優しい。

「こんなのが君の望みだって言うのか！」

「こんなの、とは失礼だな」

　悪魔は苦く笑しようし、急に左腕で彼女を押すのではなく、引いた。

「！」

　悪魔の胸にもたれかかる恰かつ好こうになる。

　戸と惑まどうコンスタンティンが顔を上げた時、唇くちびるに、キスされた。

　悪魔の唇は、もう冷たくはなかった。

　悲しいくらいに熱く、コンスタンティンにまで、その熱が移る。

　顔を真っ赤にしたコンスタンティンを解放し、彼は微笑ほほえんだ。

「仕方のないやつだ。では、吾輩も行くか」

「あ、当たり前だ」

　羞しゆう恥ちと安あん堵どで、滲にじんだ涙なみだを拭ぬぐい、身体からだを起こす。立ち上がった悪魔に肩を貸し、コンスタンティンはユリエルを振ふり返る。

　ユリエルは、取り残されたようにコンスタンティンを見ていた。

　彼に見られていたことに気付いて、コンスタンティンはまた顔を赤らめ、視線を逸そらして呟つぶやいた。

「行きましょう、ファーザー」

「ええ」

　ユリエルを先に行かせて、コンスタンティンは悪魔を連れて、それに続いた。

　扉とびらから、庭に踏ふみ出し、コンスタンティンはその土の匂においのする空気を胸いっぱいに吸い込んだ。

　それなのに──

　肩が、急に軽くなった。

「あれ」

　悪魔に肩を貸して、支えていたのに。

　何故か、手は空っぽだった。

　コンスタンティンは、背後を振り返った。

　そこには、もう、あの地じ獄ごくの廊ろう下かはなかった。

　扉もなく、コンスタンティンは、ユリエルとともに、聖ブリジット教会の庭に立っていた。

　悪魔がいた空間に、黒い靄が漂ただよっていたが、それは風に吹き飛ばされて、すぐに散った。

「ミディール？」
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　消えていく靄を呆ぼう然ぜんと見つめ、コンスタンティンはその名を呼んだ。

　……力を使い切った、と言っていた。

　それでは、彼はもういなくなったのか。

　それとも、靄となってコンスタンティンの手を逃のがれ、地獄に一人、戻もどったのか。

「こんなにあっさりいかなくてもいいじゃないか」

　コンスタンティンは呟いた。衝しよう撃げきは深く、顔にはまだ悲しみすら浮うかべられない。

　風が吹き抜ぬけ、枝を揺ゆする。雲が押し流されていく。

　何も言わず、ただそばで彼女を待ってくれているユリエルに、コンスタンティンは、空を見上げて言った。

「綺麗な青空じゃあないですか。いい日です。本当に。気持ちのいい日に──」

　涙で視界が歪ゆがんだが、コンスタンティンは空を見上げ続け、黒い靄が飛ばされたのと同じ風に、身を任せていた。







　……遠くから、わあああああ、という声が聞こえることに気付いたのは、それから少しあとのことだった。あちこちで鐘かねが打ち鳴らされて、危機を伝えている。コンスタンティンはハッとしてユリエルと顔を見合わせ、司祭館から外に飛び出した。

　サクスは、変わり果てていた。

　店は閉まり、大通りを行く人々も駆かけ足だった。台車に積まれた武器や、油壺つぼも見た。青ざめた顔の者も、興奮したようすの者もいた。狂くるったように半はん鐘しようが打ち鳴らされる中、最初に我に返ったのはユリエルだった。

「サイラスの……司教軍の侵しん攻こうが始まったんです！　私は教会へ行きます！」

　おそらく、戦えない者や、動けない者が神の加護にすがって集まっているはずだ。聖ブリジットはサクスの守護聖人だから、教区民以外にも集まる者は多いだろう。司祭であるユリエルは、彼らについていなければならない。

　コンスタンティンは紗しやを下ろし、ユリエルに何か言われる前に言った。

「僕は市壁へきに行きます」

「！　戦せん闘とうになっているはずです、あなたが行くことは──」

「いいえ。【黒い羊ブラツクシープ】なら行きます。大だい丈じよう夫ぶ。人を殺すためには力は使いません。僕は、このために帰ってきたんです」

　ユリエルの手を取って、そう言った。

　ユリエルは苦く悩のうに顔を歪めたが、それ以上は無む駄だだと思ったようだった。

「わかりました。必ず戻ってください。それから──」

　ユリエルが、コンスタンティンの顔を覆おおう紗に手を伸のばした。反射的にその手を避よけそうになるが、その必要は彼の前ではもうないのだと気付いて、やめた。

　けれど、ユリエルが口にしたのは、驚おどろくべき事だった。

「あなたとして戦っても、私は大丈夫です」

「……え？」

「あなたが、素す顔がおでいたいのではないかと思ったんです。【黒い羊ブラツクシープ】の時も」

　コンスタンティンは、呆然とした。

「もしもあなたがいいと思えるのなら、いつでも、素顔でいてください。少なくとも、私のために、素顔を隠かくすことはやめてください」

「…………【黒い羊ブラツクシープ】を、顔を隠さずやれって言うんですか？」

「あなたが、そう望むなら、です」

　コンスタンティンはしばらく考えた──コンスタンティンが消えて、同時に【黒い羊ブラツクシープ】が消えたんだから、疑いは強まっているだろう。サクスの人々に対して素顔を隠す意味は、たぶんもうあまりない。正体はばれているのだから。

　でも、サイラスは？　自分だけが捕つかまるのならともかく、コンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】だと確定すれば、サイラスにユリエルを処しよ罰ばつする理由を与あたえることになってしまう。今攻せめてきているのは、サイラスの軍勢だという話なのだし。

　ユリエルのために、顔を隠して戦わなければと思う。

「で……できません、顔をさらせば、だって、サイラスが」

「気にしないでください。どのみち彼は、どのような理由であれ私を糾きゆう弾だんしようとするでしょう。今となっては、彼と完全に決着をつける以外、手はないのです。それならせめて、私はあなたに自由でいて欲しい」

　ユリエルは、コンスタンティンの頰ほおに、紗しや越ごしに触ふれる。

　手て袋ぶくろと紗が彼らの間にはあって、とても厚い壁かべのように立ちはだかっていた。

「あなたが素顔だったなら、私はあなたと僅わずかでも、危険をわかちあえるように思えるでしょう」

　コンスタンティンは視線を逸らし、彼の手から離はなれて言った。

「……考えておきます」

　黒い修道服の裾すそを翻ひるがえし、逃にげるように駆け出した。
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　司教の軍がサクスへの攻こう撃げきを開始したのが、九月の第三週のことだった。

　司教の軍勢の半分は傭よう兵へいで、もう半分は司教や封ほう臣しんの領地からかき集められていた。高い市壁を有するサクスは門を閉とざして市民総出で守りを固め、司教軍は街かい道どうと海路を押さえたものの、決め手を欠いていた。

　結局、誰だれもが予想した通り、籠ろう城じよう戦になった。

　破城槌つちの衝撃が、足の裏から脳天まで揺さぶる。

「おりゃあああっ！」

　門を守る塔とうの一つにいたジャックは、自分でも何を言っているのかわからない声を上げながら、石を積せき載さいした籠かごをひっくり返し、眼下に落とした。塔のその部分は外に張り出し、足あし下もとの床ゆかは一部空いており、そこから岩や煮にえたぎる油を落とすことができた。

　張り出し狭はざ間まと呼ばれるそこには、戦える年ねん齢れいの男たちと、守備兵たちが陣じん取どっていた。

　市壁の上からは矢を雨のように浴びせかける。門もん扉ぴにさらなる一撃を食くらわそうとしていた破城槌は一いつ旦たん引いた──が、すぐに投石機の大岩が飛んできて、市壁に当たり、その一部を破は壊かいした。移動式の櫓やぐらが車輪をごろごろと言わせながら近づいて、それに満まん載さいされた兵士たちが壊こわれた箇か所しよから市壁に取り付こうとすると、櫓に火矢が何十本も撃うち込まれ、敵も混乱した。

　耳をつんざくような鬨ときの声と、絶ぜつ叫きようと、悲鳴。大型の攻こう城じよう兵器が立てる物々しい音。自分の荒あらい呼吸。それらが入り混じって、もう命令の声もよく聞こえない。

「……ん？」

　悲鳴の一つがやけに近くで聞こえた気がして、ジャックは振ふり返った。

　分厚い市壁の上に通じる通路から、敵兵が真っ赤な剣けんを片手に飛び出してきた。

「いっ！」

　ジャックは悲鳴を上げて立ちすくみ、守備兵は武器を構えて応戦しようとした──だが、その前に切り伏ふせられる。

　先さき程ほどの移動櫓から飛び移った兵士の一部が、ここまでやってきてしまったのだろう。

　守備兵の数が足りず、塔のその階層にはかき集められた市民が圧あつ倒とう的に多かった。それぞれ武器になるものを持っているが、鎧よろいはつけていない。

　攻め手の兵が何人も通路から塔の中へ入り込み、場は大混乱になった。

「押せ、押し返せ！」

「扉とびら閉めろ！」

　守備兵が盾たてで侵しん入にゆうした兵士を押し返す。ジャックも後ろから押した。通路付近は互たがいに押し合う敵味方でぎゅうぎゅうになる。

　だが、急に押し込もうとする力が小さくなった。

　通路の方から、それまでとは違ちがう怒ど鳴なり声が聞こえてくる。

「あれだ！」

「黒い女だ、賞金が出るぞ！」

　何やら攻め手の兵士たちは騒そう然ぜんとして、我先にと通路の方へ戻もどっていく。

「な、なんだ？」

　ジャックや守備兵たちは顔を見合わせ、警けい戒かいしつつ通路の方を覗のぞいた。

　市壁の上に、確かに彼らの言葉通り、黒衣の女が立っていた。

　黒衣は、修道服だ。

　顔を紗で隠した修道服姿の女が、兵士たちに囲まれながらも、凜り々りしく背筋を伸ばして立っていた。

　女は、兵士たちに向かって啖たん呵かを切った。

「【黒い羊ブラツクシープ】がいる限り、サクスに手出しはさせないわ！　さあ、兵士たちよ、恐おそれなさい、【黒い羊ブラツクシープ】の力を！」

　守備兵が、驚きの声を上げた。

「【黒い羊ブラツクシープ】だって……!?」

　驚くのも無理はない。【黒い羊ブラツクシープ】は司教軍侵しん攻こうの少し前に姿を消した。伝説は再び幕を下ろしたのだ、彼女はまた当分現れないだろう、次はまた百年後かもしれない……そんなふうに、噂うわさされた。

【黒い羊ブラツクシープ】の姿を見て慌あわてて敵兵が取り囲んだところからして、彼らの間にも、【黒い羊ブラツクシープ】の話は伝わっているらしい。というか、サイラスがサクスに和平の条件として出したのがユリエルと【黒い羊ブラツクシープ】の身み柄がらだったらしいから、賞金でもかけられているのかもしれない。兵士たちもそんなことを口走っていた気がする。

「ふふ、【黒い羊ブラツクシープ】がそう簡単に捕まると思ったら──あきゃっ!?」

　逃げようとした【黒い羊ブラツクシープ】は、足下の石積みの隙すき間まに足を引っかけて転んだ。

　……というか、この声には聞き覚えがある。

「あいつ何やってんだよ……！」

　ジャックはその【黒い羊ブラツクシープ】の中身を悟さとり、救出のために市壁へきの上を走り出した。

　だが──

「今だ、やっちまえ！」

　兵士たちが一いつ斉せいに彼女に襲おそいかかる。立ち上がれもしない【黒い羊ブラツクシープ】には避さけようもない。

　そう、思われたが。

　突とつ然ぜん、兵士たちが悲鳴を上げてその場にうずくまり始めた。

　矢を受けたにしては、その矢が見あたらない。

　……兵士たちの足下に、小石が幾いくつか落ちている。

「そのくらいにしておきなさい、偽にせ者ものさん」

　そう言って、含ふくみ笑いを漏もらす女の声が、彼らの後ろから聞こえた。

　ジャックは振り返り、自分がさっきまで中にいた塔の上に、人ひと影かげがあるのに気付いた。

　ベールと紗しや、黒い修道服を身に着けた女だ。

　今市壁の上で転んでいる女と同じ恰かつ好こうをした人物が、もう一人、現れたのだ。

　新たに現れた女は、突とつ然ぜん塔の上から飛び降りて、敵兵とジャックとの間に立ち塞ふさがった。

　そして、かかってきた鎖くさり帷子かたびらと兜かぶとをつけた兵士たちを、次々に昏こん倒とうさせ、あるいは彼らの剣を奪うばい、壊していった。

　素す手でで。

　市壁の上であったために狭せまく、兵士が女を囲みづらかったこともあるだろうが、それにしても驚きよう異い的な身体能力だった。女は隊長格とおぼしき兵士の胸を蹴けって樽たるか何かのように吹ふっ飛ばすと、残る兵士たちに言った。

「【黒い羊ブラツクシープ】はここにいるわ。司教に伝えなさい、悪わる巧だくみはおしまいだってね！」

　すでに隊長格は伸のびていたし、無事な者も武器を奪われ、破壊されていた。

　戦意を喪そう失しつした兵士たちは倒たおれた仲間を担かついで、我先にと移動櫓の方へ逃げていく。

　サクスの兵士も、偽者の【黒い羊ブラツクシープ】も呆ぼう然ぜんとしていた。

　あとから現れた、本物の【黒い羊ブラツクシープ】は、偽者に手を差し伸べて言った。

「ただいま、偽者さん」

　偽者は──エリカは、差し出された手に、震ふるえる自分の手を重ね、起きあがって言った。

「遅おそいじゃないの、バカ！」

　ジャックは彼らのやりとりを見て、友人が消えて以来ずっと抱いだいていた疑念が、真実のものだったと確信した。

「なんだよ、心配させやがって！」

　涙なみだぐみ、彼は言った。

「おかえり、【黒い羊ブラツクシープ】！」

　それまで呆然として事の成り行きを見守っていた周囲の人々は、その言葉に我に返り、おおおおお、という、地じ響ひびきにも似た歓かん声せいを上げた。
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　攻せめ手は一旦引いて、空は暮れかけている。今日の戦せん闘とうは終わりだろう。

【黒い羊ブラツクシープ】として舞まい戻ったコンスタンティンは、塔とうの中で、守備隊の隊長と向き合っていた。

「いったい、おまえは何者だ」

　隊長は、強こわ張ばった顔で【黒い羊ブラツクシープ】を見つめ、抜ぬき身の剣を手にしたままそう問い質ただした。

　一方の【黒い羊ブラツクシープ】、コンスタンティンは、暑さに喘あえいでいた。汗あせで濡ぬれた肌はだにごわごわした生き地じの修道服はあまりに具合が悪く、首周りに指を突つっ込み、肌との間に僅わずかながら隙間を作って、空気を送り込む。

　矢や石が雨のように降り注ぐ中を、【黒い羊ブラツクシープ】として飛ぶように駆かけて、人々を鼓こ舞ぶした直後のことだった。

「うー、ちょっと待って。暑い」

　コンスタンティンはそう言うなり、ベールと紗を取って、息を吐ついた。

　そばにいたジャックはぎょっとした顔でそれを指さした。

「ちょっ、おま……！　みんないるんだぞ！」

　そこは見張り塔の中で、ジャックの他ほかにも、兵士や守備に駆り出された市民が集まっていた。先の戦いで包帯をしている者や、今まさに手当てを受けている者も多くいた。

　彼らは、ベールを取ったコンスタンティンを見て、ぽかんとしている。

　正体不明だった【黒い羊ブラツクシープ】がいきなり素す顔がおをさらしたのだから、驚おどろくのも当たり前だ。

「だってもうばれてるだろ？」

『コンスタンティン助祭』は光とともに昇しよう天てんしたと噂されているし、それと同時に【黒い羊ブラツクシープ】も消えた。それなりに尾おひれがついて噂されているのはわかっていた。

　今こうして【黒い羊ブラツクシープ】が戻もどり、同時にコンスタンティン助祭も戻ったなら……それは、もう、確定したと言っていい。

　それに、ユリエルが、そう望んでいた。

　迷っていたが、ようやく今、決心できた。

　いざ紗とベールを取ってみると、肌に触ふれる空気はとても心ここ地ちよく、満足できた。

「だからってコンスタンティン──」

　ジャックは、名前を口にしてしまってハッとする。

　もう遅い。

　再び現れた【黒い羊ブラツクシープ】が窮きゆう地ちを救い、さらにそれが昇天したはずの『コンスタンティン』と同じ名前で呼ばれた。

「聖女様だ……」

　腕うでに添そえ木をして吊つっていた男が、そう呟つぶやいた。

　呟きは、周囲に広まって、すぐに歓かん喜きの叫さけびになった。

「聖女様だ！　天からお戻りになったんだ！」

「神様は俺たちを見捨ててなかったんだ！」

「やった、これで勝てるぞ！」

　その騒さわぎの中で、守備隊の隊長は緊きん張ちようした面おも持もちで、コンスタンティンに確かく認にんした。

「確かに、聖ブリジット教会のコンスタンティン助祭なのか？」

「そだよ」

「で……では、以前からの【黒い羊ブラツクシープ】も……」

「うん、そう。領主にも報告してくれていいよ」

「何が目的なのだ」

　コンスタンティンは沸わき立つ兵士たちと市民たちを見回し、手で顔を覆おおって隙間からこちらを窺うかがっているジャックを見て、にやりと笑った。

「そりゃ勿もち論ろん、悪党退治さ」

「敵兵を倒してくれるというのか」

「僕の狙ねらいは司教だよ。兵士の相手は僕の仕事じゃないし、領主に協力する気もない。単に、司教に罪を認めて悔くい改めてもらいたいだけだ」

　悪あく魔まの力は、まだ彼女の中に残っていた。

　彼の魔ま力りよくが失われた以上、彼女の力もやがてなくなるのだろうが、今彼の力が残っている以上、戦争にそれを使いたくはなかった。

【黒い羊ブラツクシープ】の仕事は、戦争じゃない。悪者を懲こらしめることだ。

　それが、サクスを守ることに繫つながる。

　隊長は、硬かたい声で言った。

「……協力を断るというのなら、私はおまえを領主様に突き出さねばならぬ」

「隊長！」

　部下の兵士たちが、慌あわてた声を上げた。

「待ってください、相手は聖女様ですよ」

「罰ばつが下されるんじゃあ……」

「狼狽うろたえるな！　法において、こいつは捕とらえられねばならぬ！」

　隊長は剣けんを構える。コンスタンティンはその剣先を見て、ふんと鼻を鳴らした。

「法において？　【黒い羊ブラツクシープ】は法には縛しばられない。けがをしたくないのなら、下がって──」

　その時突とつ然ぜん、階下に続く跳はね上げ戸を叩たたく音が響ひびいた。

「水よ！」

　戸の向こうから、少女の声がそう言った。

　兵士の一人が慌てて戸を開け、そこからエリカが出てくる。

　エリカは、重そうな水の入った瓶かめを担いでいた。後ろには女たちが続いて、食べ物や水や矢を運んできた。

　エリカは瓶を兵士たちに回すと、今度はてきぱきと怪我けが人の手当てを始めた。他の女たちも、それぞれの持ってきたパンを配り、補ほ充じゆうの矢や石を積み重ね、忙いそがしそうに立ち働く。

　啞あ然ぜんとした男たちの中から、最初に我に返ったのは、やはり生真面目きまじめそうな隊長だった。

「ま、待て。出て行け、女たち」

「隊長様」

　ちらり、とエリカの冷たい目が隊長を射抜く。

「どうだっていいじゃありませんか、【黒い羊ブラツクシープ】の目的がなんだって。私たちは実際助けられたんです。早いところ飲んで、食べて、寝ねて、次の攻こう撃げきに備えてくれませんか？」

「馬ば鹿か者！　こいつが敵に回れば……」

「【黒い羊ブラツクシープ】はサクスの守護者です。私たちが間ま違ちがわない限り、彼女は敵に回らない」

　きっぱりと言ったエリカは、その言葉の強さを誤ご魔ま化かすように、可愛かわいらしく微笑ほほえんだ。

「そんなこと、隊長様は勿論ご存じでしょうけれど」

　隊長は生意気なことを言うエリカを殴なぐり飛ばすことだってできただろうが、あえてそうせず、怒いかりを堪こらえて、もう一度コンスタンティンを睨にらみつけた。

「……部下を救ってくれたことには礼を言う。が、領主様には報告させてもらう」

　コンスタンティンはエリカをちらっと見やった。目が合うとエリカは顔をつんと背そむけてしまった。再会してからずっとこれだ。どうも、コンスタンティンが突然消えたことを、怒おこっているらしい。

（心配させちゃったんだろうなあ）

　コンスタンティンは、まだ憤ふん慨がいしているらしい隊長に尋たずねた。

「それで、被ひ害がいは？」

　隊長は文句を言いたそうに口を開いたが、結局は説明してくれた。

「……今日は塔の一部が破は壊かいされた。まだ市壁へきも門も破られていないが、状じよう況きようから考えて、敵は坑こう道どうを掘ほり、地下から市壁を壊こわすつもりだろう。一いつ般ぱん的な戦術だ。その前にこちらも打って出て坑道を奪うばい、埋うめねばならん」

「外の畑が荒あらされてるぜ！」

　そう言ったのは、ジャックだ。

「荘しよう園えんも略りやく奪だつされて、村人たちはみんな山に逃にげたらしい。そう、それに、逃げ遅おくれた娼しよう館かんの女たちが連れ去られたって話だ」

　サクスには無む認にん可かの娼館もたくさんあって、それらは市内の繁はん華か街がいに固まっていたが、正式な許可を得た娼館や居酒屋は市壁の外の区画に集められている。

「そうか……」

　コンスタンティンは考え込み──身を翻ひるがえして、市壁に出る扉とびらに手をかけた。

「！　どこへ行く！」

　隊長がその背に声を掛かける。すでに市壁の上に飛び出していたコンスタンティンは、彼らを振ふり返って、叫んだ。

「取り返してくる！」

　そして、市壁から市外に飛び降りて、敵の陣じん地ちがある方向にまっすぐ駆かけていった。

「ちょ……待ちなさいよ！　この……」

　市壁の上まで追いかけたエリカが、狭はざ間ま胸きよう壁へきの上から身を乗り出したが、駆けつけたジャックがそれを摑つかんで引っ張った。

「バカ！　なんでもう行っちゃうの、バカバカ！」

　エリカは、コンスタンティンの姿が消えても、声を張り上げていた。




　兵士が掲かかげる松明たいまつの炎ほのおが、陣地を横切っていく。歩ほ哨しようの順番が回ってきたから、交こう替たいに行くのだ。けれどその足はふらついている。

　酒を飲んでいるらしい。

「酔よっ払ぱらいだらけだなあ」

　サクス郊こう外がいの平地に作られたサイラスの陣地を、土ど塁るいの陰かげから窺っていたコンスタンティンは、呆あきれた声でそう呟いた。

　兵士たちの規律は相当緩ゆるそうだ。

　土塁と濠ほりで守られた即そく席せきの陣地には天幕や攻こう城じよう兵器が整然と並んでいるが、その間を埋める焚たき火の周りには必ず、酒と骰子さいころに勤いそしむ兵士たちの姿があった。怪我人の呻うめき声と、酔った兵士たちの喧けん嘩かの騒さわぎと、笑い声。サクスの繁華街でも、これほどうるさくはないんじゃないだろうか。

　それに、なんだか歩哨の見回りがもの凄すごく間かん隔かくが空いている気がする……。

　そう思ううちに、見るからに偉えらそうな、大おお柄がらな騎き士しが現れて、酒さか樽だるを蹴けり、酒器を壊し、兵士たちを怒ど鳴なり始めた。敵前で、とか、見張りを、とか、言っているようだ。

　だが、その男にわっと一いつ斉せいに襲おそいかかった者たちがいた。

　派手なドレスの女性たちだ。

　彼女たちは媚こびを作って酒樽や酒しゆ杯はいを片手に男にしなだれかかり、あれよあれよという間に奥の天幕に連れ込んでしまう。

　宴うたげは何事もなかったかのように、すぐに再開された。

「……？」

　何が起こっているのかよくわからず、コンスタンティンは身を乗り出した。

　せめて会話だけでも聞こえないかと耳を澄すました時──

　背後から、風によるものではない物音が近づいてきた。

　忍しのんでいるが、おそらく人の足音だ。

　振り返って目を凝こらす。

　近づいてきた者の姿を確かく認にんした途と端たん、コンスタンティンは場所も構わず大声で彼の名前を叫さけびそうになった。すんでのところで堪えて、小声で呼びかける。

「……おいっ」

　足音を忍ばせ、十分に警けい戒かいして陣地に近づいていた数人の男たちは立ち止まり、先頭を行く者がコンスタンティンの姿を見つけて、その顔に笑えみを浮うかべた。

「よお、【黒い羊ブラツクシープ】か」

　闇やみの中から敵陣じん営えいに近づいていたのは、ヒースだった。

　ヒースは仲間を濠の手前で隠かくれさせ、自分はさっと濠を越こえると、土塁の陰を這はうようにして、コンスタンティンの方に近づいてきた。

「噂うわさは聞いたぜ。昼間は大暴れだったってな。帰き還かんおめでとうさん」

　ヒースは、珍めずらしく本当に嬉うれしそうに笑っている。

　コンスタンティンは、彼の笑顔をまじまじと眺ながめた。何しろ、別れた時は、彼は重傷を負って生きるか死ぬかという状況だったのだ。

「あんたこそ、くたばりそこなったね」

「うるせえよ」

　ヒースが、ベールの上からコンスタンティンの頭を乱暴に撫なでる。その手を振り払はらい、ベールを整えてから、コンスタンティンは尋ねた。

「……で、あんた、なんでここに？」

「そりゃ、略奪された女たちを取り返しにきたのさ。これでも面めん倒どう見みはいい方なんでな？」

「あんたの店の子たちじゃないだろう？」

　略奪されたのは市外の公営娼館だ。ヒースの店は市内にある違い法ほう営業の店の方だったはずだ。

「いや、そもそも、俺の店はもうない……あ、てめえ知らなかったのか」

「!?　どういうことだよ、そりゃ」

　ヒースは顎あごに手を当て、失ったものを特に惜おしむようすも見せずに言った。

「まあ、色々あってな」

「それじゃあ、なおさらわからないよ。あんたがわざわざ助けに来るなんて……」

　コンスタンティンはふと思い当たることがあって、言葉を切って陣営の方を振り返った。へべれけに酔っぱらった兵士たちが、どんちゃん騒ぎの真っ最中だ。

　その輪の中には、女たちがいて……。

　コンスタンティンは、にやにやと機き嫌げん良よく笑うヒースをもう一度見た。

「おい、娼館の女性たちが略奪されたってのは、まさか、あんたが……」

　送り込んだのか？

　ヒースは、にやにや笑って言った。

「何言ってんだよ、コンスタンティン。たまたまさ。たまたまお嬢じようたちは逃げ遅れて連れ去られ、たまたま兵士たちはお嬢たちの酌しやくで飲んだくれてる」

「なん……」

　コンスタンティンは、額を押さえ、苦々しい気分で言い捨てた。

「なんて危険なことを。女の子たちを荒あらっぽい兵士の中へ送り込んだのか。この外げ道どう！」

「なんとでも言えよ。それでてめえの大事なもんが守れるならな」

「だからって──」

　ヒースに目配せされ、コンスタンティンは口を塞ふさいだ。

　歩哨の足音が近づいてくる。明らかにおぼつかない足取りで、ふらついているのがわかる。鼻歌まで歌いながら、門を開けて陣地を囲む塀へいを越え、濠を越え、催もよおしたらしく濠の中に排はい泄せつしようとしている。

　コンスタンティンは、濠を越えて戻もどり、背後から忍び寄って、その首の後ろを殴なぐって気絶させた。

　縄なわで歩哨を縛しばり上げる彼女を眺め、ヒースは口を歪ゆがめて言った。

「おまえ、ほんと力任せだな」

「あんたみたいな悪わる知ぢ恵えで他人の命ばっかり危険にさらす人間に言われたくないね」

　コンスタンティンはそう言い捨てると、塀を越えようと、陣地のようすを窺うかがった。

「おい、助けだそうって思ってるなら、よせよ」

「なんでさ」

「てめえは変わってねえなあ」

　ヒースが、呆れたような、でもなんだか嬉しそうな声で言った。

「死んで、生き返ったってもっぱらの噂だぞ。聖女が顕けん現げんされた、なんて言うやつもいる。それなのに、相変わらずのクソガキか。考えなしなところも変わってねえ」

「待てよ、ってことは何か手があるのか？」

「当たり前だろ。どうしてあいつら酔い潰つぶしたと思ってんだ。もう呼んでんだよ」

「呼んで……？」

　フクロウのような、ほーっ、という声が聞こえた。陣地側からではなく、森がある方向からだ。夜なのだし、おかしなことではない、と思う。

　けれど、ヒースの部下が、それに応こたえるように手で口を覆おおい、同じように、ほーっという音を出した。低く、二回。

　それからもう一度、最初のフクロウが啼なく。高く一回。

　それだけで、静かになった。

　合図だ。

「…………？」

　コンスタンティンは、静かになった森の方向から、地面を震ふるわせるような振しん動どうが近づいてくるのを感じた。ごく僅わずかな振動で、酔よっていたらそうとは気付かないだろう。地面に耳を当て──ハッとした。

　馬の足音だ。

「避よけてろ、シスター」

　ヒースはコンスタンティンの腕うでを引いた。

　森の中から、月光を浴びて、鎖くさり帷子かたびらと槍やりで武装した騎き兵へい部隊が現れた。

　馬を駆かる騎士たちはコンスタンティンとヒースの鼻先に迫せまったかと思うと、次の瞬しゆん間かんには彼らの前を通り過ぎていった。

「ひえ……」

　コンスタンティンは呻き、ヒースは、笑って騎兵隊を見送った。

　騎兵の行く先では、早さつ速そく兵士たちの罵ば声せいや悲鳴が聞こえてくる。物と物のぶつかる音、馬のいななき、誰だれかの嘆なげき、怒ど声せい、喊かん声せい……戦争につきもののそれらの音が、コンスタンティンの耳を打つ。眉まゆをひそめてその音をこらえ、コンスタンティンはヒースを振ふり返った。

「あれはなんだよ」

　勿もち論ろん、サイラス軍と戦っているんだから、彼らと敵対する戦力だ。

　しかし、現れたのはサクスとは逆方向の森の中だ。サクスの守備隊ではない。

「援えん軍ぐんも厳しい状じよう況きようじゃなかったっけ？」

「領主は破門されたからな。破門宣告を受けた領主のために司教と戦うための兵を出そうとは、なかなか考えられねえもんよ」

「……じゃあ、あれは？」

　突とつ撃げきは、どうやら時を置かずにあちこちから同時に行われたらしい。サイラス軍は酔いつぶれている者が多かったし、他ほかにも色々ごたごたがあるようだ。

　けれど、ヒースは問いには答えず、コンスタンティンの顔を見やって、笑った。

「なんて顔してんだ、てめえは」

　相当難しいというか、不ふ機き嫌げんそうな顔をしている自覚はあった。

　コンスタンティンには、目の前で凄せい惨さんな戦いが繰くり広げられているというのに、笑っているヒースの方が理解できなかった。

「ははあ、戦争が嫌いやか。俺だって別に好きじゃあねえがな、特に自分が攻せめられる側じゃあな。司教は、どうも市街地の略りやく奪だつを許可していて、そのあとは燃やすつもりらしいしな」

「燃やす……!?」

「噂程度だがな。最初はサクス自体を手に入れたいんだろうなんて言われてたが、どうも違ちがうらしいぜ。手に入れることじゃなくて、壊こわすことが目的なんだろう。そんな目に遭あわされれば、サクスはもう二度と復活できなくなるかもな……」

　不意にコンスタンティンは、サクスの裏を取り仕切る男の横顔を見て言った。

「裏の人間も、サクスのために働いているのか？」

「まさか。さっさと逃にげたやつらもいる。ただ、まあ、サクスが繁はん栄えいしている方が、俺たちのもうけに繫つながる……あの堅かた物ぶつ司教よりは、女領主の方がマシってことだ……っと、いたな」

　ヒースは呟つぶやいて、突とつ然ぜん駆かけ出し、騎兵が突とつ入にゆうした正面入口の方へ駆け寄った。板がかけられた濠ほりを越こえて、陣じん地ちにそっと忍しのび込む。

　コンスタンティンも、わけがわからないままあとを追った。

　すると、前方から、何やら妙みように鮮あざやかな色合いのものが近づいてくるのが見えた。

　女たちだ。

　戦場にはまったく不似合いな、派手なドレスの女たちが、ドレスをつまみ上げ、兵士たちを器用に避けながら、こちらへ駆けてくる。彼女たちはヒースを見つけると、黄色い声を上げて飛びついた。

「きゃーっ、迎むかえに来てくれたのね！」

　女の一人など、そう叫さけんでヒースの胸に顔を擦こすりつけている。

　ヒースはまったく気にせず、いつものペースで言った。

「まだ静かにしてろ。全員無事か？　行くぞ」

「あーん、聞いてよ、あのね、ちゃんと弓の弦つるは切っておいたし、門も開けておいたのよ！」

「あんたそれ、私がやったのよ！　あんたなんか飲んだくれてただけじゃない」

　仲間の女が、ぶつくさ文句を言う。

　ヒースは微笑を浮うかべ、口元に指を当てて囁ささやいた。

「良い子は黙だまんな」

　二人の女は、顔を見合わせて、静かになった。

「それじゃ、俺たちは行くぜ、シスター」

　ヒースがコンスタンティンを振り返ってそう言う。コンスタンティンは、なんとなく、半眼で彼を見ていた。

「好きにすれば」

　ヒースは笑ったが、ふと笑えみを消し、感かん慨がい深そうな目をした。

「まさか、本当に戻ってくるとはな。あの司祭は──」

「え？」

「……いや、いい。それで、【黒い羊ブラツクシープ】はどうすんだ」

　コンスタンティンは喊声が聞こえる方を見た。この辺りは静かだが、戦せん闘とうはまだ続いている。

「残る」

「何のため？　戦争が悪だって言うのか？　そりゃ間ま違ちがいだ。戦争はただの手段さ」

「でも、やるべきことが残ってる」

　コンスタンティンはそう言って、戦場の中心地へ向かって駆け出した。

「強ごう情じようなやつだ」

　ヒースはそう囁いたが、口元は、笑っていた。

　ヒースにしがみつくようにしていた女の一人が、彼を見て、不思議そうに言った。

「あらあ、上じよう機き嫌げんじゃないの。最近じゃあ珍めずらしいわね」

「おまえらが無事だったからな、お姫ひめ様がた」

　ヒースは女たちを連れて、部下とともに闇やみに紛まぎれて戦場を離はなれた。




　煙けむりが目を痛めつけた。

　戦争と言っても、身みの代しろ金きんを取るために、生きたまま捕ほ虜りよとされる者たちも多い。

　だが、それでも勿論、戦場には呻うめき声が満ちていたし、主戦場に近づくにつれ、足あし下もとは血で滑すべるようになった。

　コンスタンティンは歩く間にも、何人かの今いま際わの際に立ち会うことになった。大したことはできなかったし、もう目も見えなくなった兵士には敵と思われ剣けんを振り回されたが、ずっとコンスタンティンの手を握にぎっていた者もいた。

「シスター？」

　呼ばれて、コンスタンティンは振り返った。騎き士しが馬上からコンスタンティンを見て、心配そうに声を掛かけてきた。

「何故なぜこんなところに？　ここは危険です！　戦場の外までお連れしましょう」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　コンスタンティンはそう答えた。コンスタンティンは今は紗しやを取り払はらっていた。顔を隠かくすものがない分、ただの修道女に見えたのだろう。若い騎士はそれでも彼女に手を差し出した。

　けれど、それを、駆けつけた別の騎士が制した。

「待て。彼女は俺の客だ」

　鎖帷子の上から青いサーコートを身に着けた騎士は、そう言って、面覆おおいを上げた。褐かつ色しよく気味の金きん髪ぱつが零こぼれ、鷹たかを思わせる鋭するどい目が、コンスタンティンを見つめる。

　サクスを去ったはずの、レオンだった。

「本物……だよな？」

　思わず、といったようすで、彼はそう確かく認にんしてきた。

　彼女は現れたレオンの顔を見上げ、驚おどろきと、嬉うれしさでいっぱいになりながら言葉を押し出した。

「それは、こっちの台詞せりふです！」

　レオンは、その言葉に意表を突つかれ、きょとんとしたあと、噴ふき出すように笑った。

「確かにおまえだな」

　気持ちの良くなるような笑い方だった。コンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】だというのはもう想像していただろうが、それでも、騙だまされていたことの怒いかりを感じさせない態度だ。

　コンスタンティンは、彼に頭を下げた。

「騙していてすいません。僕は……」

「いや、もういい。というか、それは今話すべきことじゃないな」

「……ありがとうございます。あの、どうしてサー・レオンがここに？　ご領主様と喧けん嘩か別わかれされたんじゃあ……」

「喧嘩別れなんかしてないぞ」

　あっけらかんと、レオンは言った。

「はあ？　でも──」

「あちこち説得して回ってただけだ。司教と対立すれば宗教的な制裁を受けるのは想像できた。臣従契けい約やくを結んでいるとしても、破門された領主にすんなり兵を出す家臣は多くないからな」

　コンスタンティンは混乱していた。では、鏡を通して見た、あのレオンとグロリアのやりとりはなんだったのだろうか。凄すさまじく張りつめた空気があって──

　──見せかけか？

　コンスタンティンはそういう結論に至った。そういえば、レオンが扉とびらを開けた時、明らかに聞き耳を立てていたとおぼしき侍じ女じよもいた。あの侍女に聞かせて、どこかに情報を流させたかったとか？　どこかといえば、それは勿もち論ろん、サイラスなのだろうが。

　つまり、あれは、レオンが準備を整えていると悟さとらせず、サイラスを油断させるための演技だったのか……？

「じゃあ、これはご領主様の家臣の軍ですか？」

「それと、グロリア様ご自身のご領地の軍だ。船で大回りしなくちゃいけなくてな、遅おそくなった」

　では、レオンはヒースと謀はかって、この野営地を奇き襲しゆうしたのだ。

　それに、勿論、グロリアも絡からんでいるのだろう。そもそも、レオンはグロリアの命令で兵の徴ちよう集しゆうに回っていたのだろうし。

　そこは戦場からはすでにずれていたが、そう遠くないところで、今も剣けん戟げきの音が聞こえてくる。レオンは面覆いを下ろした。

「とにかく、無事だったのなら良い。悪いが、俺は仕事がある。あとで──」

「待ってください！」

　コンスタンティンは、慌あわてて彼を引き留めた。

「もう……十分じゃないんですか？　敵は逃にげています。深追いすることは……」

　ここに来るまでの間にも、あまりに多くの、傷つき、息絶えた兵士たちを見てきた。グロリアの策ははまった。正直、敵方であろうとも、コンスタンティンはこれ以上流血を見たくなかった。喧けん嘩かは好きだが、これはまた別のものだ。

「まだサイラスを討うち取っていない」

　面覆いを下ろしたレオンは、表情の読めない、他ほかの騎士とほとんど見分けのつかない姿で、別人のようにも思えた。

「じゃあ、もっと捕虜を取ったり、投降を認めてください。あまりに死体が多すぎます」

「捕虜も取っているし、投降も認めている。だが、これは戦争だ。今横たわっている者たちが、サクスを攻せめ、サクスの市民を殺した。サイラスを逃がせば、やつは軍をまとめ、またサクスを攻める。その時、数は少しでも減らしておいた方がいい。そうでなければ、今日殺されなかった兵士が、またサクス市民を殺す。……おまえは戻もどれ。戦場になんか近付くものじゃない」

　そう、理解できる。ここは戦場だ。

　コンスタンティンに付き合ってこんなふうに話してくれているだけ、レオンは優やさしい。

　それでも、コンスタンティンには大人しく帰ることはできなかった。

「じゃあ、僕がサイラスを捕つかまえます。戦いがそれで終わるなら」

　レオンはしばらく黙っていた。面覆いの下で、彼がどんな顔をしていたのか、コンスタンティンにはわからない。

「……敵本ほん陣じんの近くまで送る。乗れ、シスター！」

　彼はそう言ってコンスタンティンを引っ張り上げ、横よこ抱だきにするような恰かつ好こうで鞍くらに座らせた。

　拍はく車しやをかけ、馬は猛もう然ぜんと主戦場目指して駆かけ出した。
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　自分は間ま違ちがっていたのかもしれない。

　コンスタンティンは司祭館の自室で、ベッドの前に跪ひざまずき、祈いのりの姿勢を取っていた。

　一夜明け、すでに夕刻に近い時間帯になっていた。

　戦場から戻ってきたのは夜明け頃ごろのことだ。

　結論から言うと、レオンが連れてきた援えん軍ぐんも、コンスタンティン自身も、司教を逃のがしてしまった。

　司教は精せい鋭えいの騎士に自分を守らせ、素す早ばやく夜や襲しゆうの混乱から回復すると、味方の歩兵を残して逃げてしまった。主に農民の徴集兵からなる歩兵は装備も薄うすく、騎き兵へいは彼らをいいように蹂じゆう躙りんしたが、司教はその間に軍勢を立て直した。

　多大な戦果を得たし、おそらく援軍の数からしてサクス側が負けることはないだろうが、決着がつくまでにはまだまだ犠ぎ牲せいが生まれるだろう。

　コンスタンティンは結局司教を逃がしてしまった上に、戦場を目まの当たりにし、苦く悩のうに顔を歪ゆがめていた。戦場にはいたが、流血の事態を止めることはまったくできなかった。レオンが言うように、戦場になど出ず、戻っていればよかったのかもしれないとさえ思う。

「コンスタンティン助祭」

　部屋の扉とびらが叩たたかれた。

　汗あせを拭ぬぐって、返事をすると、扉を開けてユリエルが入ってきた。

「大丈夫ですか？」

「はい」

　答えてから、きっと全然そうは見えないだろうなと思って、苦く笑しようした。

「ごめんなさい。ただ、考えていたんです。僕は戦場に行ってしまいましたが、それよりは、ここに残ってファーザーのお手伝いをしていた方がよほどマシだったんじゃないかなって」

　昼間はユリエルも大変だったらしい。負傷者が教会に運び込まれ、近所の女性たちとその手当てに追われて……きっと、コンスタンティンは教会にいても、幾いくらでも仕事があっただろう。

　ユリエルはコンスタンティンのそばに膝ひざを突いて、いつもの穏おだやかな口調で、彼女を諭さとした。

「わかりません。私も、あなたが見てきたものを見たわけではありません。しかし……おそらく、あなたはあなたの仕事をしたのです。あなたがそこにいたことで、救われた人もいたでしょう」

「……そうでしょうか」

　ユリエルにもっと話を聞いて欲しかった。

　けれど、今は時間がないこともわかっていた。

　コンスタンティンは扉の方を振ふり返り、戸口に立つ男女を見やった。

　女の方はドレスの上からフードのついたマントを羽織り、男はその傍かたわらに控ひかえている。

「サー・レオン……ご領主様」

　コンスタンティンは立ち上がり、彼らを迎むかえた。

「私たちに話があるそうです。居間で伺うかがいましょう」

　ユリエルはそう言って、立ち上がった。




　レオンはまるまる一晩司教軍を追いかけ、戦せん闘とうを繰くり返した末、グロリアの軍勢とともに昼頃サクスに戻った。その時のサクス市民の喜びようは凄すごいものだった。まるでもう勝ったように、花がばらまかれ、援軍の将たちは讃たたえられ……中でもこの危難の時に援軍を連れて戻ったということで、レオンの名前が何度も叫さけばれた。

　けれど、戦争がまだ終わっていないのを理解しているのは、何より彼自身だった。

　今もレオンは、出されたワインに手をつけようとしない。昨夜からほとんど寝ねていないだろうに、疲つかれも、眠ねむそうなようすも見せず、サーコートの下に鎧よろいを着たままだった。

　司祭館の居間のテーブルに、領主と、代官と、司祭とお尋たずね者がついているという、奇き妙みような集まりになった。

　最初に口を開いたのは、レオンとグロリアのようすをしげしげと見ていたユリエルだった。

「領主様とサー・レオンは仲なか違たがいされたとの噂うわさでしたが、そんなことはなかったのですね。良かったです」

　グロリアが、にっこりと微笑ほほえんだ。

「勿もち論ろん、私が彼を放ほう逐ちくするわけがない。少々見せかけただけだよ、何しろ叔父おじ上うえのやり口はわかっていたからな。あの人はこのサクスに目を付けていた。欲しいものは必ず手に入れる御お方かただ、こちらも備えておかねばならんだろう？　さて、まずは、おまえのことだな、コンスタンティン助祭……いや、シスターか？」

「う」

　まあ、それはそうだ。いきなり兵士がやってきて捕まらなかっただけ、以前のことを考えると奇き跡せきに近い。

「すでにおまえが【黒い羊ブラツクシープ】だということは証明された。証人は幾らでも出てくる。何故なぜ顔をさらそうなどと思った？」

「……最初は、迷ってました。でも、僕が顔をさらしても、さらさなくても、正体はほとんどばれてましたし……それなら、いっそすべてさらけ出せた方が、って思ったんです。ファーザーに迷めい惑わくをおかけすることになっちゃうんですけど」

　ちらりと見ると、ユリエルは優やさしい微笑みを浮うかべていた。

「いいんですよ。私がそうして欲しいと言ったんですから」

「そして無論、おまえは私にも迷惑をかけていることを自覚すべきだな」

　グロリアが、ワインのグラスを優ゆう雅がに傾かたむけて言った。錫すずのグラスが、彼女の手にかかるとまるで銀器のようだった。

「私にはおまえを裁くことはもはやできぬ。『コンスタンティン助祭』は『聖女』として昇しよう天てんした。民たみはおまえを『聖女』と崇あがめているのだ。おまえが今再び現れ、【黒い羊ブラツクシープ】であることが判明しても、民は【黒い羊ブラツクシープ】は悪あく魔まの僕しもべではなく、神に選ばれた御み使つかいだったのだと考えるだけだ。おまえがどれだけ法を犯おかしていようとも、すべては正当化される」

　それに、と彼女は冷静な口調で付け加える。

「【黒い羊ブラツクシープ】が悪魔の僕で、サクスの民がそれを崇めているから、正しい道に教え導かねばならない……それが司教の言い分である以上、私はそのどれ一つとして認められぬ。【黒い羊ブラツクシープ】が悪魔の僕でなく聖女であること、サクスの民は聖女を敬っているだけだということを、証明せねばならん。今も、おまえを呼びつけるのではなく、私自身がここに忍しのんで来なければならなかった。私はもはやおまえを断罪できぬ。逃にげおおせたな、【黒い羊ブラツクシープ】」

　静かに、彼女は、そう認めた。

「私の負けだ」

　グロリアは、不思議な表情をしていた。

　諦てい観かんと、無力感が入り混じったような、悲しいような。

　このいかにも傲ごう慢まんで、我が道を信じて疑わないような人が、敗北を認めた。

　コンスタンティンは、驚おどろきで言葉が出て来なかった。

「私は、民に愛されるおまえに嫉しつ妬としていたのだろう、【黒い羊ブラツクシープ】。私が欲しいものを、おまえは持っていた。法を乱す者を捕とらえたいというのは、勿論その通りだが、理由の一つに過ぎない。私がおまえを追ったのは、おまえが羨うらやましかったからかもしれぬ」

　すっきりとしてはいたが、悲しげに、彼女はそう言って目を伏ふせる。

　恐おそろしく、美しい領主の素す顔がおが、その瞬しゆん間かん、ぽろりと零こぼれていた。

　彼女は開戦以来忙いそがしく働いていた。崩くずれた市壁へきの修理、兵士の配置、防衛線の補強などについて決定を下し、さらに合間で負傷した兵士たちの間に入り、彼らを慰なぐさめ、励はげまし、膿うみで汚よごれた包帯を取り替かえすらした。兵士の間でのグロリアの支持は堅けん固ごなものになっていた。

　その彼女が自分に嫉妬していたとは、コンスタンティンにはなかなか信じられなかった。

　そんな必要は、全然ない、と思うのに。

「あなたは愛されています、ご領主様」

　口は勝手に動いていた。

　グロリアは、訝いぶかしげな顔をした。

「何を申しておる？　話を聞いていなかったのか」

「いいえ、俺もそう思いますよ、グロリア様」

　レオンは苦笑を浮かべ、グロリアを見つめて言った。

「ヒースとの件、あなたがご命令になったから、俺は従いました。あんな男、俺は今でも捕らえてやりたいと思っています。せっかく少しは勢力を殺そいでやったのに、あんな活かつ躍やくをさせたら、きっとまた盛り返します。しかし、今回の、あいつの話について、一つだけ、完全に納なつ得とくできるものがありました」

　グロリアは不思議そうな顔をして言葉を待つ。そのようすが、もっとずっと年若い少女のようにも見えた。

「サイラスよりも、あなたの方が主あるじとして望ましい、ということです」

　グロリアは、ゆっくりと一つ、瞬まばたきする。

「あのこそ泥どろさえそうだったのです。皆みな、サイラスよりあなたを選んだから戦っているのです。あなたはサクスに選ばれたのです。それなのに、愛されていないなどと言うのは、許されません」

　レオンのグロリアを見る優しい眼まな差ざしに、声こわ音ねに含ふくまれる愛情に、コンスタンティンは気付いてしまった。なんだか見ていて気き恥はずかしくなる。街で出会うどんな女性たちにも比ひ較かく的てき愛あい想そのいい彼だが、こんな目や声が他人に向けられるのは、あまり覚えがない。

「……許す、許されぬと、おまえが言うのか」

　グロリアは、そう呟つぶやいたかと思うと、声を上げて笑い出した。

「はは！　まあ、よい。今回は許してやる」

　さきほどとは違ちがって、グロリアの目には力強さが戻もどっていた。その目を、今度はユリエルに向ける。

「それで、二つ目は司祭様のお話なのだが」

「はい」

　何故か、ユリエルは事情を察しているようすに見えた。

　自分がいない間に何かあったのかと、コンスタンティンは訝った。

　グロリアは、ユリエルの真意を確かめるように言った。

「サイラスの下もとへ、使者として向かいたいと」

　……コンスタンティンは、椅い子すから立ち上がった。

　わなわなと震ふるえて、隣となりに座るユリエルを見つめる。使者？　サイラスへ？　ユリエルの身み柄がらを求めるサイラスのところへ、自ら行こうと言うのか。

　死にに行くようなものだ。

「何考えているんですか、ファーザー」

「サイラスとの決着をつけねばなりません。停戦の使者は元々必要でしたし」

　確かに、昨日までとは状じよう況きようが変わっていた。レオンが援えん軍ぐんを連れて帰き還かんし、サイラスは追い詰つめられた。普ふ通つうなら撤てつ退たいするところだろう。それでもサイラスはまだ新たな陣じんを作って、応戦の構えを見せている。兵士をもっと呼ぶつもりかもしれない。

　だからって、それにユリエルが名乗りを上げるのはおかしい。

「決着なんて言ったって、あなたが行ったらまとまるものもまとまらないでしょう！」

「そうとも限らぬ」

　グロリアが、物もの憂うげに言った。

「叔父上は、一度手に入れると決めたものを、決して諦あきらめぬ。そうやって、今の地位を手に入れた。サクスのことも諦めるまい。誰だれが使者となっても、あの人は断るだろう。ファーザーに行ってもらっても、おそらく無理だろう。だが、一いち縷るの可能性もある」

「サイラスには悪あく魔まが憑ついていたようです」

　ユリエルがそう説明した。

「以前現れた、あなたが【錆さびの悪魔】と呼ぶものです。あれがサイラスを操あやつり、今回の戦争を起こしたと考えられます。サイラスの使者としてやってきたとおぼしき男とその悪魔が一いつ緒しよにいるのを、私が見ました。そちらの男は捕つかまえそこねてしまいましたが……しかし、悪魔はすでに滅ほろぼしています。うまくいけば、サイラスを説得できるかもしれません」

「悪魔を……でも、それって地じ獄ごくからまた戻ってくるだけじゃないんですか？」

「いえ、完全に滅ぼせた……はずです」

　だとすると、確かに、可能性は少しは出てくる。悪魔に唆そそのかされただけなら、悪魔が消えた今、なんらかの方法で以前の心を取り戻すことができるかもしれない。

　しかし、コンスタンティンは小首を傾かしげる。

「でも、あの人はファーザーの所属してらした騎き士し修道会を告発して、散々拷ごう問もんしたんですよね？　悪魔が取り憑いた後でのことならわかりますけど、もしも悪魔が取り憑く前からそういう人だったとすると、悪魔が滅ぼされてもあんまり変わらないんじゃないですかね」

「……まあ、親族としては、あまりそうは思いたくないな。……ファーザーはどう思われる？」

「たとえ悪魔が最近になって取り憑いたもので、今までの行こう為いが彼の本ほん性しようによるものだったとしても、悪魔が消えた今は、心が乱れているはずです。そこを突つけば、少しは彼の心を動かせると思います」

　グロリアはその答えを聞いて、頷うなずいた。

「実際にその悪魔と対たい峙じしたファーザーに頼たのみたい。使者として立っていただきたい。よろしいか？」

「ファーザー！」

　ユリエルは、申し訳なさそうな目でコンスタンティンを見上げた。

「すいません、コンスタンティン助祭。私が、決着をつけたいんです」

　コンスタンティンは唇くちびるを嚙かみ、言葉を探した。

　いくらなんでも、危険だと思う。

　けれど、決着を望む彼の気持ちは、わかる。何しろ、ユリエルは仲間をサイラスの告発で失っているのだ。

「……わかりました。でも、戻るのが遅おくれたら、必ず迎むかえに行きます」

「はい」

　嬉うれしそうにユリエルが笑うので、コンスタンティンは余計苦しくなった。

　サイラスは、ラヌルフという王都の司教の弱みとして、ユリエルを手に入れたがっている。それなら、ユリエルが自白でもしない限り、早急に殺すことはない。

　助けに行く余よ裕ゆうは、あるはずだ。

　それでも絶対に大だい丈じよう夫ぶとは言い切れず、コンスタンティンは俯うつむいて、唇を嚙んだ。

「大丈夫ですよ。何を盾たてにとられても、今度は決して噓うその自白なんかしません」

　ユリエルは、コンスタンティンを慰めるようにそう言った。




「一つ、そなたに頼みがある」

　グロリアは別れ際ぎわ、コンスタンティンに布製のロザリオ入れを渡わたした。

　隅すみに刺し繡しゆうが入った、綺き麗れいな白いロザリオ入れだ。

「これを、どうしろとおっしゃるんですか」

「そなたが叔父おじ上うえに会うことがあれば、私からだと言って突きつけてみよ。面おも白しろいものが見られるぞ。そなたなら、司祭が戻ろうが戻るまいが、どのみち叔父上を放っておくわけがなかろう？」

「……まあ、そうなんですけど」

「少し前、我が夫の身みの代しろ金きんの品が、市場に出回ってな。そのロザリオを入れていたものだ。夫もよく似たものを持っていた。私が縫ぬったものだ。しかしもう一人、同じ品を贈おくった相手がいてな」

　グロリアは、皮肉げな表情を浮うかべていた。

　ロザリオ入れの隅には、詩編の言葉が刺繡されていた。

「まさかサイラスに？」

「そうだ。おそらく、夫のロザリオ入れと間ま違ちがえて、よく似た自分のロザリオ入れに包んで売ったのだろう。だから、私はすぐにわかった。夫を死に至らしめたのは、我が叔父であったとな。やつは、私にレオンへの疑念を抱いだかせるために、レオンのかつての従者にロザリオを売らせ、それが私の手て元もとに届くようにして、その罪をレオンに着せさえした。私の戦争は、あの日から、もう始まっていたのだ」

　だから、彼女はあえて対立したように見せかけてレオンを追放し、密ひそかに根回しをさせていたのだ。訴うつたえたところでサイラスは何もかももみ消すだろう。ロザリオ入れは盗ぬすまれたとでも言えば済む話だ。むしろ口くち封ふうじにグロリアを潰つぶしにかかりかねない。

　グロリアの口元に浮かぶ笑えみは、皮肉っぽいものに見えたが、一いち抹まつの悲しみも感じられた。なんと言っても、親類だ。愛された思い出が、今彼女を傷つけているのかもしれない。

　憂うれい、苦く悩のうした眼まな差ざしで、彼女はコンスタンティンの手元のロザリオ入れを見つめていた。

「だが、わからぬことがある。何故なぜ、叔父上がそこまでの危険を冒おかしたか、だ。我が夫の身代金の事件は、もはや過去のこと。確かに私に怒いかりを燃え立たせたいのなら、これ以上の餌えさはない……だが、今まで誰にも知られずにうまくやってきたことを、こうして白日の下に自らさらすのは、あまりに危険な行為だ。実際、私は今回の策さく謀ぼうがあったから、叔父上の罪を知ったのだ。何故、我が叔父はそこまでの危険を冒したのか……あるいは」

　グロリアは、思いを振ふり払はらうように、首を横に振った。

「……わからぬが、何か気味が悪いのだ。得体が知れぬ。そなた、もし何かわかったなら、私にも教えて欲しい。代わりに、このロザリオ入れを託たくそう。頼めるか？」

　コンスタンティンは、ロザリオ入れに丁てい寧ねいに刺繡された聖句を見つめ、頷いた。




　グロリアたちを見送ったあと、ユリエルは一緒にテーブルの片づけをしながら、コンスタンティンに話しかけた。

「もしも、不快に思ったなら、答えないでくださって結構なんですが」

　そう前置きをして、緊きん張ちようしたようすで、けれどテーブルを拭ふく手元に視線を落としたまま彼は言った。

「コンスタンティン助祭、あなたは、あの悪魔を──」

　言葉が喉のどにつかえるように一度間を空け、掠かすれた声で、尋たずねる。

「愛していたのですか？」

　コンスタンティンは、少し考えたあと、誤解を恐おそれずに答えた。

「……ええ」

「そうですか」

　コンスタンティンが悪魔にキスをされたあとの、彼の表情を覚えている。驚おどろいたような、衝しよう撃げきを受けたような……凍こおり付いたみたいに、ぎこちなく見えた。

　単に人の口づけを見てしまっただけなら、彼は真っ赤になって、狼狽うろたえたくらいだろう。

　他ほかでもない、コンスタンティンだったから、彼は固まってしまったのではないだろうか。




『あなたに、会いたかった』




　あんなふうに、言ってくれるくらいだ。

　ユリエルがコンスタンティンを大事に思ってくれているのはわかる。それはもしかしたら、ただの仲間意識とか、絆きずなとかいう問題だけではなくて──

　無意識のうちに唇に触ふれる。

　繰くり返されたキスに潜ひそむ熱を思い出す。彼の眼差しに覗のぞく、微かすかな情熱の揺ゆらぎを。

　愛、のようなものだったとしたら？

　まさかとはもう思えない。いくら衝撃的だったとはいえ、彼が誰だれにでもあんなふうに口づけるとも、誰のためであっても地獄へ下るとも思えない。それは、コンスタンティンだからでは？　自分は彼の『特別』なのでは？

　鼓こ動どうが、速まっていく。

　左手の薬指に触れる。すでにそこに指輪はないが、指輪をなぞるように、指の付け根をなぞる。今は、この瞬しゆん間かんだけは、指輪がないのが恐ろしかった。ユリエルのこの感情に鼓動が速くなるのは、とても不誠実なことに思えて、自分を戒いましめるための何かが欲しかった。

　確かに、悪魔を愛していた。

　妻としてではないけれど、彼を愛していたのなら、どんな心の揺らぎも許されない気がした。

　でも、あの地じ獄ごくで、ユリエルの祈いのりが、コンスタンティンを慰なぐさめてくれた。

　会いたかったと言ってくれたこと、諦あきらめるなと[image: ]しかってくれたこと、そのどれもが嬉しくて、生きているのだという喜びが、実感が、確信が、全身を貫つらぬいた。

　生きようと思えた。

　それを、伝えるべきなんだろうか。

　コンスタンティンは口を開き、ユリエルを見た。

　ユリエルは、赤面して、俯き、テーブルの同じ箇か所しよを拭いている。

「……ファーザー、何してんですか」

　思わずそう言ってしまう。

「えっ、テーブルを拭いているんですよ、ええと……よ、汚よごれがこびりついていたんです。あ。もう綺麗になりましたねっ」

　ユリエルの顔はますます赤くなってしまう。

　優やさしく、純情で……噓が、下手へたで。

　普ふ通つうの人間と同じように、間違いを犯おかし、それを悔くいる。

　好ましい人だ、と思う。

　会いたかった、と思う。

　だからこそ、コンスタンティンは想おもいを胸の中に閉じこめた。

　──中ちゆう途と半はん端ぱなことを口にして、彼を惑まどわせてはいけない。

「ここは僕がやりますから、ファーザーはみんなのところに戻もどってください」

　コンスタンティンはそう言って、彼の手から布ふ巾きんを取った。




[image: ]




　攻こう撃げきされていない時でも、仕事はたくさんある。

　教会には怪我けが人や老人、子どもが集められていたから、彼らの世話もしなければならない。

　コンスタンティンは忙いそがしく働いていたが、城門前の通りに出た途と端たん、腕うでを摑つかまれ脇わき道みちに引きずり込まれた。

　背後から首に腕を回されそうになったので、咄とつ嗟さに首と相手の腕との間に自分の腕を突つっ込み、ふりほどく。

　振り返って身構えると、相手は見知った顔だった。

「ニコラス？」

　びっくりして、顔を指さす。ニコラスは不快そうにその手をたたき落とす。

「なんで、僕を襲おそうの？」

　ニコラスはコンスタンティンの顔と、身に着けた女物の質素なドレスを見て言った。

「本物か。堂々と顔をさらして歩ける身分とは思えなかったが」

「本物かどうか確かめたいなら、他の方法もあるだろ！」

　ニコラスは、いつものようにコンスタンティンの要望を無視した。

「貴様のことはもういい。ユリエル様はどうされた。サクスに戻られたと伺うかがったが」

「あれ？　知らないの？」

「俺はしばらくサクスを離はなれていた」

「……今朝、サイラスのところに使者として向かったよ」

　戻るのは、早くても夕方になるだろう。

　ところが、それを聞いた途端、ニコラスの顔面がみるみるうちに色をなくしていった。

　普ふ段だんほとんど表情を変えることのないこの男の変化に、コンスタンティンも不安になった。

「ダメだ」

　ニコラスは一言そう言うと、突とつ然ぜん身を翻ひるがえして歩き始めた。教会に行く道だった。

「ど、どうしたんだ、ニコラス。そりゃ、サイラスのところは危険だけど、捕つかまっても、すぐにどうこうされる可能性は……」

「あの野営地には悪あく魔まがいる」

　振り返ってそう言うニコラスの額には、汗あせすら滲にじんでいた。
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　サイラスは、停戦の申し出を断った。

　戦力的な不利、道義的な問題、色々な方向から、ユリエルはサイラスを説得しようとした。

　それでも、サイラスは聞き入れなかった。

『正義は私にあります。異い端たん者の群がる悪徳の都を討うつことは、神のご意志なのです』

　サイラスは天幕にいた騎き士しや小こ姓しようたちを全員外に出していた。そして、ユリエルと二人きりになって、話をしていた。

　折りたたみできる移動式の椅い子すに腰こしを下ろしたサイラスは、僧そう衣いを纏まとい、以前と変わらない穏おだやかな風ふう貌ぼうをしていた。

『サクスの人々は異端者などではありません』

『そうでしょうか？　【黒い羊ブラツクシープ】なる異端者がまた現れたそうですね。修道服姿で法を犯すなど、教会を愚ぐ弄ろうするもの……我が司教区に、そのような存在を認めることはできません。それとも、あなたまで、彼女を聖女だと言うのですか？　無教養なサクスの民たみのように』

　ユリエルは諦めを覚えながらも、最後の可能性にすがって語った。

『……【黒い羊ブラツクシープ】の行いは、確かに秩ちつ序じよを乱すものでしょう。けれど、人々が彼女を慕したうのは、彼らが無教養だからではありません。【黒い羊ブラツクシープ】が、彼らのために傷つきながらも戦うからです』

『……くだらないことですね』

　しばらくのちに、サイラスは、ぽつりとそう呟つぶやいた。

『感傷に惑わされて、異端者を匿かくまうなど、信しん仰こうある者のすべきことではありません。異端者は悪魔のように巧たくみな弁べん舌ぜつで人々を惑わし、良き羊の群れから引き離そうとするのです。そして突とつ然ぜん牙きばを剝むく……異端者も、異端者に惑わされた民も、救いようがありません。私の母もやつらの犠ぎ牲せいになりました。同じことが起こる前に、異端は……いえ、異端の芽は、つみ取らねばなりません』

　……サイラスは、サクスの民が異端者ではないと知っているのだ。

　知っていて、異端の可能性があるとして、攻せめ滅ほろぼそうと言うのだ。

『勿もち論ろん、その中にはあなたも入っていますよ、ファーザー・ユリエル』

　にっこりと、機き嫌げん良よく、懐ふところに入ってきた獲え物ものに微笑ほほえみかける。

『聖せい剣けん騎き士し団は邪じや悪あくな存在でなければなりません。異端が彼らすらむしばんでいたとなれば、王も、民も、当然皆みな警けい戒かいを強めます。そうあるべきなのです。細心の注意を払はらって、我々に敵対する者たちを排はい撃げきしなければ。やつらは狡こう猾かつですからね。蓄たくわえていた金品で我々の懐を潤うるおし、その死で皆みなに注意を促うながすことができたのですから、騎士団の皆さんも地獄で浮うかばれるでしょう？』

　対たい峙じしていたユリエルは、俯うつむくことで激情を堪こらえた。怒いかりに任せてサイラスに手出しをすることはできない。今のユリエルはグロリアの使者なのだ。

『あなたは、異端者として死ぬべきなのです。あの金と権力を貪むさぼった聖剣騎士団の騎士たちと同じようにね』

　──ラヌルフ司教との対立だけが問題ではない。

　サイラスは、ユリエルを逃にがすつもりなど、最初からなかったのだ。

　四年前、騎士修道会が異端とされたあの時から、誰だれ一人として、逃がすつもりはなかった。

　そして、今それを言ったということは、彼は今度こそユリエルを確実に殺す気なのだろう。

　ユリエルは、それでも、使者として最後の説得を試みた。

『戦力差をお考えください。これ以上の戦いはいたずらに双そう方ほうを消しよう耗もうさせ、司教猊げい下かのご評判を落とすだけです』

『でも、方法はありますよ。たとえば、市内にいる我々の内通者が毒を井い戸どに入れれば？』

『!!』

　聖職者の行いではない。

『サクスの人々が、無む辜この民がどれほど犠牲になるとお考えですか！』

『死に絶えればいいのです』

　サイラスは、ぞっとするようなことを、ごく平然と言い放った。

『そうすればグロリアも、己おのれの間ま違ちがいに気付くでしょう』

　ダメだ。

　サイラスに話は通じない。彼は彼の中で生きていて、他人と交わろうとはしていない。単に悪魔のせいとは思えなかった。もっと、何か根本的なところで、彼は、ずれている。

　ユリエルは説得を諦あきらめ、せめて最悪の事態は食い止めようと警告した。

『バート。今の名前はアレン……彼が悪魔と一いつ緒しよにいるのを見ました。あなたも目もく撃げきした、あの色いろ褪あせたマントの悪魔です』

　初めて、サイラスの顔色が変わった。

　けれど結局話ができたのはそこまでで、ユリエルは捕とらえられ、穴を掘ほって上から格こう子しをつけただけの牢ろうに入れられた。




　それが、今朝のことだ。

　簡単な牢の底で、ユリエルはサイラスとの会話を思い出していた。

　バートのことを告げられて、サイラスは顔色を変えていた。

　思い当たることがあったのか……悪魔のことに気付いて、自分の行こう為いが悪魔に唆そそのかされたものだったと気付いてくれれば、事態は良くなるかもしれない。




『人々が彼女を慕うのは、彼らが無教養だからではありません。【黒い羊ブラツクシープ】が、彼らのために傷つきながらも戦うからです』




　ユリエルは、サイラスにそう言った。

【黒い羊ブラツクシープ】は悪魔の力を借りていた。その点では、確かに悪魔崇すう拝はい者とか、異端者とか呼ばれても仕方のないことだ。けれど彼女は単に力を求めていたのではない。たまたま手に入れた力を使って、自分の置かれた状じよう況きようをよくしようとしただけだ。運命に抗あらがい、地じ獄ごくから逃のがれようとしただけなのだ。

　けれど、それだけでは済まなかった。

　彼女の戦いは伝説として、これからも語られていくことになる。

　伝説はきっとサクスの人々に勇気と誇ほこりを与あたえ、励はげまし、守られているという安心感を与えるだろう。悪徳の都と罵ののしられても、道を誤らずに生きていくための、希望となるのだ。

　自分は、悪魔を追ってこの街に来て、伝説の始まりに立ち会ったのかもしれない。

　今は、そんなふうに、思える。

　おそらく、指輪が壊こわれた以上、悪魔の力が新たに彼女に流れ込むことはない。残っている力を使えば、ただの人間に戻もどるだろう。

　その時、コンスタンティンはどうするのだろう。

　教会の助祭に戻るのだろうか。

　いや、いくら領主が認めているとはいえ、本当に戻れるのだろうか？　コンスタンティン自身に、男としての生き方に戻る気があるのだろうか？

　悪あく魔まの屋や敷しきで再会した時、コンスタンティンの姿はあまりに女性的だった。あの娼しよう館かんでドレスを着ていた時よりも、さらにずっと、彼女は女性としての雰ふん囲い気きを持つようになっていた。

　手足と腰つきはいっそう華きや奢しやになって、麻あさのドレスは手足の線が透すけるほどに薄うすく、肌はだはそのドレスよりも白く。見る者が恐おそれをなすほどに鮮あざやかな赤毛と戸と惑まどう緑の目をした彼女は、薔[image: ]ばらよりもさらに美しかった。

　醜みにくい嫉しつ妬とが胸を刺さすが、地獄で何があったのか、訊きくことはできない。

　何があったとしても、彼女がサクスを離はなれることはないと、ユリエルは思っているのだが。

　溜ため息いきをついて、彼は姿勢を正し、日課となっている祈いのりを捧ささげた。

　けれど、頭はなかなか集中できない。

　……コンスタンティンは、地獄でも祈りが聞こえたと言っていた。

　ならば、今も聞こえるのだろうか？

　祈りだけではなくて、この心臓の音や、幻まぼろしのように彼女の顔が目の前にちらつくことまで伝わっていたら？

　サイラスに言わせれば、きっと自分は『悪魔崇拝者に唆された堕だ落らくした司祭』ということになるのだろう。自分が堕落しているのはあまり間違いではないように思う。

　それでも、あの時地獄で巡めぐり会えた幸運は、きっと悪魔の導きなんかではない。

　格子を見上げて、彼はそう確信する。

　そして、まさにその時、地上で小さな物音が聞こえたかと思うと、兵士の身体からだがどさりとその格子戸の上に倒たおれ込んできた。格子から見える顔は、完全に白目を剝いている。

　その兵士を引きずって脇わきにどかし、代わって格子戸からこちらを覗のぞいたのは、フードを目ま深ぶかに被かぶった男だ。

「まったく、こんなところでいつまで寝ねてるんですか、暇ひまですねえユリエル様も」

「ニコラス……！」

　考えてみれば、地獄に行って以来、彼とは顔を合わせていなかった。さぞ怒おこっているだろう……と思う。その表情からは、いつもと違ちがうところは特に窺うかがえなかったが。

「遅おそくなって申し訳ありません。少しサクスを離れていたため、あなたの帰き還かんを知るのに時間がかかりました」

　下手に出て謝られると、少し怖こわい。

「い、いえ、私の方こそ、勝手な真似まねをしてすいませんでした」

「……別れの挨あい拶さつもなしに地獄へ行くなんてとんだ薄はく情じよう者ですね。しかも帰る算段もなしに」

　ぼそり、とニコラスがそう呟いたのが聞こえた。ユリエルは、自分を見下ろす冷たい視線に実際肌を刺されたようだった。

「うう、すいません……」

　ニコラスは、格子戸を開けながら言った。

「気を抜ぬかないでください。悪魔はまだ滅ほろびていません」

　ニコラスが聖せい剣けんらしき包みを背負っていることに、ユリエルはその時気付いた。
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　小さなテーブルに置かれたのは、パンとワインだけの質素な食事だった。常に彼は粗そ食しよくを貫つらぬき、兵士と同じかそれより簡単なものしか食べない。

　祈りを終えたサイラスは、早さつ速そくパンに手をつけようとした。

　そばに控ひかえていたはずの侍じ女じよに、突とつ然ぜんテーブルに押し倒され、口を塞ふさがれなければ。

「お静かに、サイラス司教」

　彼を見下ろし囁ささやいたのは、侍女のはずだった。少なくとも、白い清潔な被り物も、ドレスも、侍女が身に着けていたものだった。

　けれど、中身は違っていた。

　コンスタンティンは片手でサイラスの口を塞ぎながら、もう一方の手で被り物を取り払った。零こぼれ出る赤毛を見て、サイラスの顔が強こわ張ばっていく。

「あたしは【黒い羊シスター・ブラツクシープ】。罪人に罰ばつを与えるだけ。あなたが罪人でないのなら、どうしてそんなに怯おびえるの？」

　ほんの僅わずか、手をずらしてやる。まだ掌てのひらで邪じや魔まされて、大きな声を上げられないものの、サイラスは狼狽うろたえることなく言った。

「怯える？　バカな、私は──」

「清せい廉れんな聖職者？　これを見てもそう思う？」

「…………？」

【黒い羊ブラツクシープ】が彼に突つきつけたのは、ロザリオ入れだ。

　ロザリオ入れを彼の上でひらひらと揺ゆらしながら、コンスタンティンは教えてやった。

「あなたの悪わる巧だくみ、全部あの怖い姪めい御ごさんに見み抜ぬかれてたわよ。あなたがサクスの代官を陥おとしいれるために張った罠わなや──あなたが犯おかした罪。だから彼女はあなたの攻こう撃げきに備えて準備をしていたのね。あたしも、代官様が戻ってらして、ようやくわかったのだけれど」

「……罠？　何を言っているのですか？」

　サイラスは強ごう情じようだった。

「あなたが張った罠のために、姪御さんはあなたの罪に気付いたの。これを見てもまだ自分の失敗に気付かない？」

「そんなロザリオ入れ──」

　ふと、サイラスの顔色が変わった。

　自分の傍かたわらに、はたりと落とされたロザリオ入れを見つめ、固まる。

　詩編の一節に見覚えがあったのだろう。

「あなたが姪からもらったロザリオ入れね、サイラス？」

「何故なぜ、これが……」

「あなたの姪が、あなたと夫に刺繡して贈おくったものでしょう。これにあなたは手に入れたロザリオを入れていたのね……そして、時期を見て売り払はらった。わざわざ代官の前の従者を使って。証言をさせないために、従者まで殺して。代官に自分が犯した罪を──」

「何故これがここにある！」

　サイラスは、コンスタンティンの手を振ふり払い、それまでより大きな声を上げた。ちょうど外でちょっとした騒さわぎが起こり、声はそれに紛まぎれて、外には聞こえない。

「どうしたって言うの？　あなたが売ったんでしょう？　元々ロザリオを入れていたロザリオ入れと、あなたのロザリオ入れは似ていた。だから、自分のロザリオ入れと一いつ緒しよに売ってしまったんじゃない？」

　コンスタンティンは、あまり大きな声が出ないよう、今度は彼の喉のどをサイラス自身の僧そう衣いで軽く押さえた。

「これは……違う、私が売るはずが……」

　ロザリオ入れを見つめ、彼は苦く悶もんの表情を浮うかべている。

「違う……？」

　しかし、彼はこれを自分のものだと認めている。

「盗ぬすまれたとでも言うの？」

　その答えに、サイラスはすがりつくように言った。

「そう、盗まれたのです。ロザリオ入れは私のものですが、売ってはいません」

「ロザリオは？」

「なんのことか──」

　サイラスは誤ご魔ま化かそうとしたが、一いつ瞬しゆんだけ目が泳いだ。ロザリオ入れを手放したことは不本意だが、ロザリオについては知っているように見える。

「あなたやっぱり悪あく魔ま憑つきだわ。そうじゃなければ、どうして身内の身みの代しろ金きんを奪うばえるの？」

　コンスタンティンは、顔を歪ゆがめてそう吐はき捨てた。

「身内……？　あの男が身内なものですか。あのような無教養な男、私は認めません。私のグロリアを奪った、畜ちく生しようにも劣おとる存在です」

　コンスタンティンは眉まゆをひそめた。グロリアの夫は清廉で、寛かん大だいな心を持つ人物だったとレオンからも聞いている。サクスにも彼の寄進で病者のための療りよう養よう施し設せつが建てられているし、評判は良かったはずだ。

　いや。それよりも。

『私のグロリア』？

　その言葉には、姪に向ける以上の感情がありはしないか？

「……まあ、今は悪いけど、あなたと遊んでる暇はないのよね。バートは……あなたが雇やとったアレンはどこ？　彼には悪魔が憑いている」

　コンスタンティンがニコラスにユリエルを任せてここに来たのは、サイラスに罪を認めさせるためだけではない。

　ニコラスは、ユリエルが地じ獄ごくへ行ってから、独自にバートを追っていた。バートはその後も同じ悪魔と接せつ触しよくを続けていた。

　つまり、ユリエルが滅ぼしたはずの悪魔は、まだ生きているのだ。

　バートがサイラスの部下なのはわかっているし、ニコラスによるとこの野営地にいるはずなのだが、正確な居場所はわからなかった。だから、サイラスを問い質ただして聞き出すことにしたのだ。

「あなたの魂たましいはもう汚けがれきっているでしょうけど、もしほんの少しでも良心と信しん仰こう心が残っているのなら、悪魔を自分の陣じん営えいにのさばらせておくなんて気が引けるんじゃない？」

「何を根こん拠きよに──」

　しかし、突然、サイラスは言葉を切って、顔を蒼そう白はくにさせた。

「まさか、彼が……」

「思い当たることがあるの？」

　ちらりとサイラスはロザリオ入れに視線を走らせた。それで、コンスタンティンも勘かんづいた。

「ロザリオ入れね？　ロザリオ入れとロザリオを売ったのはバートなの？」

　確かに、グロリアも疑念を抱いだいていた。

　ロザリオを売ることは、せっかく葬ほうむった自分の罪を暴あばくことにも通じる。実際、グロリアはこれをきっかけにサイラスの罪を知った。

　自分の罪に通じる品を、いくら他人に罪を着せるためとはいえ、自分から持ち出すのはおかしい。

　だが、他人が、レオンに罪を着せるため、そして最終的には、司教の罪を暴くためにやったのだとしたら？

　グロリアはこれによって、サイラスがレオンをはめようとしたと考え、また、サイラスが自分の夫を殺したのだという確信を得た。当然グロリアはサイラスを拒きよ絶ぜつし、サイラスはグロリアへの憎ぞう悪おをかき立てられる。二人の対立はサクスに戦争を起こした。

　事を仕組んだ者の目的は、戦争だ。

　それを最も好むのは、悪あく魔ま。

　手助けするのなら、それは悪魔の僕しもべだ。

　コンスタンティンはその名を確信を持って呟つぶやいた。

「バート……！」

　彼が悪魔に入れ知ぢ恵えされたのか。あるいは、自分の考えでやったのか。

　どちらでも、ありそうに思えた。

「わ、私は彼の庇ひ護ご者です、そんなことは……」

「そんなことはしないって言うの？　でも、実際彼には機会があったんでしょう？」

「彼は不幸だっただけで、信仰心の篤あつい青年です！　サクスに汚された……サクスが彼を汚した、だから彼は罪に落ちたのです！」

「いいえ」

　コンスタンティンは、確信を持って答えた。

「彼が罪を犯したのはそんな理由じゃない。あたしは知ってる」

　頭痛と、重苦しい気持ちとともに、コンスタンティンはバートの話を思い出す。

　彼は主あるじであり、友人である少年を殺した。

　友人を愛していたから。でも、自由でいたかったから。従うことに満足したくなかったから。

　だから、殺したのだと言っていた。

　サクスが彼を汚したのではない。

　サクスの悪徳と、一緒に堕おちた。

　彼は、サクスと一つになったのだ、たぶん。

　コンスタンティンの力が緩ゆるんだ隙すきに、サイラスは彼女の手をはね除のけた。

「誰だれか──！」

　舌打ちし、コンスタンティンは身を翻ひるがえし、天幕の入口から今まさに入ってこようとしていた兵士を蹴けり倒たおし、その上を跳とび越こえた。

「【黒い羊ブラツクシープ】です！」

　サイラスがそう叫さけんだ。

　集まる兵士たちをあしらい、コンスタンティンは素す早ばやく野営地のようすを確かく認にんする。バートを捜さがさなければ。それに、ユリエルは脱だつ出しゆつできただろうか？　今は祈いのるしかない。

　コンスタンティンが侍女のドレスを翻して一人の兵士を蹴り倒した時、天幕の前にいたサイラスに、近づく人物が見えた。

　黒い僧衣を着た、若者だ。

「バート……！」

　コンスタンティンは駆かけつけようとしたが、兵士の壁かべに阻はばまれた。

　サイラスは青い顔でバートを見つめていた。震ふるえる手が十字を描えがく。

「司教様？」

　あどけないとさえ言える笑え顔がおで、バートは小首を傾かしげる。足は止めない。

　兵士の輪の外で、サイラスが怯おびえたように後あと退ずさり、バートに向かって言った。

「そこで止まりなさい。神の御み名なにおいて──」

「どうしたんですか、司教様ってば」

　屈くつ託たくのないバートのようすに、誰も注意を払はらわなかった。みな、【黒い羊ブラツクシープ】と、彼女にかけられた賞金の額の方が気になっていた。

「気を付けろ、サイラス！」

　コンスタンティンの警告が聞こえたのか、サイラスは十じゆう字じ架かを取り出してバートに突つきつけると、もう一度、より強い調子で言った。

「三さん位み一いつ体たいの御名において命じる。退け、そなたの──」

　バートとサイラスの距きよ離りはなくなった。バートは触ふれるほどの距離でサイラスを見上げ、相変わらず笑って言った。

「残念。あなたの信仰心じゃ無理だってさ」

　声はほとんど出ず、口が動いただけだったが、コンスタンティンにはそう聞こえた。

　バートがサイラスを突き倒す。サイラスの身体からだは天幕の中に押し込まれて、それから──

　声はもう、聞こえなくなった。

「くっ……そおっ！」

　コンスタンティンは、兜かぶとを被かぶった兵士の頭を踏ふみ台にして、彼らの頭上を跳び越えた。転びながら着地点にいた兵を押し倒し、さらに道をふさぐ兵を突き飛ばして、天幕の入口に下ろされた垂れ布を撥はね上げる。

　そして、びくんと震えて固まった。

「待て！」

　すぐに兵士たちが天幕の入口に押しかけ、彼女を押さえつけた。

　だが、彼らも天幕の中をちらりと見た途と端たん、凍こおり付いた。

　血だらけだった。

　折りたたみ式の椅い子すにも、テーブルにも、食事の上にも、簡易寝しん台だいにも、血が飛び散っていた。天てん井じようにまで撥ねて、滴したたっていた。

　天幕の真ん中に、バートが立っていた。

　彼の足あし下もとにはサイラスが、だらしなく手足を放ほうり出して寝ねそべっていた。血はすべてその腹と喉のどと腿ももから出たものらしい。いや、他ほかにも何カ所も傷つけられているのかもしれないが、もう血だらけでよくわからない。

　サイラスは、まだ息があった。

「何故なぜ……？」

　彼は焦しよう点てんの合わない目で虚こ空くうを見つめ、血と共に言葉を吐はき出した。

「神よ、私を見捨てないでくださ……」

　小さな息を吐いて、彼は動かなくなった。

　バートはその血ち溜だまりの中に立って、腕うでとナイフを真っ赤にしていた。

　彼はコンスタンティンたちを見て、悪びれたようすもなく、血で汚よごれた手で頭を搔かいた。

「あれ、早すぎー。こんなとこ見られたら、また逃にげないといけないじゃないか」

「う……裏切った、いや、乱心だ、討うて！　殺せ！」

　兵士たちの中で最初に我に返った者が、そう叫さけんだ。バートの右手が動いたかと思うと、その兵士の額にナイフが突き刺ささっていた。

　兵士たちは騒そう然ぜんとして、バートに飛びかかった。

　コンスタンティンは兵士に押さえつけられ、天幕から引きずり出されながら、叫んだ。

「だめだっ、待って！　そいつだけじゃない、まだ……！」

　天幕が、吹ふき飛んだ。

　コンスタンティンは身を低くしていたために無事だったが、兵士たちの中には天幕の骨組みにぶつかって大おお怪け我がをする者や、吹き飛ばされて頭を打ち付け意識を失う者も出た。

　残った骨組みが、獣の骨のように、大地から突き出ていた。

　そして、その骨組みの中心に、バートと、色いろ褪あせたマントの男が立っていた。

　異常なほどに長い手足と白い肌はだを持ったその男の周囲だけ、色が抜ぬけ落ちていくように見える。

　兵士たちは呆ぼう然ぜんとして座り込み、神の名を呟つぶやき、あるいは悲鳴を上げて逃げ出した。

　コンスタンティンを摑つかまえていた兵士たちも逃げ出したので、コンスタンティンは立ち上がり、もはや間に何一つ遮さえぎるものがない状態で、彼らと対たい峙じした。

「【錆さびの悪あく魔ま】……！」

　ユリエルは確かにとどめを刺したと言っていた。

　けれど、力の源は、たぶん無事だったのだろう。

　だから、彼は地上で復活してしまった。

　今、自分にはどれくらいの力が残されているだろう？

　力の源を壊こわせないまでも、一度追い払うくらいはできるだろうか？

　でも、バートは？

「やあ、コンスタンティン。久しぶり」

　バートは以前と変わらない笑顔でそう言った。

　コンスタンティンは唾つばを飲み込み、足を軽く開いて立った。

「宗しゆう旨し替がえしたの？　前は一応キリスト教徒だったと思うんだけど」

「ああ、彼？」

　バートは、コンスタンティンが前にもよく見たくすくす笑いを漏もらして、傍かたわらの【錆の悪魔】を見やった。

「彼ね、俺を気に入ってくれたんだって。俺には見込みがあるそうだよ。どういう意味かなあ？」

「バート。それは人の道じゃない。そいつから離はなれるんだ」

「ねえ、コンスタンティン。君は【黒い羊ブラツクシープ】だったんだね。これって運命なのかな？　君は聖女で、俺は殺さつ人じん鬼き。ねえ、俺は何度でも言えるよ」

【錆の悪魔】の存在が、彼から色しき彩さいまで奪うばっていた。陽光にとろけそうな蜂はち蜜みつ色の髪かみは乾かわいた砂色に、大きな青灰色の目は鈍にぶい鉄色に。肌はいっそう白く。まるでそれが彼自身が人ならぬ者に近づいている証あかしのようでもあって、コンスタンティンは緊きん張ちようを高める。

　彼はコンスタンティンに向かって両手を広げ、少年のように笑って言った。

「俺は何度でもロビンを殺すよ？　君は俺を殺さないの？」

　友人ロビンを殺した彼は、何度も殺人を繰くり返している。主あるじの命令で殺し、最後にはその主すら殺そうとして一度は捕つかまった。

　自由を得た彼は、新しい主を得て、今度は、主を殺した。

　そう。きっと、何度でも。

　かつて彼に言った自分の言葉が、今は冷たく重く胸に響ひびいていた。

　自分を殺さないのかと問う彼に、コンスタンティンはこう言ったのだ。




『あたしが正義の味方で、それがあたしの覚かく悟ごだからよ』




　今でもそう思っている。いや、悪魔ミデイールから得た力を人殺しのために使うことはできない。固く、そう誓ちかっている。

「……殺さない。だって【黒い羊ブラツクシープ】は正義の味方だから」

「違ちがうよ。コンスタンティンが俺を殺さないのは単に手を汚したくないだけだ」

「なんと言われても、やり方は変えない」

　もう一度、心の中でだけ紗しやを被り、コンスタンティンは強くバートを見つめて言った。

「あなたを捕まえるわ、バート」

「……それはどうかな？」

【錆の悪魔】がそう言うと同時に、彼の身体は無数の鴉からすの羽となった。色褪せたその羽が舞まい上がり、コンスタンティンに襲おそいかかる。

「！」

　羽は無数の刃やいばのようにコンスタンティンの皮ひ膚ふを切り裂さいた。目や急所を庇かばって逃げ出すが、羽は逃げた先にもさらに降り注ぎ、ドレスを貫つらぬいて、コンスタンティンの身体を地面に縫ぬいつけた。

「っつ」

　腿に突つき刺さる羽を何枚かまとめて抜き取るが、その時には【錆の悪魔】は再び実体化して、その細く長すぎる足でゆっくりと歩いてくる。

「く……！」

　前回戦った時よりも、強くなっている。

　それがサクスの混乱と流血によって魔ま力りよくを得たためと思うと、怒いかりが腹の底から湧わき上がってきた。

「この……っ！」

　けれど、彼女が憎ぞう悪おを糧かてに立ち上がる前に、僧そう衣いの人物が割って入った。

　手には、騎き士し修道会秘蔵の聖剣。

「これは私の仕事のようですね」

　彼はそう言って、襲いかかってきた鴉の羽を、その聖剣でひと薙なぎした。

　剣圧によってか、それとも聖剣の退たい魔まの力によってかはわからないが、鴉の羽は吹き飛ばされて、無力に周囲に舞い散った。

　なおも数枚の羽をまとわりつかせたまま、振ふり返った彼は目だけで微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　コンスタンティンはその笑えみに安あん堵どし、彼にその場を任せて立ち上がった。

【錆の悪魔】が彼女の目の前に現れる。けれどユリエルが横から聖剣を振り下ろし、牽けん制せいする。コンスタンティンはその隙すきに彼らの横を駆かけ抜けて、天幕の残ざん骸がいに立つバートへ向かって飛びかかった。

「！」

　バートはコンスタンティンの体当たりを受けて倒たおれ、コンスタンティンはその上に馬乗りになった。

　バートはもがいて腕を振り回し、彼女の少し伸のびた髪を摑んで、逆に彼女を引き倒した。

　首に手をかける。

　コンスタンティンは喉のどを両手で絞しめ上げられる。相手の手首を摑み、外そうとするが、力が抜けてしまってうまくいかない。バートが、わざわざ耳元に唇くちびるを寄せて囁ささやいた。

「どう？　頭くらくらしてきた？」

「そりゃ、そうだろ……！」

　コンスタンティンは、首を動かし、目の前にあった彼の耳に嚙かみついた。

「！」

　バートの手から力が抜けて、ようやくコンスタンティンは自由になる。

　口の中の錆さびついた味の唾だ液えきを吐き捨てて、コンスタンティンは立ち上がり、彼の腹に一発、重い拳こぶしを食くらわせた。

　バートは口から空気と一いつ緒しよに胃液を吐はきだし、膝ひざを突いて咳せき込む。

　しかし、今のはコンスタンティンも痛かった。

　殴なぐった拳を痛めてしまった。単に殴っても十分拳を痛めるものだが、それにしても、おかしい。硬かたいものでも殴ってしまったような……？

　バートの懐ふところから、赤子の拳ほどの大きさの塊かたまりが零こぼれ落ちた。

　錆の塊のようなそれに、見覚えがある。

「悪魔の力の【根源】……！」

　コンスタンティンが呟いて、手を伸ばす。

　しかし、バートが先に摑んで、抱かかえてしまった。

　彼は痛みを堪こらえながら後あと退ずさる。

「それを渡わたすんだ、バート」

「やだね。わかってるよ、これがあるから、あいつは不死なんだって。これがあいつ自身なんだって……わかってて、渡すわけがないだろう？」

「でも、君はもう終わりだ」

　ユリエルが負けることがないのは、わかっていた。

【錆さびの悪魔】とユリエルの戦いのようすが目に入ったのだろう、バートの顔に浮うかんでいた笑みが強こわ張ばる。眉まゆを寄せ、目を見開き、口元を大きく歪ゆがませて。

　けれど、最大の庇ひ護ご者の敗北を見ながらも、彼はもう一度、笑った。

　笑って、【根源】を口元に運んだ。

　口にくわえる。

「まさか……」

　その目が、最後にコンスタンティンを見た。

　大きな青灰色の目から、一いつ滴てき、大おお粒つぶの雨のような涙なみだが零れ落ちた。

「やめろバート！」

　バートは【根源】を飲み込んだ。

　異変に気付いた【錆の悪あく魔ま】は何か叫さけんで、バートに飛びかかろうとして、ユリエルに切り伏ふせられた。傷口から無数の鴉の羽が生まれて、黒い塵ちりになり、地に落ちる前に消えていく。自分の身体からだから失われていくものに気付いて【錆の悪魔】は絶ぜつ叫きようし、のたうち……

　その間、コンスタンティンは、なんとかバートに【根源】を吐き出させようとしていた。

　けれど、悪魔の身体が一片ぺん残さず、今度こそ完全に地上からも地じ獄ごくからも消え去ったあとも、バートは【根源】を吐き出さなかった。

　彼は、肩かたを震ふるわせて笑い、コンスタンティンを見た。

　青灰色の目も、顔の色も今までと変わらないのに、何故なぜかコンスタンティンは彼が完全に変わってしまったと感じた。

　ユリエルが強張った声を絞しぼり出した。

「悪魔の力を……取り込んだ……」

　そうだ。

　バートは、変わってしまった。

　もう、人ではない。

「バート」

　コンスタンティンの呼びかけに応こたえて、バートは笑う。

　そして彼女の顔に鋭するどく尖とがった爪つめを振り下ろした。

「危ない！」

　ユリエルの声が聞こえる前から、コンスタンティンの身体は勝手に動いて、その爪を避よけていた。

「バート、どうして？」

「君ならわかるはずだ。君には言っていることだ」

　バートは新たな肉体の使い心地ごこちを確かめるように自分の手を見つめ、指を握にぎったり、開いたりした。

「俺は、誰だれにも支配されたくない。それがたとえ悪魔でも、神様でも、君でも」

　ユリエルが、彼女の前に出ようとする。

「コンスタンティン助祭、彼はもう、あなたの獲え物ものではない。私の領分です」

　それはバートが人ではなくなったということだ。

　コンスタンティンは、聖せい剣けんを持つユリエルの手に触ふれて言った。

「違ちがう……違います。彼は、僕が。僕が、人として」

　涙が溢あふれるのを堪える余よ裕ゆうもない。

「人として、葬ほうむります」

　自分の中に残る悪魔の力を揺ゆさぶり起こす。

　力のすべてを使おう。

　肉体を増強し、意識を研とぎ澄すまし。右の拳にすべての力を乗せる。

　肘ひじまで、痺しびれるような重い感覚が走った。悪魔の力が、黒い靄もやとなって、彼女の腕うでの周りで渦うず巻まいている。

「なんだ、やっぱり、俺を殺すのか、【黒い羊ブラツクシープ】」

　バートが微笑んで言う。彼の右みぎ腕うでが丸太のように太くなり、その爪はもはや短たん剣けんより長かった。コンスタンティンは全身の神経を研ぎ澄まし、彼の方へ、無造作にも見える足取りで近づく。一歩、また一歩。

　女声で囁く。

「そうね。だから、【黒い羊ブラツクシープ】はこれでおしまいよ」

　バートを、たぶん、殺すことになるから。

　コンスタンティンは、もう二度と、正義の味方を名乗れない。

　それでいいのかもしれない。そうあるべきなのかもしれない。

　伝説は終わりだ。

「あんたと一緒に終わってあげる、バート」

「あははっ」

　楽しそうにバートは笑って、地面を蹴けった。

　コンスタンティンは、しっかりと踏ふみ込み、黒い靄を引きずるようにして、右の拳を振ふり下ろした。




「バート……」

　血にまみれながらコンスタンティンは呟つぶやいた。

　血は自分のものだ。強すぎる魔ま力りよくに耐たえられず、右腕から血が噴ふき出ていた。

　剣を持たないのは人を殺さない覚かく悟ごなのだと、前にバートに主張したことがあったけれど、凶きよう器きなんかなくたって、コンスタンティンの身体は十分人を殺傷できる。

　悪魔ミデイールの魔力を使い切った一いち撃げきは、彼の肌はだに傷を付けてはいなかったが、たぶん、それは外側だけのことだ。

　倒たおれていたバートは地面に手を突ついて起き上がろうとしたけれど、その手は指先から、黒い塵になって崩くずれていった。

　魔力は彼の身体を伝わって、その中身をずたぼろにして、壊こわしてしまった。

　そして、彼の背中には聖剣が突き刺ささっていた。

　どちらがとどめになったのかはわからない。たぶん、この聖剣は、コンスタンティンにすべてを背負わせない、ユリエルの優やさしさなのだろう。

　バートは顔を上げ、最さい期ごにコンスタンティンの目を見て──また、笑った。

「はは。終わりか。これが、君と、俺の、終わり──」

　そして、風がすべてを吹ふき飛ばし、彼は塵になって消えた。

　兵士たちが、怯おびえたように彼女たちを取り巻いていた。

　もう、【錆の悪魔】も、バートも消えた。

　ユリエルは、彼女の肩に自分の外がい套とうをかけてくれた。

「これで、終わり……」

　コンスタンティンが、ぼんやりした顔でそう呟く。

　けれど、ユリエルは、彼女の折れそうに細い肩を抱だいて、頭を抱え込むようにして、囁ささやいた。

「いいえ、始まるんです。あなたの、新しい生が」

「僕の」

　その言葉にはまだ現実感がなく、コンスタンティンはまだ遠巻きにして近づこうとしない兵士を、乾かわいた大地を、雲が分厚く覆おおう空を見た。

　そうして、自分に悪魔の力を借りていた頃ころほどの視力がないことに気付いた。

　力を、本当に使い切ったのだろう。

「バートは……」

　コンスタンティンは呟いた。

　悪魔は【根源】を断たたねば死なない。【錆の悪魔】が滅ほろんだのはバートが【根源】を飲み込んだからだ。

　それでは、バートは、どうなったのだろう。

　人として死ねたのだろうか。

　それとも……。

「今は、もう、いいんです」

　そう、ユリエルの言葉通りかもしれない。

　彼の声を聞きながら、コンスタンティンは目を閉じた。







　目が覚めると、そこは熱風吹きすさぶ荒こう野やだった。

　草の一本も生えず、炎ほのおが教会の屋根ほどの高さに吹き上がる大地。

　自らは決して光を発することなく、ただ炎の照り返しを受けて輝かがやく空。

　泣き叫さけぶ、無数の亡もう者じやたち。

「ずいぶんと、酷ひどいところだな」

　地じ獄ごくで目覚めたバートは、周囲を見回してそう呟いた。

　身体からだに、特に異常は感じられない。今まで感じたことがない力で満たされて、以前より調子がいいくらいだ。相変わらず黒い僧そう衣いを着ているが、これは好きにできる気がする。ちょっと意識を集中すると、案の定、農のう奴ど時代の服装になった。

　でも、それなりに気に入っていたので、僧衣に戻もどしておく。

　バートは、何か大事なものがあるように感じて、僧衣の下をまさぐった。

　出てきたのは、首から鎖くさりで下げた、印章付きの指輪だ。

　かつての親友が持っていたもの。血に濡ぬれた手で、彼が奪うばい取ったもの。

　ああ、これなんだなと彼にはなんとなく察することができた。あの【錆さびの悪あく魔ま】が、錆さびついた鉄を力の源としたように、彼はこの指輪を源とするのだ。

「これが、俺の、根源」

　その言葉は妙みように甘美な響ひびきを持って彼の身体を揺さぶった。

　嬉うれしくなって、彼はその指輪に微笑ほほえみかけ、口づけて囁いた。




「これからは永遠に一いつ緒しよだよ、ロビン」
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　何年も離はなれていたような感じがする。

　実際にユリエルがサクスを離れていたのはひと月程度だが、風の匂においが違ちがう気がする。夏の暑さを取り戻し、乾いて……太陽そのものの匂いを嗅かいでいるような気持ちになる。

　六月のある日、ユリエルは船を下りた足で、聖ブリジット教会に向かった。

　この一年で顔見知りになった人々が、気さくに声をかけてくれる。初めて来た時のように、道に迷うこともなく、彼はひつじ通りをゆっくりと歩き、教会のある小路に入る。

　ちょうど店番に出ていたジャックが、気軽に声をかけてくれた。

「やあ、ファーザー！　お帰りなさい」

「ただいま戻りました。長いこと留守にしてすいません」

「たったひと月ですよ」

　ジャックは笑って、教会を指した。

「ちょうど、今日はエリカが掃そう除じに来てますよ」

「ありがたいです」

　ユリエルは彼女にも直接礼を言おうと、教会へ向かおうとした。

「ファーザー、何か元気ないですけど、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ユリエルは立ち止まり、微び苦く笑しようを浮うかべた。

「それが、やはり故郷の荘しよう園えんの方にも戻っていないみたいで」

「ああ……」

　ジャックは何か言おうとしたが、その時、教会の扉とびらが開いて、エリカが飛び出してきた。

「声が聞こえたから、もしかしてと思ったら！」

　嬉しそうにそう言って、ユリエルに挨あい拶さつする。

「お帰りなさい、ファーザー！　あら？　ちょっとお疲つかれなんですか？」

「いえ、その……コンスタンティン助祭が、村にもいなかったので」

　コンスタンティンは、サイラスが死に、軍が撤てつ退たいしていったあの日、突とつ然ぜん姿を消してしまった。

　以来、九ヶ月近く、ユリエルはコンスタンティンを捜さがし続けている。

　王都の司教に頼たのみ込み、聖ブリジット教会の司祭を続け、こうして教区が落ち着いた最近では、遠出もしている。

　今回も、コンスタンティンの生まれ故郷である荘園に、彼女が戻っていないか、せめて消息がわからないかと思って出向いたのだ。

「そうそう、それでファーザー、コンスタンティンなんだけど──」

　ジャックが、笑いながら何か言おうとした。

　しかし、突然何か思いついた顔で、エリカがそれを遮さえぎった。

「ああ！　ああ、そうでした。ファーザーが戻ってきたら、ちょっと相談したいと思っていたことがあったんです」

「そうでしたか。なんですか？」

「そのですね……」

　エリカは、『相談したいこと』について声を潜ひそめて語った。

　それを聞いたユリエルは、納なつ得とくしたようすで言った。

「わかりました。それはご心配でしょう。私が話してみます」

「ありがとうございます、ファーザー」

　にっこりとエリカは微笑み、ユリエルが司祭館に入るのを見送った。




「おい、エリカ」

　ジャックが、どうにも事態を理解できず、エリカに尋たずねた。

「なんだ、今の」

「何って、本当のことしか言ってないわよ、私」

「言ってないことあるだろ」

「いいのよ」

　ジャックにはまったく理解できないことだが、エリカは腕うでを胸の前で組み、満足そうな微笑みを浮かべ、司祭館を見やった。

「これくらい、驚おどろかせたって、神様もお許しくださるわ」

　そうかなあ、と思ったが、ジャックは口ではエリカに適かなわないのはわかっていたので、ただ司祭館の、ユリエルの部屋を見上げて、彼に同情した。
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　そこは酒場の中庭だった。

　葡ぶ萄どうの木が植えられ、蔓つるが絡からまった棚たなが、心ここ地ちよい日ひ陰かげを作っている。

　その下に椅い子すと小さなテーブルを出し、酒場の事実上の経営者であるヒースと、領主であるグロリアが、チェスをしていた。

　女領主の傍かたわらには、代官に復帰したレオンが、チェスの駒こまのように不動の姿勢で立っている。

「大市を前にして、面めん倒どうなのが入ってきてますね」

　ヒースが、そう呟つぶやいて、駒を動かした。

　面倒な、と彼が言うのは、よそ者の犯罪者集団だ。大市にはたくさんの商人と荷が集まり、商売が活発になる。掏摸すりも置き引きも強ごう盗とうも窃せつ盗とうも詐さ欺ぎも、何もかも他ほかの月とは比べものにならないくらい増加する。商人と一緒に、犯罪者たちも集まってくるのだ。

　グロリアは鼻で笑い、即そく座ざに自分の駒を動かす。

「ふむ。手を打っておこう」

「こちらとしても助かります」

「大市の間の犯罪行こう為いを減らしたいだけだ。サクスの評判に関かかわる。勿もち論ろん、貴様らの犯罪も取り締しまるが」

　ヒースは含ふくみ笑いを漏もらして、駒を動かし、グロリアの騎士ナイトの駒を取る。

「俺たちのやり方でやらせていただきますよ」

「ふむ、おまえと知ち恵え比くらべか。面おも白しろそうだな」

　グロリアは、怒ど気きを感じて、後ろを振ふり返った。レオンはむっつりと黙だまり込み、いかにも不ふ機き嫌げんそうだ。

「なんだ、不満か、レオン」

「……恐おそれながら申し上げますが、その男をいつまでのさばらせておいでなのでしょうか」

「おまえは本当に頑がん固こだな」

「それに、今日は他にご予定があります。城へお戻もどりになるべきかと」

　グロリアは、はっ、と女性らしからぬ態度でそれを笑い飛ばした。

「どうせ、若造が財産目当てで媚こびを売りに来ただけだ。相手をするのも面倒だ」

「身分ある方を邪じや険けんに扱あつかうこともできますまい」

　グロリアはつまらなさそうに肩かたを竦すくめ、立ち上がった。

「悪いな、ヒース。続きはまた今度だ」

「いつでもどうぞ、ご領主様」

　にっこりと愛あい想そ良く笑って、ヒースは彼女のために立ち上がり、裏口に通じる扉を開けた。

「うむ、ここまでで良い」

　送ろうとするヒースを制して、グロリアは薄うす暗ぐらい廊ろう下かをレオンとともに歩く。

　居酒屋の裏手という、およそ領主がいるとは思えないところを、ゆったりと歩きながら、彼女はレオンに話しかけた。

「そういえば、叔父おじ上うえの遺産の件だが、ようやく片付いてな。かなりの部分を、修道院に寄進ということで決まった。まあ、妥だ当とうなところだろう。親族はうるさかったが」

「……それはようございました」

「あれから、もうずいぶん時間が経たったな」

　グロリアは、薄暗い廊下の隅すみを眺ながめて言った。

　暗く、深い闇やみを思わせる出来事だった。

　おおよそのところは、ユリエルから聞いて理解できた。だが、サイラスが何故なぜグロリアの夫を死なせるような真似まねをしたのか、まだよくわかってはいなかった。

「叔父上は何故あんなことをしたのだろうな。金のためか？　確かに、あの頃ころ、叔父上は修道院の院長の地位を狙ねらってらした。あの金があれば、それも購あがなえたかもしれぬ」

　答えが返るとは思っていなかったが、レオンは、穏おだやかな声で言った。

「愛する姪めいの夫を死なせるのに、金だけとは思えません」

「……それはどうだろうな。叔父上は、夫とは不仲であった。そう、ロベールが異教徒に寛かん容ようだと言ってな。確かに、夫は異教徒の学者や、商人とも親交があった。おおらかな人だったし、異教徒であっても、誇ほこり高い人たちだからと。ああ、だが……」

　グロリアは薄うす闇やみの中に叔父の幻まぼろしを見たように思って、目を凝こらしたが、そこにあるのは樽たるだけだった。

「……そうだな、そう、金や不仲のための殺人ではなければいいと、心のどこかで思っていた。しかし、それでは何故だ？　私を愛していたのなら……いや……」

　サイラスの、自分を見る目を思い出す。その手つき、近すぎる距きよ離り。

　考えてみれば、あれは、彼がグロリアの母に向けていた眼まな差ざしとよく似ていた。

　すがるように愛した、姉弟きようだいのように育った母と、グロリアを重ねていたのかもしれない。

「……愛していたからか」

　彼と対立し、彼に少なくとも社会的なとどめを刺さすことを決めたのは、グロリアだ。開戦前から、彼を許すことはないだろうと思っていた。停戦しても、どれだけ時間がかかっても、彼に復ふく讐しゆうしようと思っていた。

　今でも、憎ぞう悪おは残る。

　けれど同時に、憐あわれんでもいる。

　複雑な感情を抱かかえて、彼女は呟いた。

「せいぜい、金で修道士の祈いのりを購えばいい。これからは命日ごとに百年でも祈りを捧ささげてもらえる。それだけの額を寄進したのだ。私は祈らぬ。まだ心からは祈れぬ……」

　愛というのは、厄やつ介かいなものだ。

　ふと、グロリアはかつてのことを思い出した。

「そういえば、私も嫉しつ妬としていたことがあったな」

「は？」

　レオンが、裏口に手をかけ、今まさに開けようとしたところで振り返る。

「【黒い羊ブラツクシープ】にだ。民たみがあんまりあれを愛するからな。それに──コンスタンティン助祭にも。何しろ、おまえがあんまりあの助祭を庇かばうものだから、よほど大切なのかと思ってな」

「…………コンスタンティンは、男ですよ？　ああ、いえ、女だったわけですが、少なくとも、俺は弟みたいなもんだと思って付き合ってました」

「わかっておる。だが、想おもいの強さは、私への忠誠にも負けておらんなと思ってなあ」

　グロリアは、困り顔のレオンの頰ほおをぺちぺちと叩たたいた。

「……想いの強さは、測れるものでは」

「わかっておる、と言ったであろう。ただ、少し寂さびしかっただけだ」

　しんみりしてしまった気持ちを吹ふき飛ばすように、グロリアは言った。

「それで、おまえ、求きゆう婚こんはしないのか」

「……どなたにですか？」

「私にだ」

「……私は臣下です」

　それですべてのことにけりがついたとでも言うように、レオンは扉とびらを開けた。

　グロリアは、眩まぶしい六月の光に目を細め、狭せまい路地裏で、彼の唇くちびるを指で弾はじいた。

「つまり、あれはただの感情的な間ま違ちがいか」

「そう、です」

　自分の唇をなおもつつこうとするグロリアの手を摑つかみ、レオンは羞しゆう恥ちを堪こらえて言った。

「ですからお戯たわむれはもう」

「おまえは、おかしな男だな」

　グロリアは微笑ほほえんで、初夏にふさわしい若草色のドレスを陽光にさらし、馬までの距離をゆっくりと歩き始めた。

「人の気も知らんで」

　呟きはレオンの耳にも届いたが、彼はどう答えたらいいかわからず、聞こえないふりをした。
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　もうすぐ、夏げ至しだ。

　昼が最も長くなるこの時期、夜はほんの瞬またたきほどの間に終わってしまう。かなり遅おそい時間になっても、まだ空は明るい。

　ユリエルは青い薄闇の路地裏で、立ち止まった。

「この辺りでしょうか……」

　きょろきょろと辺りを見回す。

　そこは、最近できた修道院の塀へいのそばだった。

「……不ふ審しん者みたいですよ、ユリエル様」

「違いますよ、ニコラス」

　突とつ然ぜん背後から現れたニコラスにも、ユリエルは特に驚おどろきはしなかった。ニコラスと顔を合わせたのもひと月ぶりだ。

　これまでニコラスは悪あく魔ま憑つきや悪魔の噂うわさを確かめるためにあちこち旅をすることが多かったが、最近はサクスの司祭館にいて、ユリエルを手伝う時間が少しずつ増えていた。ユリエルの旅の間も、彼は時々司祭館や、教区のようすを見てくれていたはずだ。

　ユリエルは、彼にエリカから聞いた話を語った。

「ここの修道院に、困った人がいるそうなんです。よく抜ぬけ出している不ふ真ま面じ目めな人だけれど、友人なので、あまり大おお事ごとにせず注意して欲しいと頼たのまれまして。ここの司祭様は厳しくて、知られたら大事になってしまうと言っていました」

「……なるほど」

　何故か、いつになく神しん妙みような顔で、彼は相あい槌づちを打った。

「ちなみに今回の旅はいかがでしたか」

「ダメですね。手がかりも摑めません」

「いい加減、諦あきらめたらいかがですか？」

「そんなことしません」

　ユリエルは、きっぱりとそう言った。

「私は信じています。もう一度会えると」

「しかし、今までまったく音おと沙さ汰たなしですよ。また地じ獄ごくへ戻もどったとも考えられます」

「そうであったとしても、捜さがし続ければ、いつか会えるはずです。私は、あの広い地獄でも、彼女のところに辿たどり着けました。偶ぐう然ぜんではないと、今は思っています」

　薄うす暗ぐらい中でもわかるほど、ユリエルは顔を赤らめた。

「私は、彼女と……その、儀ぎ式しき的には婚こん姻いんしてしまいました。悪魔の言うところでは、霊れい的てきな繫つながりができたということのようです。地獄で私たちが巡めぐり会えたのは、そのせいではないかと思います」

「霊的な……では、また会えると？」

　確信を持って、ユリエルは言った。

「ええ。きっと、何度でも」

「……まあ、じゃあ、そうなんじゃないですかね」

　なんだか、妙みように投げやりな言い方に聞こえた。

「？」

　その時、塀の向こうから、小さな物音と人の話し声が聞こえて、ユリエルはそちらを見た。

　今しも、一人の修道女が、塀を乗り越こえ、路地側に降りようとしているところだった。それと、こちらは子どもだろうか、小さな人ひと影かげが一つ見える。

　修道女は先に降りると、塀の上に乗っていた子どもを抱だいて、塀から下ろした。

　その背中に、声を掛かける。

「シスター。修道院を抜けだすのは、何か理由がおありですか？」

　修道女は、子どもを抱いたまま、ばっとユリエルを振ふり返った。

　驚き、見開いた緑の目と、目が合う。

　彼女は、真新しい白いベールを被かぶり、灰色を基調にした清せい楚そな修道服を身に着けている。

　癖くせのある赤毛が、ベールから少しはみ出していた。

「…………え？」

　まったく考えてもいなかったタイミングでの再会に、ユリエルはそんな声を漏もらすことしかできなかった。

　むくれた顔の子どもを抱いた修道女は、こう言った。

「お、お久しぶりです……」

　彼女は、本物のシスターになった、かつての【黒い羊ブラツクシープ】──

　コンスタンティンだった。
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　時は、バートが消しよう滅めつした直後に遡さかのぼる。

　サイラスが死に、悪魔が現れ、司教陣じん営えいはすっかり混乱していた。サイラスの補ほ佐さだった聖堂参事会員が事態を収しゆう拾しゆうし始め、使者であるユリエルとあらためて話し合い……その間に、コンスタンティンはそっとサクス市内に戻り、聖ブリジット教会に入った。

　なんとなく、呼ばれたような気がしたのだ。

　教会には、赤ん坊ぼうの声が響ひびいていた。

　礼拝堂には大勢の怪我けが人がいたが、皆みな眠ねむっていて、起きる気配もない。赤ん坊がこれだけ泣いているのに、誰だれも目覚めないのは不自然だった。

　赤ん坊は、白い襁褓むつきにくるまれ、祭さい壇だんに寝ねかされていた。

　抱き上げると、すぐに泣きやむ。生後半年くらいだろうか。

「誰の子……？」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん、その子が目を開けた。綺き麗れいな青い目だった。

　色こそ違っていたが、コンスタンティンはその目を知っていた。

「……ミディール……？」
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　長い話になるというので、一いつ旦たん近くの河原に降りて、腰こしを下ろした。ちなみに、ニコラスはなんか面めん倒どうそうなんで、と言って、さっさと姿を消している。

「これがね、悪魔の生まれ変わりなんです」

　これ、というのは、コンスタンティンが今抱いている子どものことを言うらしい。見たところ、五歳くらいだろうか。

　ユリエルは、混乱していた。

「い……いえ、待ってください、色々おかしいと……」

「僕もそう思うんですけど。この子が喋しやべれるようになってから聞いた話では、人間に近づきすぎて、そのために魂たましいが生まれちゃったそうなんです。で、その新しい魂自体は汚けがれていないし、消滅させる理由はないので、以前の生の償つぐないをするために、命を与あたえられた、ということみたいで……でも赤ん坊からやり直すのも罪つみ滅ほろぼしの一部なので、まだこの姿なんだそうです」

　ユリエルは、頭を押さえた。本気で頭痛がしていた。

「つまり、この子どもは、悪魔なんですね。しかし、命を与えられたとは、いったい何者によって？」

「…………天使だって言ってました」

「腐くされ天使だ」

　可愛かわいらしい子どもの口から、とんでもない言葉がぽろりと出てきた。

「やつらめ、吾わが輩はいをこのような無力な器うつわに閉じ込めおって。まったく、これだからそなたらの神というのは傲ごう慢まん──」

「こら、生まれ変われたんだから感謝しなきゃだめだろ」

　コンスタンティンが、子どものほっぺたをぷにぷにと押した。

「……でも、どうしてこんなに成長しているのですか」

　ユリエルは、そう尋たずねた。

　九ヶ月前赤ん坊だった者がすでにこの大きさになっているのは、どう考えてもおかしい。

「えーと、こいつは、大いなる運命を課されてるそうなんです。これから地上に何か大変なことが起こってしまうけど、こいつがそれを解決することで、罪を償えるかもねってことみたいで。で、そのために特別な力を少し与えられてるんです。それを使って、勝手に成長しちゃってるみたいで……」

　将来必要になる力を使って成長しているのか。

　わけがわからないことだらけでついていけないが、とにかく、それはいけない気がした。

「ダメですよ、そういうのは」

「ですよねえ。僕もそう言ってるんですけど……」

「ふん。貴様に言われることではない。吾輩は妻にふさわしい男に早くなりたいのだ」

　口調は少し舌足らずなところがある。

　ユリエルは、あらためて、子どもを見つめた。

　黒くろ髪かみに、切れ長の目。目の色は、サクスの海のような、深みのある青だった。それに、コンスタンティンとよく似た白い肌はだ。下手へたをしたら姉弟きようだいに見られるのではないだろうか。
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「……可愛いですね」

　かつて悪あく魔まだったと言われてもどうしても受け入れがたく、そう口走ってしまう。

　途と端たんに、悪魔だった少年は顔を真っ赤にして、手足をばたばたさせ始めた。

「貴様、言うに事欠いて可愛いだと！　そのような暴言、むぎゅ」

　コンスタンティンに口を手で押さえられて、子どもの反論は封ふうじられた。

「可愛いんだからしょうがないだろ。もういっそずっとこのままだったらいいのになー」

　コンスタンティンの手をふりほどき、自由になった子どもが、青ざめた顔で言った。

「な！　なんという恐おそろしいことを……それは、大型犬を飼っていて、ずっと小さいままなら可愛いのになーというような理り不ふ尽じんかつ意味のわからぬ呟きと本質的には一いつ緒しよだぞ！」

「そうかな？　っていうか、君、罪を償えって言われたこと、ちゃんと理解してる？　君は君の楽しみのために生まれ変わったわけじゃないんだ。君に選ばれちゃったお嫁よめさんたちだって……」

「わかっておるのだ、それは」

　神しん妙みような顔で、子どもはそう言った。ユリエルが思っていたよりは、事を深刻に受け止めている顔ではある。

　彼は悪魔となり、人を悪徳に誘さそった。それ自体は罪ではない、という。

　何故なぜなら、それこそが悪魔の本分であり、悪魔はそもそも、そう創つくられているのだから。

　だが、彼が自分の楽しみのために罪のない花嫁をさらって地じ獄ごくに住まわせたのは、罪だ。

　死んだ娘むすめたちの魂は天へと迎むかえられたそうだが、不ふ遇ぐうの死を遂とげたことは事実で、悪魔だったこの子どもは、それを償うべく、天使の命令に従って、この先、地上に起こる災わざわいを解決しなければならない。

「あの」

　ユリエルは、控ひかえめに声をかけた。

「悪魔とももう呼べませんし、名前があるのなら教えて欲しいのですが」

「ミディールですよ。人間だった頃の名前みたいです」

「貴様に名前を呼ぶことを許した覚えはないぞ！」

　ミディールはぷんぷん怒おこって、ユリエルを睨にらむ。勿もち論ろん、すごまれたところで別に怖こわくはない。

「何故、姿を消してしまったのですか？」

　ユリエルは、コンスタンティンに話の続きを促うながした。

「ほとぼりが冷めるまでは、サクスを離はなれていた方がいいと思ったんです。もう、助祭として教会で暮らすことは考えてませんでしたし。あ、別に教会がいやになったわけじゃなくて。男として生きるのは、もう、やめにしようと思ってたんです。教会のことなら、ファーザーに任せておけば大だい丈じよう夫ぶって思えたので。……その、何も言わずに、すいません。でも……」

　コンスタンティンは目を伏ふせた。

「……顔を合わせたら、離れられなくなりそうで」

　どくりと、ユリエルの中で心臓が強く鳴った。

「一いつ瞬しゆんでも、離れなければ、良かったと……私は、ずっと、思っていました」

　熱っぽい眼まな差ざしをしていたのかもしれない。コンスタンティンは顔を赤らめ、ぶんぶんと首を横に振ふった。

「その、教会から、離れられなくなりそうって意味です！　別に、特定個人からという意味ではないですっ！」

「……いえ、別にそこまで否定しなくても」

「す、すいません」

　ごほんと咳せき払ばらいをして、コンスタンティンは話を元に戻もどした。

「ええと……そう、それからサクスを出て、女子修道院に入って、こいつを育ててたんです。ぐんぐん大きくなるので、奇き跡せきとかなんとか言われちゃって……で、サクスで新しい修道院を造るので、一ヶ月くらい前にその応おう援えんに来て、今はそのまま、ここでシスターやってます。あ、修道院が、【孤こ児じたちのための家】っていう施し設せつを経営してて、孤児の生活を助けてるんです。これが結構悪ガキばっかりで大変なんですけど」

　大変、と言いながらも、コンスタンティンはどこか嬉うれしそうだった。コンスタンティン自身、孤児としてアンガスに育てられた。悪徳の都と呼ばれるサクスでたくましく生き抜ぬいてきた彼らを見て、感じるところもあるのだろう。

　生き生きと毎日を送っているのが伝わってきて、ユリエルまで、嬉しくなる。

　話が途と切ぎれた時、コンスタンティンは、ちょっと嬉しそうにこう語った。

「ね、ファーザーはご存じでした？　聖ブリジットと本物の【黒い羊シスター・ブラツクシープ】は、実は同年代の人たちなんです。片や聖女、片や黒衣の修道女、ですけど、もしかすると、彼女たちが知り合いだった可能性もありますよね。ううん、もっと言ってしまうと……」

　悪戯いたずらっぽい顔をして、コンスタンティンは内ない緒しよ話ばなしのような声で囁ささやく。

「【黒い羊ブラツクシープ】の正体は、聖ブリジットだったかも、なんて。神様に愛されて、奇跡を起こせる聖女なら、【黒い羊ブラツクシープ】みたいなとんでもない活かつ躍やくも可能だったかもなって思うんです」

「それは……考えたことがありませんでした」

　しかし、確かに、彼女たちはほとんど同じ時代の人たちだった。正確には、【黒い羊ブラツクシープ】の伝説ができて数年後、聖ブリジットが現れ、サクスの人々に尽つくした。

　奇跡を得た娘は孤こ独どくな【黒い羊ブラツクシープ】として活躍し、しかし何を思ったかそれを止やめ、聖女としてサクスのために生きて、死んだ。

　それは、今のコンスタンティンの生き方と、少し似ているように思えた。

　はつらつとしたようすのコンスタンティンを見つめ、ユリエルは嬉しくなり、微笑ほほえんだ。

「……あなたも、人の中で生きることを選んだのですね。一人ではなく……」

　強く、孤独な【黒い羊ブラツクシープ】。

　それは確かに人の心に訴うつたえる力を持っていたけれど、一人で背負うには、あまりに重いものがあった。だから聖女はそれを止めた。

　コンスタンティンも、一人で背負うよりも、周りの人々と背負うことを選んだのだ。

「コンスタンティン助祭は……」

　そう呼びかけたユリエルに、コンスタンティンは苦く笑しようした。

「もう助祭じゃないですし、コンスタンティンでもありません。コンスタンスですよ」

「コンスタンス」

　名前を呼ばれて、コンスタンスはくすぐったそうにはにかむ。

　今も、彼女はこうして時々夜中に抜けだし、見回りをしていると言う。もう以前ほどの無む茶ちやはしないが、ちょっとした騒さわぎを収めたり、危険な地区を歩いている女性に声を掛かけて、家まで送るようなことはよくあるらしい。

　ジャックやエリカとはもう会っていると言っていたから、彼らは知っていたのだろう。

　だが、騙だまされていたことを恨うらむ気持ちにはまったくなれない。彼らは単に、ユリエルを驚おどろかそうと思ったのだろうから。

　実際、驚きのあまり、しばらくはろくに話もできなかったくらいだ。

　だが、こうして話して、やっと落ち着いてきた。

　だから、ユリエルは、伝えなければと胸に秘ひめていたことを告白した。

「……申し訳ありません」

　突とつ然ぜん謝ったユリエルに、コンスタンスは不思議そうな顔をした。

「どうしたって言うんですか？」

「実は、あなたにお知らせしないといけないことがあります」

「はあ……？」

「猫ねこが」

　……ん？　とコンスタンスは首を傾かしげた。ユリエルは、申し訳ない気持ちでいっぱいになって、彼女の顔を見られず、がばりと頭を下げて言った。

「猫君が、いなくなってしまったんです！　あなたがいなくなってから、まったく姿を見かけなくなってしまって……！　きっと私のことが気に食わなくて、よそに行ってしまったんだと思うんですが、サクスのあちこちを捜さがしても見つからず……」

「…………」

　コンスタンスが黙だまっているので、ユリエルは不安になって、ちらりと顔を上げた。

　彼女は、何故か、もの凄すごく気まずそうな顔をしていた。

「あれは……ですねえ……」

　視線を逸そらしながら、何か言っている。

「いえ、その……いなくなっても、いいというか、ええと……」

「そんな！　いなくなってもいいなんて、そんなこと絶対にありません！　猫君すごく可愛かわいかったじゃないで──いたっ」

　突然、コンスタンスが抱かかえていた子どもが、ユリエルを蹴けった。

「可愛いとはなんだ。可愛いとは！　吾わが輩はい──むぐぐっ！」

　コンスタンスは、子どもの口を手で塞ふさいで言った。

「とにかく、あいつはいいんですよ。絶対元気にやっていますから、気にしないでください」

「しかし……」

　しょんぼりと肩かたを落としたユリエルを、コンスタンスは慰なぐさめた。

「大丈夫。僕もあいつも、ファーザーが元気で笑っていてくだされば、それで嬉しいですから」

「……え」

　言われた言葉にユリエルは赤面し、それを見たコンスタンスも、僅わずかに顔を赤らめた。

「ええっと……」

　自分の言葉に自分で照れてしまったらしい彼女を見つめるうち、胸に、再会の喜びがあらためて溢あふれてきた。

　そして、ぽろりと、その言葉が彼の口から零こぼれ出た。

「あなたを愛しています」

　コンスタンスの顔に驚きの表情が浮うかび、その顔が、次には羞しゆう恥ちで赤くなっていく。ミディールがぎゃあぎゃあ文句を言ったが、無視して、ユリエルは胸に秘めていた想おもいを、ついにはっきりと言った。

「女性であるあなたを愛しています。きっと会えると思っていました。けれど、二度と会えなかったとしても、あなたを愛し続けたと思います」

　コンスタンスは真っ赤な顔を俯うつむけて、もじもじしている。

「い……いやあ……その、待っ……」

「本気ですよ。待ちもしません。もう一度、あなたに言いたかった。今度こそ、きちんと気持ちを伝えて。添そい遂とげたいのです、あなたと、一生」

　ついに、それまで喚わめいていたミディールも黙り込んだ。

　コンスタンスは完全に顔を俯けて、ユリエルから見えなくしてしまった。

　肩が、少し震ふるえているのがわかる。

　不意に彼女は顔を上げ、まだ赤い顔で、必死になって言った。

「でも、僕はファーザーに聖職を離はなれて欲しくないです。それに僕には野望があります」

「野望？」

　胸を張り、彼女は言った。

「修道院長になるんです！」

「……はい？」

「女子修道院の、院長です。女性は司祭にはなれませんけど、大きな修道院の院長なら、司教並の力を得られます。自由にやりたい放題できるんです！　これって素す晴ばらしいことだと思いませんか？　農のう奴ど出身の僕が、そこまで上り詰つめられるなんて！　修道院は規律が厳しいですけど、院長になっちゃえば勝手できますもんね！」

「……そう、ですね」

　神に身を捧ささげる修道女には自由はないが、院長ともなれば、修道院の中だけではなく、外のことについても色々影えい響きよう力りよくを持てる。つまり、彼女の愛するサクスのために、一ひと肌はだ脱ぬぐことができるのだ。

　まあ、なんだかコンスタンスが言っているのはそれだけではなくて、自由に遊べる、とかいうような意味も含ふくまれる気がするが。

　だが、その、つまりユリエルは……

「振ふられたな、司祭」

　嬉うれしそうに言うのは、ミディールだった。

　事実だったが、ユリエルは大人げなく彼の顔を睨にらみつけてしまい、自己嫌けん悪おに陥おちいった。

　気を取り直して、もう一度、姿勢を正した。

「……わかりました。私も応おう援えんします。しかし、もう一つだけ、確かく認にんさせてください。あなたの気持ちについて教えてください」

「きも……ち？」

　きょとんとして、コンスタンスは小首を傾げる。まだ先さき程ほどの赤みが頰ほおに残っているせいで、その仕草が愛らしく、ユリエルは深呼吸をして、一度気持ちを落ち着かせる必要があった。

「あの地じ獄ごくに私はあなたに会うために行きました。あなたに、ただひたすら、会いたかった。この九ヶ月も、そうです。あなたは？　あなたはあの時、地獄で、私に会いたくなかったと言ってました。今も……そうなんですか？」

「……あいた、」

　かああああ、と、また顔が真っ赤に染まっていく。

「そ、そりゃ、ファーザーが地獄まで迎むかえに来てくれたのは嬉しかったんですけど、でも、あ、会いたかったなんて、あの場で言ったら……だ、だから、その、今は、……」

　しどろもどろになる彼女との距きよ離りを詰め、ユリエルは真しん剣けんな顔で言った。

「教えてください。今、あなたは、私をどう思っているんですか？」

「う、あ、」

　突とつ如じよとして彼女は立ち上がると、ミディールを抱だいたまま脱だつ兎とのごとく逃にげ出した。

「！　コンスタンス！」

　ユリエルはそれを追いかけ──

　また、追いかけっこが始まった。

　初めて出会った時のように。
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　六月の、明るい夜空の下で、コンスタンスは混乱の極きわみにあった。

　どう思っているかと訊きかれても、困る。

　ミディールが守ってくれたように、ユリエルが祈いのってくれたから、心が壊こわれそうな日々を生きてこられた。

　ユリエルは彼女を迎えに地獄まで来てくれた。そのおかげで、彼女は自分を取り戻もどせた。

　ユリエルに紗しや越ごしに頰ほおに触ふれられた時のことを覚えている。

　紗も、手て袋ぶくろも、あの時は、あの一いつ瞬しゆんは、ひどく邪じや魔まなものに思えた。

　何もかも取り払はらって、ただ触れて欲しいと。

　そう思ったのは、事実だ。

「これ、コンスタンス」

　両手両足でコンスタンスにしがみついているミディールが、むくれた顔で言った。

「そう呼吸を乱すな。捕つかまるぞ」

「う……うわあんっ、黙れエロ猫っ」

「もう猫ではないぞ、それにエロとはなんだ」

　別に好きで呼吸を乱して走っているわけではない。

　胸に抱いていたミディールを肩に担かつぐような抱き方に変えて、走る速度を上げる。

　修道服の裾すそが翻ひるがえり、ベールが夜の空気になびいて。

　ひつじ通りの角を曲がった時、コンスタンスは、すぐ目の前にユリエルがいて、先回りされていたことに気付いた。




　慌あわてて踵きびすを返す。

　ベールは、かろうじて彼の手に摑つかまれる前に、その指の間をすり抜ぬけていった。







　あとがき




　こんにちは、喜多みどりです。

『シスター・ブラックシープⅤ　花嫁の聖戦』をお届けします。

『シスター・ブラックシープ』も、おかげさまで完結を迎むかえられました。

　第四巻から四ヶ月経たっているので刊行ペースとしては普ふ通つうだと思うのですが、あの、ご存じの方もいらっしゃると思いますが、この最終巻の前日に単行本が一冊出てまして……二ヶ月連続刊行は経験ありますが、連日刊行は初めてだったかな、なんて……。

　……執しつ筆ぴつ中に何度まぶしい朝日を浴びたか覚えていません（普段は割と規則正しい生活を送っています）。

　さて、以降の文章にはネタバレが含ふくまれます。お気を付けください。




　コンスタンティンの選んだ道、悪あく魔まの結末、司祭の男気は、いかがでしたでしょうか。納得していただけるかどうか不安もありますが、精せい一いつ杯ぱい書かせていただきました。

　再登場したバートの行く末は、元々（一、二巻書き終えたくらいの頃ころ）ヒースのために考えていたものでした。でも、ヒースを殺すことになるのは良くない！　という担当女史のご配はい慮りよにより、こういう形になりました。結果的にはこっちの方がそれぞれ「らしく」てよかったと思っています。木藤女史、ご助言ありがとうございました！　今回はいつにもまして弱音を吐はきまくってしまい、ご心配おかけいたしました。申し訳ありませんでした。

　そうそう、今回のサブタイトルも木藤女史の考案でした。個人的には第四巻を『エデンの噓うそ』、第五巻を『コキュトスの愛』にしようと思っていたのですが、コキュトスがわからない！　耽たん美びだ！　などのご意見をいだいて没になりました。ちなみにコキュトス（コキュートス、嘆なげきの川）は地じ獄ごくの最下層の氷地獄のことです。サタンが氷こおり漬づけになっています。

　……というか、実はこのシリーズのサブタイトルは五分の三くらい木藤女史の考案です……いつもすいません、ありがとうございます……。いや、誤解のなきように書いておきますが、私も考えることは考えるんです。たくさん。でも、む、難しくてですね、センス的に。

　精しよう進じんします……。




　今は、あー、終わったんだなーという感じで、ちょっとぼけっとしております。ほっとしたような、気が抜ぬけたような。この半年くらいは本当に嵐あらしのように過ぎ去っていったもので、今もあまり実感がわきませんが、本が出たらじわじわくるものがあるんだろうなあと思います。

　お手紙もありがとうございます。よかったら、また感想などお聞かせくださいね。お返事は遅おそくなってしまうかもしれませんが、できるだけがんばります。




　シリーズ通してキャラクターたちを艶あでやかに魅み力りよく的に描えがいてくださった桐矢先生、ありがとうございました。本が手元に届くたび、最初に挿さし絵えを探して、見つけてはにまにまと気持ち悪い顔で眺ながめておりました。今回の表紙ラフでもキャラクターたちの色気にどきっとしました！

　そして、この本が書店に並ぶまでに関かかわってくださった方々、資料を貸してくださった先せん輩ぱい、支えてくれた家族、読者の皆みな様さまのおかげで、この本と今の私があると思っています。言葉にはしきれませんが、ありがとうございました。

　文章ひとつでも、お心に残るものがあれば幸いです。

　どうか、また次の物語でお目にかかれますように。

　あ、あとがきの冒ぼう頭とうでも書きましたが、『楽園の蓮れん　はじまりを歌う少女』がカドカワ銀のさじシリーズさんから発売中です。単行本ですが、こちらもお手にとっていただければ嬉うれしいです。よろしくお願いいたします。

　ではでは、季節の変わり目ですが、皆様お元気で。
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